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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　力が欲しい。誰にも負けないほどの力を。沼地の魔ま道どう師しを倒せるほどの力を。

　たとえ、どんな手段をとろうとも。




「あれがダザン王国だ」

　そう言ってバトリーが舳先の向こうを指した。緑の大陸が横たわり、鬱うつ蒼そうとした樹海の中に白い街並みが見える。

「かなり大きな街ね。スーリエより大きいみたい」

　あたしは感かん嘆たんしながら言った。湾の奥深くにある港はきちんと整備されてあるし、海に突きだした埠頭の立派さときたら！　建築技術が発達しているんだわ。バトリーも頷うなずいて、

「そりゃそうさ。南の大陸はもっとも古い文明圏の一つで、歴史はハイネルンストよりもずっと長いんだから」

「でも、今や世界の中心はエルヴィラ王国を経てガレ湾沿岸に移り、南の大陸の文化は時代遅れとなりました。その大陸の入り口にあるダザンは、自分では美しいままだと思っている、熟れきって落ちた柿の残ざん滓しです」

　エストレディータが手厳しい評価を下した。でも、見た目には腐敗しているようには感じられない。沿岸に立ち並ぶ大きなセンター、美しい家並み、壮そう麗れいな寺院、尖塔。それらの背はい後ごに白い断崖がそそり立っている。街と同じ色だ。

　船は港の中へ入っていく。呪のろわれたディエーンヌ城から南下すること二十日、途中川に行き当たり、舟で下って海に出て、そして七日間の船旅。スーリエを出てからもう二ふた月つきが経とうとしている。あたしは迫りつつあるダザンの王都を見据えた。

　ダザン聖王国。太陽神国の流れを汲くむ、神人アミュールの末まつ裔えいが集う国。排他的な、自分たち以外の第三の力を持つ能力者を忌いみ嫌う国。

　そして、マリカ神覚醒の鍵かぎを奪った国。

「いよいよだな」

　バトリーの言葉にあたしは頷く。結局このダザン行きには、バトリーとエストも一緒に来てくれた。ついでにジュノー王子もだ（引っ張ってきたというのが的確な表現だけど）。

　魔法使いのコリンは、敵地のまっただ中に連れてくるわけにもいかず、アンジェラ皇こう女じよに頼んで沼地の魔道師に預あずからせることにした。もともと魔道師の下にいる兄を訪ねる予定だったコリンは、少し不満顔で、それでもおとなしく提案に従したがってくれた。

　ダザンでのあたしたちの目的はただ一つ、マリカの鍵を探し出すこと。フェリム・フェシアを復活させ、転生の秘密を聞くために。殺された義妹フェリシティを蘇よみがえらすために。

「もう少しの辛しん抱ぼうよ、フェリシティ。もう少ししたら、必ず生き返らせてあげる」

　あたしは唇くちびるを嚙かみしめた。だから、待っていて。冥めい府ふになんか行ってしまわないで。

　船が港に着き、あたしたちは埠頭に降り立った。港で働く人々の言葉が耳に飛びこんでくるが、まったくのちんぷんかんぷんだ。早口で怒鳴りあっていて、目眩めまいがするくらい忙しい。色々な荷物が乱雑に積み上げられ、人夫が行き交い、ごみごみしたところだった。

　うひゃあ、と頭をくらくらさせて棒立ちになるあたしの腕をバトリーが引っ張った。

「おい、置いてくぞ」

「あ、ちょっと待ってよ」

　慣れた調子で人混みをすり抜けていくバトリーを、駆け足で追いかける。

「ねえ、みんなどこの言葉使ってるの!?　ここら辺の言葉はみんな一緒だから通じるって、エストも言ってたのに！」

　喧けん噪そうに負けないよう大声を張り上げて、あたしはバトリーに尋ねた。ガレ湾を含むパトリア海沿岸で使われているこの言語が、太陽神国が強制的に残した遺産だと知ったのは、つい最近のことだ。バトリーは笑いながら、

「港で働く奴は地方出身者が多いんだ。この街の人間でも通じないさ」

「そういうものなの？　そう言えば、バトリーの故郷マハサイも海洋都市だったっけ」

「まあな。ここに引けをとらないくらい大きな港だぜ」

「マラスターンでいちばん大きい港はクルジンよ。でも、ここと比較すると今一つパッとしないわねえ。やっぱり伝統には負けるのかしら」

　あたしはちょっと悔しくなりながら言った。

　あたしのうしろを、これまたエストに引っ張られてジュノーがよたよたやってくる。ほとんどディエーンヌ城から出たことがなかったという彼は、熱気に当てられたように啞あ然ぜんと口を開けたままだった。完全にお上りさんだ。

　港を出て落ちつくと、ようやく理解できる言葉が耳に入り始めた。かなり単語に食い違いがあるけど、あたしたちが使う言葉と同じ系統の言語だ。ここの住民は黒髪黒眼、浅黒い、焦こげ茶色の肌なので、あたしたちは目立っていた。ここで馴な染じむのはバトリーくらいだ。

　大通りを行き交う人々は、男も女も、丈の長いゆったりした上着を被り、その下に巻スカートをはいていた。頭にはそれぞれ工夫を凝らしたターバンや頭ず巾きん、ヴェールを被っていて、細かく編まれた髪を結び目から垂たらしてみたり、蔓つるで大きくひさしの形を作ってみたり、美しい鳥の羽根を飾ってみたりしている。みんな一様に恰かつ幅ぷくがいい。子供でさえお腹が張り出していた。

「へええ。富み栄えた街なのね」

「そうでもないさ」

　感嘆するあたしにバトリーが水を差す。彼が顎あごをしゃくった方向を見て、あたしはぎょっとした。

　大きく立派な家の裏口あたりに、ひどく瘦やせ細り、お腹だけがぷっくり膨ふくれた男が十数人、虚うつろな顔でうずくまっている。枯れ枝というより骨と筋だけの体で、動かなければ生きているのかどうかも分からない。着ているものも粗そ末まつで、腰布と胸に下げた木製のペンダントぐらいだ。あたしはなんだか怖くなって、バトリーの腕にしがみついた。

「な、なに、あの人たち……」

「奴ど隷れいだよ」

　端的にバトリーは答える。あたしには信じられなかった。だって、

「こんなに立派な屋敷の奴隷にしては見み窄すぼらしすぎるわよ。奴隷まできちんと養える経済力があって、はじめて奴隷にしろ妾奴隷にしろ囲えるのが常識じゃないの」

「そりゃスーリエでの常識だろ。でも、ここじゃ牛馬以下の存在だ」

「牛馬以下」

　あたしはごくりと固かた唾ずを吞のんだ。

　通りから一歩中に入れば、飢えた人々があちこちに屯たむろしている。みんな生気の抜けた顔をして、どんよりとうずくまっていた。

　着飾った女に背中を鞭むち打うたれ、ひいひいと掠かすれた悲鳴を上げる男。

　大きな荷や石や木材を担いでくる奴隷の一団。先頭を歩く太った親爺と監視につく子供は、両手に鞭と棒を持っていて、少しでも歩調が崩れれば奴隷の瘦せた背や脚を叩たたきのめす。男も女も、子供も年寄りも関係なしだった。

　本当に家畜同然だわ。いいえ、家畜だってもっと優しく扱われるわよ。

　バトリーの腕を握りしめるあたしの手に力が入った。だって、手を放したらすっ飛んで行って、一ひと悶もん着ちやく起こしそうなんだもの。そのまま足早に通り過ぎる。

　でも、バトリーは騒ぎを起こす素振りも見せなかった。あんなに正義感強い（というより、喧けん嘩か好きの）バトリーが、こんな格好のネタをやり過ごすなんて。あたしは拍子抜けして、彼をじっと凝視した。その視線に気づいたバトリーが、憮ぶ然ぜんと言うには、

「なんだよ。いくらなんでも、着いたそうそう騒ぎを起こすかよ」

　あら、考えていることが筒抜けだわ。笑ってお茶を濁にごすことにしよう。あははは。

「それにしても──すごいわね。都市の表裏、明暗がこれほどくっきり分かれるなんて。コリンの言ってた意味がやっと理解できたわ」

　あたしは辺りを見回した。美しい街並みの裏側には淀よどんだ空気があって、すえた臭においが通りまで漂ただよってくる。バトリーが首を傾かしげたので、あたしは説明した。

「アミュールの末まつ裔えいの、同族以外は滓かす同然だって考え方。アミュールに限ったことじゃない、一般市民にも徹底している考えなのよ。ほら、奴隷は明らかにダザンの人間じゃないもの」

　そう言ってあたしが指したのは、白い肌の男や象ぞう牙げ色の肌の女、青い瞳の子供だった。能力者でなくても、ダザン人にとって外国人は同じ人間ではないのだろう。現に、あたしたちを見る人々の視線はとても痛かった。露骨に顔をしかめるのならまだ可愛い。大声で不快だと喚わめいたり、唾つばを吐きかける奴もいて、どんなに殴なぐってやろうかと思ったことか。

　それでも、騒ぎを起こすわけにもいかないので（バトリーでさえ我が慢まんしたのだ）、あたしたちは隠れるように宿場街へと急いだ。

　そして、あたしたちは一か月ぶりに、きちんとした宿に泊まることができたのであった。




　王都ダグダイワに潜入してから三日目、宮殿の裏側の谷間へ偵てい察さつのため赴おもむく。

　街の最深部、白はく亜あの断崖を背にするように王宮はあった。やはり白亜の、尖せん塔とうが幾いくつもある宮殿で、半ば樹木に埋もれた姿は一種異様な雰囲気があった。近くまでいくと、そのそそり立つような威容に圧倒されてしまう。三重の城壁で囲まれた宮殿のあらゆるところに衛兵が立ち、不審な相手は猫一匹通そうとはしない。物乞いでも近寄ろうものなら、剣を振りかざして脅し、ときには斬きり捨てもする。

　そして、あたしの第三の力を帯びた目には、宮殿全体が淡あわい黄金の光のヴェールで包まれているのが視えた。これが沼地の魔道師も手を出せない結界の源みなもとなのだろうか。

「鍵は宮殿の中にあります」

　そうエストが断言した。怪け訝げんに見返すあたしたちに、彼女は左掌を向けると、

「エルヴィラの鍵が反応しています」

　白い大きな掌てのひらに、複雑な波形の文もん様ようが朱あかく浮かび上がっている。あたしは食い入るようにそれを視た。エストの体を巡めぐる力の流線がその一点に集中している。これが鍵なの？　初めて見た。普通の錠前の鍵を想像していたわけではないけど、これでは奪う奪わないもない気がする。その疑問はジュノーも同じだったらしく、

「これが代々受け継つがれてきた鍵なのか？　こんなものをどうやって受け継ぐのだ」

「開封の呪文と霊力によって移植するのです、王子。ですから、『力なし』は王位を継承できないのです。私自身、この鍵を発動させることも移植することもできません。幸い姉姫さまはアミュールの力が顕けん現げんしておられるとのこと、この鍵を移植したのちに王位を継いでいただくことになるでしょう」

「わ、私には関係ないことだっ」

　憤ふん然ぜんとジュノーは言い放って、そっぽを向いてしまった。本来なら第一王位継承者であるのだから、名を捨てたとはいえいい気はしないわね。拗すねる王子を横目にあたしは聞く。

「ほかの三人の鍵もこんな文様なの？」

「文様ではありませんよ、カリル。鍵は体の中に封印されているのです。実体は杖です」

　エストが苦笑しながら答える。杖、ねえ。あたしはまじまじと彼女の体を見つめた。

「どこにどう入っているのか知らないけど、なんだか動きにくそうな話だわ」

「そうすることによって、外部に持ち出されるのを防いできたのです。霊力を失ったマラスターン王家から鍵が失われたのは、当然と言えば当然かもしれませんね」

「確かに」

　あたしは妙に納得してしまった。あの気弱そうな王さまじゃあねえ。そこへ、

「守りは固いな。こりゃあ、ちっとやそっとでは忍びこめそうにないぜ」

　王宮を窺うかがっていたバトリーが頭を搔かきながら戻ってくる。

「こんなときコリンがいてくれたらなあ、空間移動の魔法でひょひょいと忍びこめるのに」

「王宮を覆う結界が魔法を跳ねつけちゃうわよ。とんとん拍子にはいかないって」

「機会を待ちましょう。ことを急せいては全てを駄目にするだけです」

「そうだな」

　エストの提案にあたしたちは頷うなずき、宿に戻ろうと立ち上がった。

　その途端、頭の奥が熱くなり、くらりと目眩めまいがする。あたしは堪たえきれず、その場にしゃがみこんだ。

「カリル？　また立ち眩くらみか」

　少し呆あきれながらバトリーが覗のぞきこんでくる。あたしは大丈夫と手を振って、ゆっくり立ち上がった。頭の血が足の方へ一気に流れ落ちていくのを感じる。

「ここんところ、よく目眩起こしてるな。疲れがたまってるんじゃないか」

「うん……旅生活が続いたせいだと思う。大丈夫、無理しないから」

　あたしはそう弁べん明めいしておいたけど、本当の原因は分かっていた。たしかに疲れはたまっている。フェリシティが殺されたというショックを今なお引きずっている精神負担もある。でも、それ以上に体に負担をかけているものがあるのだ。

　丘を下る途中、ジュノー王子がそっと近寄ってあたしの隣に並んだ。珍しいこともあると思って振り向くと、彼は澄んだ草原色の瞳でじっとあたしを見つめ、そして、

「おまえもあの薬、飲み続けているのだな」

　ぼそっと呟つぶやく。あたしはぎょっとした。ばれている!?

　そう。あたしの体を混乱させているのは、沼地の魔ま道どう師しがあちこちの能力者に配っているという、あの青い錠剤だった。コリンの荷物から壺つぼごとちょろまかしてきたのだけど、思ったとおり、飲み続けているうちにどんどん第三の力が高まってきたのだ。

　龍りゆう脈みやくを視る能力はさほど進歩した様よう子すはないけど、戦う力、攻撃の力が強くなっている。破壊力が増してきたのだ。旅の途中で何度か獣に襲われたが、そのたびに実感できた。

　体の奥に温存してある力を根こそぎ持っていかれるような放出感。

　始めのころと比べたら三倍にも四倍にも膨らんだ光の玉。

　あたしの第三の力は確実に成長していた。そして、それと同時に体に大きな負担がかかってきたのだ。目眩がしたり、不眠症になったり、朝起きあがれなくなったり、異常に食欲があったり。それでもまだ大事には至らないので、うまくごまかせていたと思ったのに。いちばん無神経そうな王子に指し摘てきされるなんて、あたしは驚きを隠せなかった。

　おまえ──も？

「まさか王子、あんたも薬を……」

「あまり飲みすぎると反動が怖い。これからひと仕事なのだから少しは自重したらどうだ」

　つっけんどんに王子は呟く。あたしは目を円まるくして聞き返した。

「薬飲んだのに、第三の力は発現しなかったの？」

「飲んだせいだ、私の力は消えてしまった。気に食わない女だが、今はおまえしか第三の力を持つ者はいない。だから忠告してやる、これ以上薬は飲まないことだ。アミュールの血と反発するぞ。体に一気にくる」

「なにこそこそ話しあってんだ？」

　しんがりについていたバトリーが急に会話に割り込んできたので、あたしたちは慌あわてて飛び離れた。バトリーの怪訝そうな視線から逃れるように、あたしは足早に丘を下った。

　どんなに危険でも、あたしはやめないわ。だって、力が欲しいんだもの。沼地の魔道師と互ご角かくに戦える力が欲しいんだもの。これしか方法はないのよ。

　でも、確かに王宮に忍びこむのに差し障るから、ここ二、三日は薬をやめておこう。フェリシティが生き返らなかったら、一気飲みしてでも力をつけてやる。あたしは本気よ。本気なんだから。




　丘を下って宿場街に戻ってくると、なにやら港が騒がしかった。わらわらと人が集まっている。その一人を捕まえ、エストが尋ねた。

「通りが騒がしいようですけど、なにかあったのですか」

「ハイネルンスト大陸の、なんとかっていう国の使節団が着いたそうだよ。なんでも、アミュールの末まつ裔えいの国だそうだ。このダザンとは兄弟国ってことかな。えー、えるー？」

「エルヴィラ王国」

「そうそう、その国。ラー・カレディア王の血を引くって奴がいるそうだぜ」

　そう言うと、男は好奇心に顔を輝かせ、そそくさと行ってしまった。あたしたちは困こん惑わくした顔を突き合わせた。なんだって今ごろ、エルヴィラ王国の使節がダザンに来るのよ。あたしたちの妨害をしに来たとでも言うの？

「……ラー・カレディア王の子孫って、誰のこと？」

「エルヴィラ王家の者は皆そうですよ。太祖エルヴィラの夫はフェリム・フェシアの息子、フェシアはカレディア王の息子ですから。長老会の誰かが来たのでしょう」

　エストだけは平然と、顔色一つ変えず答える。やきもきしているのはジュノー王子の方だった。いくら名を捨てたと喚わめいたところで、彼がフェシアの直系子孫であることは変わらない。忙しくあちこちに視線を投げ、うろたえている。

　ラー・カレディア。このダザンでは最高神に位置づけられているアミュールの太陽神。世が世なら、あたしがマリカの子孫として崇あがめられた（お義理だけど）ように、この王子さまは人々にひざまずかれ、かしずかれ、この世の栄えい華がをほしいままにしていたのだ。それがなんの因いん果がか、小汚い宿に泊まって、彼のものとなるはずだった歓声を遠くに聞きながら、彼を崇めるはずの国を攻撃する算段を立てている。人生っておかしなものね。

　かくいうあたしだって、一応アミュールの末裔であるのだから、あのときマハ将軍と対立さえしなければこの国で左ひだり団扇うちわで暮らしていたかもしれないのだけど。

「この時期に長老会が来たということは、どうやらダザンの傘さん下かに入ることを決定したようですね。王不在の間に決定するとは、いかにも長老会らしいやり方です。王子、また一つアイダント・モアに敵対する国が増えましたね。今度はちょっとやそっとの脅しでは効きませんよ。ダザンの結界を張れば、『月』は飛べなくなりますし」

「お、おまえがしっかり長老会とやらを牛ぎゆう耳じってないから、こんなことになるのだっ」

「ですから、あのとき王子が国に戻ってくだされば、この事態だけは防げたのです」

　しれっとした顔で言うエストに、ジュノーは返す言葉も見つからなくて押し黙ってしまった。言葉でエストに勝とうなんて十年早いわよ、王子。彼女は寡か黙もくだけど、言うときは辛しん辣らつだから。

「おもしろそうだから俺たちも見にいこうぜ」

　心から面白そうに（つまりなんにも考えずに）言うバトリーの言葉にいち早く反応したのは、むろん、ジュノーだった。彼は何回も大きく頷うなずくと、

「そ、それもそうだ。こちらの作戦に差し障りがあるかもしれんからなっ」

　そう言って、慌あわてて通りの方へ駆けていく。作戦もなにもないのに。あたしたちは憮ぶ然ぜんと後ろ姿を眺めたけど、エストだけは王子を追いかけていった。

　あたしはなにか言いたそうなバトリーを見上げて、意地悪く、

「自分のお株を取られた気分？」

「なんでそうなるのさ。俺はあいつみたいに無鉄砲じゃねえぞ」

　真顔で言い返すバトリーに、あたしは呆あきれて首を振った。こいつもつける薬がないわね。

「ねえ、これでエストはまったくの孤立無む援えんになったのかしら」

「あー、そうだな。ダザンに協力を求めたエルヴィラは、まず人質になっている王女の救出を依頼するだろ。となると、エストはお払い箱……」

　わあっ、といきなり湧わいた通りからの喚声で、バトリーの言葉は遮さえぎられた。あたしたちは顔を見合わせる。「わあっ」？

「なにごと？」

「行ってみようぜっ」

　あたしが返事をするより早く走り出しているバトリー。もう、どこが無鉄砲じゃないのよっ。慌あわてて彼のあとを追う。

　いったいなにが起こったのかしら？

　一。ジュノー王子がいきなり突っ込んでいった（バトリーじゃあるまいし）。

　二。エストが使節団に見つかった（そりゃ大騒ぎだが、悲鳴が上がるようなことか？）。

　三。粛しゆく清せい隊たいに二人が見つかって、斬きりあいが始まった（国内に粛清隊がいればの話）。

　四。まったく別の件。例えばストリートキングが現れた。ぜひとも見にいかねばっ。

　大通りから路地を抜けて、わらわらと人々が逃げてくる。でも、胸から札を下げた奴隷は一人もいなかった。

　通りに出るとすぐ、呆ぼう然ぜんと佇たたずむジュノー王子に出くわした。エストはすぐ近くで、逃げる人々に踏みつけられて怪我をしたらしい奴ど隷れいの少女を助け起こしている。

　どうやら答えは四だったみたい。通りの真ん中で、物々しい甲かつ冑ちゆうをつけた男たちと、頰っかむりをした屈強の黒人青年たちが、ちゃんちゃんばらばら、剣を振り回しあっていたのだ。

　この蒸し暑い国でバカみたいに鎧よろいを着込んでいるのがエルヴィラ人、いかにも怪しげに白布で頰っかむりをしているのはダザン人だろう。腰布と粗そ末まつな剣、無む駄だ肉のない、どちらかというと瘦せた体で戦っているのをみると、ダザン人の方は奴隷かもしれない。戦いから少し離れたところで、へたりこんで震ふるえる、優雅な身なりの若い男がいた。金髪碧へき眼がん、鼻はな梁すじの通った、まあまあ端正な容よう貌ぼう。どうやらこいつがエルヴィラ長老会の奴らしい。

　なんだってこの人たち、戦っているのかしら？

　見ているのはあたしたちだけではなく、奴隷たちがやんややんやと騒ぎながら戦いを囲んでいた。よく聞いてみると、彼らは襲撃団を応援しているらしい。

「なにがあったんだ？」

　仲間に入りたくてうずうずしているバトリーがエストに尋ねる。彼女は興味なさそうに、

「使節団にいきなり斬りかかってきたのです。強盗にしては白昼堂々としていますね」

「強盗にしちゃ訓練が行き渡ってるよ。手助けするならどっちがいい？」

　にやにや笑ってバトリーは尋ねる。エストは微笑ほほえむだけで答えなかった。つまり、事態がはっきりするまで傍ぼう観かんしていろということだ。使節団を助けて恩を着せるか、使節団を襲って長老会の動きを牽制するか。問題は襲撃団の正体ね。

　また一人、また一人とエルヴィラ人は倒れていく。バトリーが憮ぶ然ぜんと、

「弱っちいなあ、エルヴィラ人は」

「エルヴィラ王国は北の土地にありますからね。冬には雪さえ降る高原の国です。こんな湿気たっぷりの、体の芯しんから燃えるように暑い国に来て、本調子が出ないのも当たり前でしょう」

　まるでひとごとのように説明するエスト。

　そう、なにが嫌かって、この蒸し暑さだけは我慢できない。暑さ自体はマラスターンと大して変わらないくせに、なにもしなくても肌がべっとりしてくる湿気はなんなのよ。おまけに昼過ぎになれば毎日雨が土砂降りに降ってくるし。沙さ漠ばくの国から来たあたしは雨に弱いのだ。目眩めまいが酷くなったのもそれが原因の一端に違いない。エストも顔に出さないけどこの湿気には閉へい口こうしていたし、王子もなにかにつけて文句を言っていた。喜んでいるのは同じような国から来たバトリーくらいなものよ。スィバでの騒ぎが噓みたいだわ。

　なんて考えていたせいか、今まで真っ青だった空に見る間に暗あん雲うんが立ちこめてきた。

「ひと雨来るわね」

　あたしは天を仰あおいで呟つぶやく。二十人いた使節団で立っているのは今や五人のみ。頰っかむり団は三人しか犠牲がでていない。

　そのとき、ピーッ、と甲高い笛の音が鳴り響いた。見ると、通りの向こうから軽装な鎧よろいを着けた一団が走ってくる。

「逃げろ！　警けい邏らだ！」

　誰かが怒鳴ると、いっせいに頰っかむり集団が戦いを投げだし、街中に散った。同時に、喝かつ釆さいしていた奴ど隷れいたちも悲鳴をあげて路地へと逃げこむ。まさにあっという間だった。警邏がそれを追いかけていく。

　何人かが使節団のもとに駆け寄って、長老を助け起こした。青年は目を白黒させて、

「な、なんだね、今のはっ」

「ちゃちな反政府ゲリラです。我々が来たからにはご安心を」

　警邏の言葉を聞いた途端、今度はバトリーが駆け出した。

「バトリー!?」

　慌あわてて彼のあとを追うあたし。別についていく必要なんかなかったんだけど、ディエーンヌ城を旅立って以来、あたしとバトリー、エストとジュノーという組み合わせが自然にできていて、つい一緒に行動しなければならないような気がしたのだ。警邏に怪しい奴と思われなきゃいいけど。

「どうしたのよ、バトリー！」

「あいつらのあとを追うんだよっ。うまくすりゃ味方につけられるだろ」

　得意げにバトリーは答える。あ、なるほどね。珍しく頭の回転が速いじゃない。

　うしろを振り返っても誰も追ってこなかった。よかった、気づかれなかったみたい。残してきた二人が気になったけど、エストのことだから事情を察してくれるだろう。

　あたしたちは路地を駆け、通りを横切り、人家に侵入し、警笛のあとを追った。懸けん命めいに走っているのに、一向に襲撃団はおろかそれを追いかける警邏の姿も見えない。それどころか、ばかみたいに速いバトリーについていくのさえ大変なのだ。これでも昔は、「かけっこのカリちゃん」と学校で名を馳はせていたのに。しくしく。

「バ、バトリー、ちょっと、待ってええ」

　息を切らしながら言う言葉も届かない。

　ボツ、と鼻の頭に大粒の水滴が当たった。辺りは日が落ちたように真っ暗だ。続いてボツボツッ、と雨が降ってきて、あとはお決まりの土砂降りになった。

　不透明な仕し切きりが行く手を覆おおう。いてて、あまりの激しさに体が痛い。一寸先は闇やみと言うけど、これじゃあ一寸先は水、だわ。地面の上にいながら川の中に入っている気分だ。

　というわけで、あたしはあっさりバトリーを見失った。地面を叩たたく激しい雨音に、警笛も切れ切れだ。どっちだろう。あたしは狼ろう狽ばいしながら、ともかく雨宿りしようと辺りを見回した。

　誰も外に出ていない。あたし一人がばかみたいに濡れネズミだ。ひどく惨みじめな気分になって駆け出そうとした途端、小川となった通りのぬかるみに足を取られ、派手にすっ転んでしまった。べええ、泥が口の中に入ったあ。しくしく。

「王女さま、お手をどうぞ」

　すっと手が差し出される。これ以上一人で惨めになるのは嫌だったあたしは、今にも泣き出してしまいそうになるのを堪えてその手を摑つかんだ。それから、はっと顔を強ばらせる。

　なんで「王女さま」なのよ！

　あたしは摑んだ手を突き放して逃げようとした。でも、とき既すでに遅く、反対にがっちり腕を摑まれ、引きずり倒されてしまう。背中を強打する。

「タ、タヌバル・マハ将軍！」

　顔を見るより早く、その名が飛び出てきた。将軍はにっこりと笑って、

「フルネームで覚えていただけて光栄ですよ、マラスターンの王女。ようこそダザンへ」

　相変わらず嫌みな顔で嫌みなことを言う男だ。人を踏みつけにしてなにをぬかす。あたしは泥まみれの体を起こしながら、せいいっぱい剣けん吞のんな目つきで将軍を睨にらむと、

「なんであんたはこんなところにいるのよ。この国に魔法使いでもいるの」

「将軍職とは、本来国でふんぞり返って指示を出すものなのです、王女殿下。こんなところでお会いするとは奇き遇ぐうですねえ──といっても、私はエルヴィラからの使節団をお迎えに上がった帰りですけど」
















　嘲あざけるように言うマハ将軍に、あたしは歯がみした。使節団が襲撃されたとき、こいつはどこか遠くから見ていたんだわ。ここ一か月なんの音沙汰もなかったから不用心になっていた。

「こんなところで立ち話もなんですから、王宮においでください。冷たい飲物でも用意させましょう。さあ、遠慮なく」

「おかまいなくっ」

　むりやり連れていこうとする将軍の手を振り払う。しかし、がっちりと摑まれた腕はびくともしなかった。にやにや笑う将軍の顔を見ていたら、さっき口に入った泥の味が思い出され、胃がむかむかしてきた。これ幸いとばかりに泥の唾つばを将軍の顔に吐きつける。

　ぴくっと、こめかみを動かしながらも、将軍は酷こく薄はくな笑みを崩くずさなかった。立派というより、プライドの塊かたまりだ、これは。彼はおもむろに口を開き、そして、

「これは、これは。私に対して挑戦する気──」

　言葉半なかばで将軍の体が視界から消えた。

「……え？」

　訝いぶかるあたしの腕を、誰かがぐいっと引っ張った。見ると、それはバトリーだった。あたしがついてこないのに気づいて戻ってきたらしい。不意討ちの蹴りを食らって吹っ飛んだ将軍を尻目に、彼は焦しよう燥そうにかられた面おももちで、

「早く！　あいつには不意討ちしか効かねえっ」

「遅い！」

　将軍の怒号。反射としか言いようのない動きでバトリーは上半身を大きく反らす。間にあわなかった。風の唸うなりとともに服が裂け、あらわになったお腹に五本の裂れつ傷しようが生じる。ぶわっと、弾けるように血が噴き出した。

「バトリー！」

　あたしは悲鳴を上げた。弾き飛ばされながらもなんとか受け身をとり、バトリーは立ち上がる。でも、すぐお腹を抱えてうずくまってしまった。体を伝つたう雨が赤く染まって地面にたまる。いや、いやよ、バトリー。立って。

「ここは我らの国の中、カリミア皇こう女じよとて介かい入にゆうはしてこれんぞ！」

　将軍の哄こう笑しよう。うるさいわ、そんなこと分かっている。いやよ、バトリー、死なないで。

　掌てのひらに神経と力を集中させる。これ以上手出しはさせない！

「将軍！」

　あたしは叫んだ。第二撃を放とうとしていた将軍の動きが止まる。

　掌が熱くなる。光の玉が宿る。将軍が目をみはるのが分かった。彼はあたしの第三の力を初めて見るのね。そして、その威力を体で知ることになるわ。

　光が膨ぼう張ちようする。全身の力が掌を介して光に吸い取られていく。頭の奥ががんがんした。

「えっ!?」

　あたしはぎょっとした。光の玉が以前より大きくなっている!?

　身長よりも大きく膨張した光は、水の入った袋が破けるように弾けた。

　第三の力が将軍に襲いかかる。光の鉄砲水が彼を吞のみ込んだ。

「ぎゃっ！」

　絶叫さえ光に吞みこまれる。光の乱舞の中で、将軍の体はばらばらに砕け散った。一瞬のことだった。

　そして、光が収まったとき、そこには誰もいなかった。将軍は消しよう滅めつしてしまったのだ。
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　あたしは鳥よ。大空を白い翼で飛び交かうの。

　空の上にあたしを遮さえぎるものはないわ。鷹のように滑かつ空くうし、雲雀ひばりのようにさえずり、雁かりのようにあの地平線の彼方まで飛ひ翔しようしていく。赤茶けた砂の大地が小さくなる。風が耳元で唸うなるわ。羽根の一つ一つが大気を切り、あたしは風そのものになる。気持ちいい！

　大海原をあっという間に飛び越え、眼下に緑の絨じゆう毯たんが見えてくる。樹海よ、樹海。あれ全部が木なのよ。ひょろひょろっと細長い、木なの。あれを全部燃やしたら、どのくらい焼き煉れん瓦がの家ができるかしら？　木でできた家なんてのもいいかもね。

　雲が出てきたわ。山のように巨大な雲がもくもくと湧わき上がる。ええい、もっと高く飛ぼう。雲よりも高く。空よりも高く。星々の世界まで届くくらいに。

「カリル。高度を取りすぎるな」

　隣でアンジェラ皇こう女じよが忠告してくれる。はーいっ。あたしは元気よく返事をする。でも、気持ちは上へ上へと昇っていくわ。もう止められない。

「ご主人さまーあ。これ以上はあ、ご勘弁をーお」

　足元で巨人ネフカドールが喚わめいた。なに根性のないこと言っているのよ。もっと高く飛ぶのよ。雲を越えて、あの空の向こうまで。

　がくんがくんと足元が揺れる。しっかりしなさいよ、ネフカドール。どんどん高度が下がっているじゃない。

　雲の峰が眼前に迫る。着水。ずぶずぶと雲の中に沈んでいく。もう、いやんなっちゃう。早く浮かびあがらなくちゃ。溺おぼれちゃう。

　あたしは翼を広げて必死にもがいた。でも、羽根がどっぷり水を吸いこんで、浮き上がれない。重たいわ。体が重い。みるみるうちに純白の翼が紅く染まっていく。血の色に染まっていく。目の前でネフカドールがじゃぽじゃぽと溺れていた。情けないわ。

「ご主人さまあ、これがあ、わたくしのお、せいいっぱいですうう」

　どろりとネフカドールの顔の肉が崩れた。溶けていく。ピンクの肉が音を立てて溶けていく。いや。早く逃げなくちゃ。早く。

　顔面からほとんど肉がそげ落ち、やけに白い頭ず蓋がい骨こつが現れる。青黒い舌が動く。

「おねえちゃああん」

　地の底から響いてくるような、おどろおどろしい、異い様ように間延びした声。

　フェリシティ!?

「おねえちゃああん。苦しい。苦しいよお。体が溶けちゃうよおお。助けてえええ」

「フェリシティ！」

　あたしは叫んで──そして、びっしょり汗をかいて目が覚めた。




　目が覚めて、そばにバトリーを見つけるなり、あたしは彼に飛びついた。

「バトリー！　フェリシティが、フェリシティが泣いてるわ！　苦しいって、溶けちゃうって泣いてる！　早くあの子を助けなきゃ！　早く生き返らせてあげなきゃ……！」

「あいててっ。落ちつけよ、カリル。傷口に響くじゃないか」

　バトリーの言葉にあたしははっと我に返る。

　あれは、夢だわ。なにを取り乱しているの。

「ごめんなさい……ひどい夢を見てた」

　あたしは体を離した。寝ながら涙を流していたらしく、目をこする。すると、包帯でぐるぐる巻きにされたバトリーの胸が目に飛び込んできた。

「バトリー!?　け、怪け我がっ！」

　傷口に響く。そうだ、彼は粛しゆく清せい将軍に腹を割られたんだ！

「あ、これ？　もー平気だよ。治療もしてもらったし」

　当人は平気な顔で言うけど、あのときの血の噴き出し方は尋じん常じようではなかった。あたしは彼を自分の寝ていたベッドに引き倒すと、

「そんなこと言うならちゃんと寝てなさいよっ。人の心配なんかしてるくらいなら……」

　怒ど鳴なりながらあたしは立ち上がったが、ひどい目眩めまいに襲われ、そのまま体がベッドに戻ってしまう。あらら？　体に力が入らない。

「人の心配をしてるのはカリルの方だな。もう二日間も寝たきりだったんだぞ──といっても、俺も今朝起きたばかりだけどさ」

　からからと笑いながらバトリーが言う。あたしは染みだらけの薄暗い天井を見つめたまま、記憶を反はん芻すうした。たしか、思いがけずマハ将軍をやっつけることができたんだっけ。そこから先の記憶はない。力の出しすぎであたしは気を失ったのだ。

　将軍は蒸発した。あたしの第三の力を浴びて。

「カリル。服着るか」

　バトリーがひょいとあたしの服を差さし出す。泥まみれになったのに、ああ、洗濯しておいてくれたのね──ええっ!?

　あたしは仰ぎよう天てんして自分の体を見た。当然裸だ。きゃーっ、裸で男に抱きついちゃった！

「は、早く言ってよ！」

　慌あわてて服を奪い取って着る。うら若き乙女の柔やわ肌はだを目の当たりにしたくせに、きょとんとした顔のバトリー。こいつ、不感症なのかしら。そう思うとよけい腹立たしくて、

「バトリーのばか！　エストはどうしたのよ、女の子の世話を男にさせるなんて！」

　恥ずかしさのあまり怒鳴り散らし、あたしはエストの姿を捜した。そして、ようやく気づく。ここ、あたしたちの宿じゃないわ。

　薄暗い部屋だった。窓は一つもなく、上に続く階段があるきり。地下室みたいだ。蠟ろう燭そくが何本かじりじりと燃えている。これといった家具はなく、粗そ末まつなベッドが壁に沿そって四つ並んでいた。そのうちの一つにあたしは寝かされていたのだ。

「ここは、どこ？」

「わしらの隠れ家だよ、お嬢ちゃん」

　しわがれた声がして、天井の扉が開くと一人の老人が部屋に入ってきた。瘦せ細った、鳥がらのようなおじいさんだった。肌は真っ黒に焼けているけど、瞳は澄みとおった露つゆ草くさ色だ。ダザン人じゃないのかしら。名残なごり程度に生えている白髪が愛くるしい。和やかな表情で、あたしたちに対する警戒心や敵対心はなかった。

　バトリーが親しそうに手を上げる。あたしが眠っている間になにがあったのだろう。

「あなたは？」

「あんたたちが追ってた頰かむり団の仲間だ。ふぁふぁふぁ、仲間の一人がのお、逃げてる途中にあんたたちに気づいて、じっと隠れて一部始終見ておったんだよ。まさか、こんなお嬢ちゃんが、鷲の爪と恐れられた粛しゆく清せい将軍を倒すとはなあ。仲良く倒れてしまったのを放っておくわけにもいかんしな、ここに運ばせたんだよ」

「じゃあ、あたしたちを助けてくれたの？　あたしは将軍を殺しちゃったのよ。関わると面倒になるかもしれないのに」

　自分でもえらく矛盾した問いだと思う。関わるために追いかけて、そのおかげで将軍と出くわしてしまったのだから。

　でも、この老人がなにを考えているのか分からないうちは、気が抜けない。

「話はそこの若いのから聞いたよ。あんたがアミュールの末まつ裔えいであることも、妹さんを生き返らせるために王宮に忍びこもうとしていることも」

　前歯の抜けた口で、もぐもぐと喋しやべる老人。あたしはバトリーを睨にらんだ。まったく、後あと先さきのことも考えず、べらべらと喋っちゃうんだから。

　しかし、あたしの睨みにあってもケロリとしているところが、この男のすごいところだ。人の裸を見ても平然としているし。

「話だけならとうてい信じられんがの、アミュールの末裔が我々に手を貸してほしいなどと。でも、現にお嬢ちゃんは粛清将軍を倒した。それも、殺されたことも分からぬまでに徹底的に。気まぐれな奴と評判だったからの、当分は死んだことも知られまいよ。アミュールの最大の禁きん忌きを破ったお嬢ちゃんは信用してもいいと思う。あんたたちは仲間だ。王宮の潜せん入にゆうに手を貸そう」
















　老人は笑いながら言う。あたしはじっと老人を見つめた。本気かしら。罠だったらどうしよう。もっとも、向こうもこっちの罠かもしれない危険があるのだから、妥だ協きようしてもいいかもしれない。

　バトリーはすでにその気でいるらしく、手を回した自分を褒ほめてほしそうな顔でいる。

「おじいちゃんは偉い人なの？」

「名前だけはの。奴隷解放組織のファルファストといえば、町中の誰もが知っとるお尋たずね者だ。だが、ほんとうに偉いのは息子の方だよ。あれが組織をまとめている。わしはなにかあったときの首提供人だ。真の首領は陰に隠れてなくちゃならん。ふふっ」

　息が洩もれたような笑いを立てる老人。息子が首領という辺りが真実味あるが、今一つ判断の決め手に欠ける。まあいいわ、妥協してしまおう。利用されるだけだとしても、あたしたちは捨て駒になるほど弱くない。

　あたしはバトリーを一いち瞥べつしてから頷うなずくと、

「分かったわ、ありがたく手を貸してもらうわ。仲間がどう言うか分からないけど」

「今、息子を迎えにやっているよ。そのうちお仲間を連れて帰ってくるだろう」

「でも、なぜあたしたちに協力を？　理念だけでなくもっと実質的な狙ねらいがあるでしょう。その辺はきちんとしましょ」

　真まっ向こうからあたしは問いつめる。回りくどく考えるよりその方がいい。老人は呆あつ気けに取られた面もちになり、それから破顔した。

「頭のいいお嬢ちゃんだ。そう、我々はここらで花火を上げたいと思っておる。そのために王宮の見取り図がほしいんだよ。王宮潜入には我々の仲間を連れていくのが条件だ」

「いいわ。それ聞いて安心しちゃった。偽ぎ善ぜん者は味方にしないことにしているの」

「それは賢明な判断だよ」

　おじいちゃんがやけに満足そうに言った。あたしもそう思うわ。

　しばらくして扉が用心深く開くと、どやどや若い男が十数人下りてきた。よく日に焼けた、浅黒い肌の青年たちだ。

　その一団の中にエストとジュノーもいた。ジュノーはあたしと目が合うと、ほら見ろと言わんばかりに口を歪ゆがめる。薬の副作用の話をされてすぐにこれなので、あたしは彼の態度に文句も言えなかった。

　エストはベッドまで近寄ってくると、にっこりと微笑んで、

「二晩も帰ってこないから心配しましたよ。宿を替えて警戒していましたが、話は大だい体たい聞きました。体調はどうですか」

「さっき起きたばかりだけど大丈夫よ。お腹すいてるけど」

　あたしは肩をすくめて答えた。エストレディータ、なにごとにも動じない人だわ。あたしがマハ将軍を殺したことも聞かされているはずなのに、驚いた様よう子すも喜んだ様子も、悔しそうな様子さえない。彼女は荷の中から貝殻の入れ物を取り出すと、

「コリンからもらった傷薬です。バトリー、これをどうぞ」

「俺も平気さ、掠かすり傷だもんな。ま、ありがたく使わせてもらうよ」

　しれっとした顔で薬を受け取るバトリー。これは本気かしら、それとも強がり？

「まあ座ってくれよ、美しい客人。話はそれからだ」

　黒人青年の一人が陽気な声で言った。がっしりした筋肉の持ち主で、端たん正せいではないけど精せい悍かんな顔立ちだ。なんとなく頼りがいがありそう。これがおじいちゃんの息子、真の首領という奴に違いない。果たして、

「俺はマイドゥグリ、このファルファストじいさんの不ふ肖しようの息子だ」

　あたしの読みは当たっていた。彼はマイドゥグリと名乗り、今年三十になると言った。

「えーっ、三十!?」

「そうだぜ、お嬢ちゃん。親父はもう六十過ぎてるけど、この通りピンシャンしてらあ」

　年齢のわりに若いので驚くあたしに、がははとマイドゥグリは笑って答えた。南の大陸は長ちよう寿じゆの土地なのかしら。

　あたしはエストと今までのいきさつを確認しあって、そして、ファルファストじいちゃんの申し出を承しよう諾だくしたと伝えた。彼女は頷うなずくと、

「それでいいと思います。これ以上、手をこまねいているわけにもいきませんしね」

「潜入には俺の弟がついてくよ。俺たちが心配なら、人質にとってもかまわん」

　エストの言葉を受けてマイドゥグリが言う。そのことは以前から決めてあったらしく、誰も文句は言わなかった。あらら、こっちの考えが筒抜けだわ。あたしは赤面したけど、エストやバトリーはさも当然だとばかりの態度で頷いた。

　あたしたちはようやく駒を一歩進めることができたのだ。




「ダザンは太陽神国から見れば、利用価値のない辺へん境きようだったんだ。だから、アミュールの末まつ裔えいとはいえ国王マヌクチュの霊力は弱い。多分、お嬢ちゃんの方が強いと思うよ。ただ、王宮にたむろしている特権階級、神官や王侯貴族はみんなアミュールの末裔で占められてるからな。質より量というわけだ」

　王宮に潜入する前に、あたしたちはマイドゥグリからダザンについて教えてもらうことにした。少しは対策が練ねれるかもしれないからだ。

「あいつらは俺たちを人間だと思っちゃいねえ。うさぎ馬にも劣おとる存在なんだ。奴らに取り入って街を闊かつ歩ぽしている市民でさえそうだ。あいつらの気まぐれですれ違いざま殺されても文句は言えないのさ。なにせ相手は神さまの子孫だからな、荒ぶる神々の血を引く者に逆らえば、どんな祟たたりがあるか分からねえ。その考えが今まで俺たちを隷れい属ぞくさせてきた」

　今のダザンは、フェリム・フェシアが殺された妻の復讐をするため太陽神国を襲ったとき、この地に逃れたアミュールが打ち建てた国だという。この地に降こう臨りんした神々の子孫に逆らえるわけがない。だけど、

「……が、最近、妙な噂うわさを聞いたんだ。アミュールの末まつ裔えいに対抗する奴らが北の大陸にいるとな」

　そこまで言ってマイドゥグリは、魅力的な顔でにやりとあたしに笑ってみせた。あたしは唇を舐なめ、ゆっくりと、

「沼地の魔ま道どう師し、のことね」

「そう。おっと坊や、おまえさんを褒ほめたわけじゃないよ。なんでも、無敵を誇った粛しゆく清せい隊たいがどんどん殺られてるという話だ。神話は神話でしかないことに俺たちはようやく気づいた。アミュールの末裔は倒すことができる、とな。だが、知ってのとおり、この国には霊能者はいない。アミュールの末裔と互ご角かくに戦うには、霊力を持った奴が必要だ。俺たちは沼地の魔道師と手が組みたいんだ」

「義ち父ちはその申し出を快く受けるだろう」

　誇らしげにジュノーが応える。マイドゥグリ以下組織の人々は控ひかえめに歓声を上げた。

「しかし、義父はこの国には能力者が立ち入れない結界が張ってあると言っていた。それを取り除いてくれれば、義父はすぐにでも駆けつけるはずだ」

「結界器は王宮の奥の神殿にある。よし、これでおまえたちと利害は完全に一致したな。あとは迷うことはない、結界器とその鍵とやらを見つけだせばいい」

　マイドゥグリは満足そうに言う。

　ここでも魔道師のカリスマ性は高まる一方だ。

　でも、待ってよ。この人たち、沼地の魔道師がなにをやっているか知らないの？

「バトリー、どういうこと!?」

　あたしはバトリーに摑つかみかかった。みんながびっくりして振り返るけど、かまわず声を高くした。

「バトリー、あんたフェリシティが誰にどうして殺されたか言ってないの!?」

「いや、俺も言おうかなーと思ったんだけどさ。どうも説明がつかなくて端折はしよったんだ」

　頭をかきながらバトリーは答える。なんてこと、それを知らないでマイドゥグリたちは沼地の魔道師と手を組もうなんて考えているのだろうか。

「なにが説明つかないのよ！　沼地の魔道師が失われた技術のために──」

　そこまで言いかけ、あたしの口はエストに塞ふさがれてしまった。彼女の手はすぐに離れたけど、喋しやべるなと言っているのは瞭りよう然ぜんだった。あたしは小声で彼女に反論した。

「エスト、なんで……！」

「今彼らの前で、沼地の魔道師を非難するようなことを言うのは賢明ではありません」

　エストはそう答え、マイドゥグリたちを一いち瞥べつした。彼らは胡う乱ろんそうな視線であたしを見ている。沼地の魔道師に対する疑惑ではなく、あたしに対する不信を抱き始めているのだ。

　あたしは怒りをぐっとこらえた。声を大にして、「沼地の魔道師は決して正義の味方なんかじゃない、非道な奴なんだ」と彼らに言ってやりたかった。でも、そんなことをしたら、せっかくのチャンスがフイになる。我慢よ、我慢。フェリシティのためにも。

　怪け訝げんそうにマイドゥグリが、

「妹さんが──どうしただって？」

「カリルが亡くなった義妹を生き返らせようとしているのはご存知でしょう。太陽神国の失われた技術の中にそういうものがあるという噂を、アイダント・モアから聞いてきたのです。知っていますか」

　エストが代わってごまかしてくれる。マイドゥグリは釈しやく然ぜんとしない様子だったが、鼻がやたら大きい小柄な仲間に向かって、

「おいミクムク。以前おまえが言ってた遺跡の話をしてやれよ」

「なにか心当たりでもあるの？」

　あたしは意気込んで尋ねた。棚からぼた餠だわ。マイドゥグリは手を振ると、

「いや、蘇生術なんて聞いたこともねえが、太陽神国の失われた技術に関連する話ならあるんだ。大したことじゃないがな」

　ミクムクと呼ばれた男が音も立てずに出てくる。彼はほかの人たちと比べても、より黒い肌の持ち主だった。顔には朱あかと白の入れ墨が施されていて、大きな貝殻の耳輪のせいで耳みみ朶たぶが垂れ下がっていた。マイドゥグリたちと民族が違うみたいだ。

「俺は……南の沙漠の出身……十のとき……奴ど隷れいに捕まった……ずっと……遺跡で働かされていた」

　彼はぽつりぽつりと話し始めた。この言葉に慣れていないのか、喋しやべりにくそうだ。

「その遺跡は……部族で……聖なる割れ目と……近寄ってはいけない……ダザンの軍隊が来た……掘り起こして……出てきた……白い石が……たくさん……地中に……地底湖のような……黒い石が……」

　訛なまりもきつくてよく聞き取れない。あたしたちが首を傾かしげていると、見るに見かねてマイドゥグリがミクムクを手で制した。

「もういい、俺が代わりに喋ってやる。すまん、こいつはダグダイワに来てまだ日が浅いんだ。南の沙漠の生まれでな、今まで沙漠を出たことがなかったんだ」

「ダザンはしょっちゅう他民族の国に攻めいって、奴隷を確保しているんですね」

　エストの言葉にマイドゥグリは頷うなずく。そんなことを話していたのかもあたしには分からなかった。マイドゥグリは説明を続ける。

「ダザン人は自分の手ではなに一つ仕事しないからな、絶えず奴隷を必要とするんだ。ミクムクの一族もダザンに征服され、奴隷になった。以来、奴は沙漠の中にある太陽神国の遺跡の発掘現場で働かされてきたんだ」

「聖なる割れ目という遺跡ですね。そこになにがあったんです」

　話が核心へと近づく、あたしは拳を握って唾つばを吞んだ。マイドゥグリは眉まゆをひそめて、

「白い石だそうだ。割れ目は地中深くまでうがっていて、その奥には巨大な地底湖が眠っていた。このダグダイワがすっぽり入ってもまだまだ余るくらい大きな湖だった。そうミクムクは言っている。そこに満々とたたえられているのは、だが、水じゃあない。白い石だったんだ。かなり大きな丸い石が、それこそ万も億もな。足を滑すべらした奴がいて、そいつがもがけばもがくほど体は石の中に沈んでいったそうだ。深さはかなりあったらしい。一つの大きさはこんくらいだったよ」

　両手で輪を作りながら説明するマイドゥグリ。ミクムクがうっそりと首を縦に振った。その通りだと言っている。エストは首を傾げて、

「白い石──岩塩の塊かたまりかなにかですか」

「そんなもんじゃないさ。ミクムクが言うには、星の数もある石のすべてがピカピカに磨き上げられていて、月のようにまん丸だったそうだ。大きさもすべて同じだった。つまり、人の手が加わった物だということさ。しかも、軟やわらかいとも硬いともつかない材質で造られてて、本当に石かどうかも分からなかったと言う。信じられるかい。湖にたっぷりと白い石。これを作った奴らの気が知れねえ、みんなそう思ったそうだ。でも、そいつを捜し当てたとき、ダザンの将校は歓喜したそうだ。もちろんそいつはアミュールの末まつ裔えいだった。奴らは大勢の奴隷を酷こく使しして、白い石をダザンの王宮に運びこんだ。沙漠を渡るだけで何百人と死人が出た仕事だった。俺たちの仲間も大勢駆り出されたよ」

　当時のことを思いだしたのか、マイドゥグリは瞼まぶたを閉じる。

　あたしは急せきこんで先を促うながした。

「それで、その白い石はなんだったの？　それが太陽神国の失われた技術なの？」

「そんなことは分からんよ。ただ、貴族の何人かがそれを吞のんで、発狂しちまったって噂はある。石なんか吞む気がしれないがな。それから、遺跡には黒い不気味な家もあったそうだ」

「家？」

「天文台みたいな形らしいが、扉はないし窓もない。ダザンはそれも持っていこうとしたが、びくともしなかったそうだ。奴らは諦めて、黒い家は今でも沙漠に埋もれている」

　なんとも不可解な話に、あたしは顔をしかめた。太陽神国の遺跡から出土した白い石は、アミュールの末裔を喜ばせた上に発狂させ、黒い家は沙漠の中で永遠に眠っている。

　一体なんだろう。

「ああ、あと、王宮の地下でも発掘が行われているんだよ」

「本当？」

　意外といえば意外なマイドゥグリの言葉に、あたしは目を円くして聞き返した。彼はあたしの反応を見て少し満足そうに笑い、頷うなずく。

「本当だとも。アミュールは理由もなくこの土地に逃げこんできたわけじゃないということさ。ダザンにも太陽神国のお宝は眠っている。鬼が出るか蛇じやが出るかといった感じだが」

　そう言うと、ずいとマイドゥグリは膝を進めた。

「問題はそこだ。こんな土地柄だからな、どこを掘っても地下水が溢あふれ出てくる。王宮の地下も例外じゃねえ。毎日大量の湧わき水が捨てられるが、その排水設備を使うってのはどうだ」

「王子、泳げますか」

　すかさずエストがジュノーに尋ねる。彼は顔を真っ赤にして、憤ふん然ぜんと、

「私をばかにするのかっ」

「確認したまでです。分かりました、マイドゥグリ。その案で行きましょう」

　王子の憤いきどおりなど一言で片づけて、エストはマイドゥグリに応えた。

　エストのジュノーに対する態度の冷淡さは、なんだか見ているこっちの方が可哀かわいそうになってくる。一体エストはジュノーをどう考えているのかしら。「力なし」である以上、王位に就けない王子。義理で面倒を見ているとしか思えない。

　エストの返事を聞いてマイドゥグリも満足そうに頷うなずいたけど、ちょっと顔をしかめて、

「しかし、この排水設備がちと難関でな。水路は魔物の巣そう窟くつになっていて、さらにアミュールの血にしか反応しない門がついている。まあ、門の方はお嬢ちゃんがいるから問題ないと思うが」

「棒を用意してくれよ」

　今までおとなしく話を聞いていたバトリーが、ぱっと体を起こして言った。その目がきらきらと輝いている。あたしは訝いぶかって、

「バトリー、ちゃんと話聞いてたの？」

「カリルたちが聞いててくれたんだろ。さあて、俺の腕の見せどころが来た来たっ」

　喜々とバトリーはほざく。こ、こいつ、難しい話は端折はしよって、戦うことに専念するつもりだわ。あたしは今更ながら頭が痛くなった。沼地の魔道師の非道の説明がつかなかったのも分かる気がする。バトリーにとって原因や理由は大した問題じゃないんだもの。

「魔物なんか痛くも痒かゆくもないさ。なんでも来いだっ」

　心から楽しそうにバトリーは言う。マイドゥグリたちは呆あきれていたけど、ファルファストじいさんはふあふあと息の抜けた笑いを立てた。

「豪気だの、若いの。まるで息子の若いころを見てるみたいだ」

「親父、それはないぜ。俺はこんなに血の気は多くなかったぞ」

　マイドゥグリが父親に反論する。みんなはゲラゲラ笑ったけど、当のバトリーはなにがおかしいのか分からない様子で、きょとんとしていた。




　二日後の未明、あたしたちを導くマイドゥグリの弟という青年が宿にやってきた。

「なんで朝方なの？　忍びこむなら夜が常じよう套とうじゃない」

「ダザンでは人が活発になるのは日が沈んでからです。暑い日中は注意が散さん漫まんになっていますからね」

　あたしの疑問にエストがさらりと答えた。なるほど、ところ変わればやり方も変わるってことだ。きっとダザンには白はく昼ちゆう夢むとか白昼泥棒とかいう言葉はないに違いない。

「ぼくの名はゼファンダケグといいます。大した戦力にはなりませんけど、よろしく」

「ゼファ……ダケ？」

　あたしは顔をしかめた。どうしてダザン人の名前は長くて発音が面倒くさいんだろう。自分でも分かっているらしく、彼は苦笑すると、

「ゼファンダケグ。どうぞ、みなさんの呼びやすいように呼んでください」

「じゃ、ゼーグだな。よろしくな」

　バトリーの一言で、あたしたちは彼をゼーグと呼ぶことになった。

　彼はマイドゥグリとあまり似ていなかった。兄貴は鍛きたえられた体（ちゃんと肉がついているとも言う）の持ち主だったけど、弟はそこらにいる奴ど隷れいと同じで、風が吹けば倒れてしまいそうに貧弱な青年だった。でも、大きな目の愛敬ある顔立ちで、はきはきと元気よく喋しやべった。聞けばあたしと三つしか違わない。言葉の節々から兄に対する尊敬と崇拝の念が窺うかがえた。

「排水口は浜の近くにあります。遺跡の発掘は昼夜問わず行われていますが、交代の時間だけ排水量は少なくなります。その隙を計っていきますが、時間を無駄にすると排水が再び始まり、満水状態になってしまいます。水路は長いです。そうですね、水が来る前に水路の四分の三は進んでなくてはなりません。そう思っていてください」

　ゼーグは図を描きながら説明する。力仕事は無理そうだけど、彼は頭脳専門なんだわ。

　バトリーが珍しく真剣に聞いていると思ったら、

「水路は狭いのか？」

「そうでもありません。天井は低いですけど、魔物が棲すみつけるほどには余裕があります」

　そう言ってゼーグは笑う。バトリーもにやりと笑った。やっぱり、戦うことばかり。あまり焚たきつけると大ポカをやらかすわよ、この男は。あとで注意しておこう。

「王子、これを」

　エストがジュノーに細身の剣を渡す。王子の剣は、華きや奢しやな少年には不釣り合いに大きく、剣を振るっても反対に自分が振り回されてしまうありさまだった。それでもジュノーは見み栄えと意地で持ち歩いていたけど、今回はそんなことも言ってられないと悟ったらしく、すなおに剣を受け取る。

　あたしはなにも持たなかった。できるだけ身軽でいようと思った。あたしに必要なのは体力だから。

「よしっ、行くわよ」

　気合いを入れてあたしは立ち上がった。
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　水路は洞どう窟くつのようだった。思っていた以上に広い。今は足元をちょろちょろ水が流れているだけだけど、しばらくすれば満水になってしまうなんて信じられなかった。そんなにどこから水が出てくるというのだろう。沙漠に育ったあたしには考えられない。

　水路の入り口が西を向いているので、日が差しこまず、中は暗闇に閉ざされていた。あたしはスィバで井戸に潜ったときを思いだしたが、今回は人間が多いのでさほど怖いとは感じない。むしろ、わくわくしている気分でさえあるのだ。

「どんな魔物が出てくるのかしらね。ちょっと楽しみだわ」

「楽しみなら俺の服を摑つかむのやめてくれないか。歩きにくいよ」

　あたしの言葉に憮ぶ然ぜんとバトリーが言う。だって怖いものは怖いんだもん！

　ゼーグを先頭に、エストレディータ、ジュノー、あたし、バトリーの順で水路を進む。ランプの灯はほんの数メートル先しか照らさず、通路はいつ果てるとも分からなかった。

　水滴が天井のあちこちから滴したたり落ちる。壁は粘土かなにかで固めてあるみたい。湿気がこもって蒸し暑いと思っていたけど、けっこうひんやりとして涼しかった。水が空気を冷やしているのかしら。

「うわっ！」

　突然ジュノーが悲鳴を上げ、足を滑すべらして転倒した。すぐうしろを歩いていたあたしも、巻き添えを食ってすっ転ぶ。したたかお尻を打ったあたしは怒鳴りつけた。

「もう、しっかり歩きなさいよお！」

「足場が悪くて滑りやすいのだ、しかたないであろう！」

　負けじと大声で喚わめくジュノー。断じて謝ろうという気はないらしい。これだからお坊ちゃん育ちっていうのはっ。

　あたしはもっと言ってやろうと思ったが、エストに遮さえぎられてしまった。

「大声を出さないように。二人とも、私たちが今なにをしているのか忘れていませんか」

「あ、ごめん」

　そう言えば人の家に忍びこむ途中だったっけ。あたしは謝りながら立ち上がろうとし、地面についた手が滑って再び転んでしまった。

「うわあ、ぬるぬるするう」

　慌あわてて手を振る。水を覗のぞきこんでみると、青黒い苔こけみたいなものが岩肌一面にこびりついていた。ぬるぬるとして、海草のようだ。なんか気持ち悪い。

「海の苔りですよ。すりつぶして食べるとおいしいんです」

　ゼーグがそう言ってランプを近づけてくれる。しげしげと見たいものでもないけど、隣でバトリーが屈みこんで、なにやら海苔を調べ始めた。味見でもするのかと思いきや、

「見ろよ、なにかがお食事していったみたいだぜ」

　にやにや笑いながら自分が調べていたところを指す。嫌な予感がしながら見てみると、明らかに嚙かみちぎられた跡が残っていた。奇妙な歯形だ。鋭い犬歯が一列に並んでいる。

「……うさぎ馬か牛でも出入りしているの？」

「いるとしたら牛の化け物だろうな。肉食のろばとか」

　実に楽しそうにバトリーは答える。冗談だったのに。しくしく。

「早く行きましょう。時間がもったいない」

　ゼーグに促うながされて、あたしたちは先に進んだ。なにかがいる。鋭い牙を持ったなにかが。魔物の存在が確実なものとなってから、あたしたちはいっそう警戒して進んだ。自分の立てる水音にもびくびくしてしまう。

　長い長い水路。静まり返っているのが逆に恐怖を募らせる。

　足元をすくわれないよう、物音を立てないよう、細心の注意と警戒を周囲に向けて歩いた。あたしたちが跳ね上げる水音が、虚ろな水路に響きわたる。

　バトリーの足が止まった。あたしは振り返り、

「どうしたの？」

「しっ」

　手で制され、慌あわてて口をつぐむ。彼は槍やりを反転させて持ちかえると、いきなり足元の水たまりを突き刺した。

　声にならない悲鳴が耳をつんざき、ばしゃばしゃと水しぶきが派手に上がる。

「な、なにを捕まえたの？　魚？」

　あたしはおそるおそる尋ねた。でも、魚のわけがない。こんなに水しぶきを上げる大きな魚が住めるほど、ここの水位は高くない。せいぜい深いところで脹ふくら脛はぎていどだ。

　ふっと水が暴れるのをやめた。数秒後、遠くの方でぴちゃぴちゃとなにかが走り去る音がする。バトリーはにやりと笑って、槍先を持ち上げた。なにかがついている。ゼーグがおそるおそる灯を近づけると、それは青黒い鱗うろこに覆おおわれた、だが、どう見ても人間の手だった。

「きゃっ！」「うわっ！」

　あたしと王子が同時に悲鳴を上げ、互いに飛びついた。肘ひじからすっぱり切れているが、槍は掌てのひらを貫いたままだ。敵は自ら二の腕を切り放したのだ。蜥蜴とかげの尻尾切りだわ。

　エストが近寄って手を伸ばす。途端、腕はびちびちと大きく跳ね、六本の指が彼女に摑つかみかかろうとした。

「エスト、危ないわよっ」

　でも、彼女は慌てず、悠ゆう然ぜんとそれをよけた。そして、ゼーグに尋ねるには、

「魚人がいるみたいですね」

「はい。魚人伝説は古くからダグダイワに伝わっています。本物を見たのは初めてですが」

　ゼーグも目をみはって魔物の腕を凝ぎよう視ししたまま答える。

　魚人？　あたしは怖いもの見たさで、首を伸ばしてそれを見た。ランプの光を反射して、きらきらと輝く青銀の鱗。鰹かつおか飛び魚みたい。

「どうして泥にならないのかしら」

「本体がまだ生きているからでしょう──静かに」

　今度はエストがそれに気づいた。びくん、と体が緊張する。今度はなに？

　あたしたちは耳を澄ました。

　ぴちゃん。

　遠くで水音がした。ぴちゃん。今度はもっと近くで。ぴちゃん、ぴちゃん。数が増えてくる。あたしたちは顔を見合わせた。

「どうやら仲間を連れて復ふく讐しゆうに来たらしいですね」

　そう言いながらエストが剣を両手で握り直した。バトリーも頷うなずくと、あたしとジュノー、ゼーグに向かって、

「おまえたちは先に行ってな」

「わ、私は……！」

　自分も剣を抜こうとしていた王子がなにか文句を言おうとした。けど、その前にあたしが彼の首根っこを摑つかんでその場から離れる。

「こっ、こら、なにをする！」

「あたしたちは邪魔なの、それくらいも分からないの？　さっさと行くわよ。ゼーグっ」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　ゼーグは予備の松明に火をつけると、壁のでっぱりに凹型の針で固定した。そして、あたしたちと一緒に走りだす。振り向くと、暗闇にその辺りだけが浮かび上がっていた。

　すぐに派手な水しぶきと、バトリーの相変わらず楽しそうな気合いが聞こえてきた。始まったんだわ。あたしたちの速度も必然と速くなる。ジュノーはむっと口を尖とがらせて、せめて面めん目もくを保ちたいらしく先頭を切って走った。

　狭い水路に響きわたっていた乱闘の音も遠くなり、あたしたちの歩調も乱れてくる。ゼーグが何度も振り返って、

「大丈夫でしょうか、あの二人は」

「あの二人なら大丈夫よ。問題はこっち」

　あたしは目でジュノーを示した。ジュノーはもう息が上がって、ひどく苦しそうに顔を歪ゆがめている。

「しかたないわ、ここから歩いた方がよさそうね」

「わ、私はっ、ま、まだ、はし、れるっ」

「あの二人とあまり離れるのも困るのよ。ここで魔物に襲われたらおしまいなんだから」

　あたしはつっけんどんに言い返した。これにはジュノーも押し黙るしかなかった。なんたって、ゼーグがどのくらい戦えるか知らないけど、一番の戦力はあたしなのだ。しかも、一発きりの。

　あたしたちは走るのをやめて歩きだした。

　どうにか力を制せい御ぎよしなくちゃあ。いくら威い力りよくがあったって、一発きりでスタミナ切れではお話にならない。でも、どうやって制御するの？

　あたしは前を仏ぶつ頂ちよう面づらで歩くジュノーを見た。第三の力のことを知っているのは、とりあえず彼しかいない。しかたがない。あたしは気が進まないながらも王子に声をかけた。

「王子。力の加減のしかたを知ってる？」

　王子はむっとしたまま、あたしを見つめた。言いたいことが分かったらしい。

　あたしたちはお世辞にも仲がいいなんて言えなかった。けど、先日彼自身が言ったとおり、あたししか戦力はないのだ。絶対教えてくれる。確信があった。果たして、

「……二重の輪を思い浮かべるがいい。競技の的と思えばいいだろう。だが、それは漏ろう斗となのだ。漏斗の穴を通る以外の力は、漏斗の壁に跳ね返り、押し戻されてくる。無駄な力だ。そして、穴は小さく、壁は大きい。分かったな」

　ぶっきらぼうに教えてくれるジュノー。当然、あたしは首を傾げた。

「それがなんだというの？」

「要はイメージということだ。イメージが精神を明めい瞭りようなものにする。そして、精神が力を制御する。必要な分だけ放出し、あとは戻ってくる。そのイメージを具体的に表したものが漏斗なのだ。慣れれば必要な分だけを出すことができる。私はそう訓練した。あとはおまえの想像力次第だ」

　なんとなく分かったような、分からないような。ジュノーがこんな妙ちきりんな噓をつけるとも思えないけど。

「漏斗、ねえ」

　ともかく、あたしは漏ろう斗とをイメージする練習をすることにした。漏斗。油売りの漏斗ぐらいしか思い浮かばない。ラッパというのはどうかしら。ああ、だめだわ。反対だもの、流れっぱなしになっちゃう。

　前方の闇が、がさっと揺れた。あたしたちは立ちすくむ。なにかいる！

「な、なに？　また魚人間？」

「隠れていろっ」

　王子は健けな気げにもあたしたちを背に隠して、危なっかしい手つきで剣を構えた。

　カチカチ。硬いものと硬いものがぶつかる音。あたしは息を吞のんだ。近づいてくる気配がする。かなり大きい。

　そして、のっそりとランプの光の中に入ってきたのは、巨大な潮まねきだった。

「か……かに？」

　あまりの巨大さに呆ぼう然ぜんとするジュノー。甲こう羅らは水路の大部分を塞ふさぐほど大きく、右のはさみはあたしの身長と同じくらいあった。それがカチカチ不気味に鳴っているのだ。

　飛び出した目がぎょろりとあたしたちを見おろした。

「う、うわああっ！」

　気合いなんだか悲鳴なんだか分からない声を上げて、ジュノーが蟹に突っ込んでいく。

　しゅっと風を切る音がした。すぐに、

「うわ!?　剣が！」

　ジュノーの声が驚きよう愕がくに変わった。見ると、彼の手から剣が消えている。かわりに潮まねきが器用にはさみで剣を挟んでいた。ぱきん、とあっけなく刃は折れる。

　カチカチと蟹ははさみを鳴らした。まるで無力なあたしたちを嘲あざ笑わらっているようだ。

「蟹に剣なんか役立ちませんよ！」

　ゼーグが恐怖に引きつった声を上げた。王子も武器を失い、蒼そう白はくになっておろおろしている。もうっ、蟹にばかにされて悔しくないのっ。

「な、なによ、若い男が二人してびくびく震えてっ。どいて！」

　あたしは二人を押し退けると、仁王立ちになって掌を蟹に向けた。

　意識を集中させる。

　漏斗よ。漏斗。二重円を思い浮かべるの。絞しぼる。力を絞る。大丈夫、うまくやれる。偉大なる戦いの神よ、お導きを。熱が掌に集まってくる。力がみなぎる。

　いきなりあたしは誰かに突き飛ばされた。べちゃん。泥水の中に顔から突っ込む。

「だっ、誰よ！」

　人がやる気になっているというのにこの仕打ち！　憤ふん慨がいして顔を上げてみれば、バトリーが潮まねきに向かって飛び蹴りしているところだった。こいつはあ！

　ばきいっ、と派手な音がして、信じられないことに蟹の腹が割れた。バトリーの足がめり込む。

「ええーっ!?」

　あたしたち三人は仰ぎよう天てんして声を上げた。そんなばかな！

　蹴られた勢いで蟹はひっくり返った。ものすごい地響きがする。バトリーは間髪を入れず蟹の腹に蹴りを入れた。いや、蹴りというより、踏みつけている。げしげしと。

「おいっ、おまえたちも手伝えよ」

　バトリーの呼び声に、ぽかんとしていたあたしたちは慌あわてて戦いに参加した。仰あお向むけになった蟹の腹によじ登り、割れ目の辺りから手当たり次第げしげしと踏み砕くだいていく。

　これは戦いというのだろうか？　あたしは釈しやく然ぜんとしないながら、それでも鬱うつ憤ぷんばらしとばかりに蟹を踏みつけた。ばりばりと音がする。巨大な片手がはさみを動かしたけど、仰向けでは敵もなにもできなかった。

　割れ目から中味が流れ出る。これが食べられたらいいのに。そんなことを考えながら夢中で踏んでいたら、急に抵抗感がなくなった。勢いあまって前にのめりこむ。べちゃ。あたしは再び泥の中に顔を突っ込んでしまった。ううっ、泥に戻るなら戻ると言ってよ！

「これはこれは、豪快な戦いでしたね」

　いつのまに追いついたのか、泥山の下からエストが笑う。あたしは泥まみれの顔を拭いながら、

「ひどい話だわ。あたしがせっかくやる気になってたのに」

「カリルは力を温存しておけ。どうせ俺たちじゃどうにもならん敵がいるんだからな」

　山の頂上で反省のはの字もない態度でバトリーが言う。あたしが言いたいのはそういうことじゃないっ。うら若き乙女を突き飛ばして、泥の味見をさせるなんて。地上に戻ったら覚えてなさいよ！

　潮まねきとのやたら体力と気力を消費させる戦いで、あたしたちはどっと疲れてしまった。ジュノーは剣を折られて意気消沈しているし、ゼーグも頭が痛そうだ。エストは相変わらず平然としてよく分からないけど、元気なのはバトリー一人きりだった。

　足どりも重く、あたしたちは水路を進んだ。水位はわずかずつだが、確実に上がっている。深みにはまって王子が三回溺おぼれかけた。あたしはといえば、足並みが乱れるたびにバトリーにせっつかれていた。今に見てなさいよっ、と拳を握るあたしの目に、怪け我がをしたらしい左腕が映る。

「バトリー、腕から血が出てる」

「おお？　気がつかなかったな」

　当人はのんびり眺ながめて言うが、けっこう深そうな傷である。魚人との戦いで咬かみつかれたみたいで、くっきりと穴が空いていた。

「もう、自分の体くらい気遣いなさいよ」

「舐なめときゃ治るって」

　あたしは上着の裾を破って、当て布をしてやった。まったく誰かが気遣ってやらなくちゃあ、戦い以外のことには無む頓とん着ちやくなんだから。王宮で生き倒れていたわけが分かるわ。

「ん？」

　ゼーグが足を止めた。耳に手を当てて奥をじっと窺うかがう。あたしたちも彼に倣ならってみた。

　前方に続く光の届かない暗がりから、きゅるきゅるきゅるきゅる、と小さな音が聞こえてくる。まるで大勢の小鳥がさえずっているようだ。あたしと同感だったらしく、ジュノーが怪け訝げんそうに、

「鳥、か？」

「なんでこんな水路に鳥がいるのよ」

　あたしは憮ぶ然ぜんと言い返した。無論、自分もそう思っていたなどとおくびにも出さない。

「なんにせよ、大勢いるようですねえ。どうします？」

　不安そうにゼーグがエストに指示を仰あおぐ。彼女は碧の双そう眸ぼうでじっと奥を凝視したが、

「行きましょう。相手を見きわめないうちに背を見せることはありません」

　彼女の一言で、再びあたしたちは歩き始めた。音はだんだん大きく、やかましくなっていく。きゅるきゅる、ぎゅるぎゅる。近づくにつれ、それは鳴き声というより、なにかつるつるしたものが擦こすれあう音だということに気がついた。

　これは、なに？

　おっかなびっくりで歩くあたしの靴の下で、ぎゅるっ、という音とともに異様な感触が伝わってきた。

「ひっ」

　なにか、硬くて中は軟らかいものを、踏みつぶした。踏みつぶしちゃったあ！

　そおーっと、そおーっと、足元を見る。顔が歪ゆがんでいるのが自分でも分かった。ある程度見当はつくけど、見たくない、でも、確かめたい、矛盾した思いが顔を歪めさせる。

　それは、やっぱり百足むかでだった。中味が水の中に溶け出している。腹から潰してしまった。泥にならないところを見ると、これは魔物ではなく本物の百足みたい。

「ううっ」

　誰かが呻うめいた。先頭を行くゼーグだ。彼の持つランプが高く上げられる。

　数え切れないほどの百足が、壁から天井からびっしり覆おおい尽くしている。ぎゅるぎゅるという音は、百足が互いに擦れあって立てる音だったのだ。

　わさわさと蠢うごめく百足の大群。気分が悪くなってくる。ゼーグが嫌悪もあらわに、

「咬かまれないよう気をつけてください。こいつら毒を持ってますから。大した毒じゃないですが、大量に咬まれると危険ですよ」

「露ろ出しゆつしてるところはなにかで覆った方がいいな。そーっと行くんだ。大丈夫、人間みたいなでかい相手は襲ってこない。こっちから触れないようにすればいいんだ」

　一人だけけろりとした顔で助言するのはバトリー。平気な顔でいられるのが不思議なくらいだ。気持ち悪くてあたしは鳥肌が立ってきた。

　あたしたちは身を縮こませ、そーっとそーっと先を進んだ。革靴の底を通して伝わってくる、硬いものを潰したあとの軟らかい感触。それを想像するだけで、口の中が酸すっぱくなってくる。なるべく壁を見ないよう、見ないよう、進む。

　百足のトンネルは行けども行けども続いていた。あたしは泣き出しそうになりながら、

「……ねえ、だんだん数増えているみたいなんだけど」

　誰も答えてくれなかった。答えたくないと言った方が正しいかもしれない。

　始めは手を伸ばしても届かなかった天井が、次第に低くなり、腰を屈かがめなくてはならなくなってしまった。鉄管に錆さびがこびりつくように、百足の壁が厚くなっていく。足元もやけにふかふかした感触で、固いものが当たらない。百足を潰さなくなったのはいいけど、緩衝が効くくらい百足が積もっているの？　考えるだけで寒気がしてくる。

「ああ……」

　ゼーグのため息をつく音がやけに大きく聞こえた。行く手が塞ふさがっていた。しかも、百足が蠢く壁によって。

　バトリーが進み出て、槍を突き刺してみた。がちがちと百足にぶつかりながら、かなり奥深くまで入ってしまう。彼は無言で引き抜いた。かなり壁は厚いみたいだ。

「もう少しだと思うんですがねえ」

　ゼーグがため息をつきながら言う。さしものバトリーも強行突破しようなどとは言いださなかった。百足をかき分けていくなんて、ぞっとしない。

　あたしたちが頭を突き合わせている間も、百足はどんどん数を増やしていった。頭の上が重く感じる。密閉感。ジュノーはどことなく息苦しそうだ。ランプの炎も元気がない。エストも判断を迷っている様よう子すで、じっと立ちはだかる壁を見つめていた。

　ここはあたしが一発決めてやらなきゃならないかしら。あたしは自分の掌を見つめた。そういえば、マハ将軍たちは掌に文様を入れていたわよね。あたしも二重円を描いておこうかしら。いつでも漏ろう斗とを思い出せるように。

「ねえ、あたしの力で一いつ掃そうしようか？　このままじゃ埒が……」

　そう言いかけ、あたしは口をつぐんだ。バトリーの顔つきが変わっている。なにか変化があったんだわ。

　あたしは目を凝らし、耳を澄ました。百足が擦れ合うきゅるきゅるという音が大きくなっている。小刻みに震えているだけの壁が蠢きだし、足元が大きくうねった。百足がいっせいに動きだしたのだ。

「うわっ？　な、なんだ、これは」

　ジュノーがエストにしがみついて喚わめく。どうしたことか、百足たちは何万、何億という足を忙しく動かして、ぎゅるぎゅると退き始めたのだ。見る間に壁が崩れていく。

「水だ！」

　バトリーは短く叫ぶと、槍を振り回して強引に壁を崩した。あっさり穴が空く。

「水って、排水が始まったの!?」

　穴が通じた途端、ざざざーっ、と勢いよく水の流れる音が遠くから聞こえてきた。あたしは自分の顔から血の気が引くのが分かった。まだ門に辿たどりついていないのに。

「大丈夫です！　一気に水は来ません、満水になるまで時間がかかります、早く！」

　ゼーグにどやしつけられて、あたしは我に返った。エストがすぐさまジュノーの手を引っ張って走り出す。それに突き動かされ、あたしも走り出した。

「来た！」

　最初の流れが足元に押し寄せる。冷たい。水位は一気に膝ひざまで達した。鉄砲水が来ると予想していたあたしは、緩やかな流れに拍子抜けしたが、ぐずぐずしていられない。

　逃げきれなかった百足が水面を埋めつくし、海へ海へと流されていく。あたしたちは水をかき分け、百足をかき分け、進んだ。足が重い。確実に増水していく川。早く。早く！

　水が胸まで来て泳いだ方が楽になるころ、前方に天井から光が洩もれているのが見えた。

「光!?」

　叫んだ途端、何度目かの急激な増水を伴ともなう波に襲われる。あたしは顔半分が水に浸かった。駄目だわ、泳ごう。こうなったら、あれが門と信じるしかない。

　漕こぎだした手になにか大きなものが当たった。そのまま流されていく。なにかしら。

「王子！」

　エストが叫んだ。えっ、今のジュノーだったの!?　仰ぎよう天てんするあたしの側を巨大な魚みたいなものが通る。エストだわ。溺おぼれた王子を助けにいったのだ。手伝いたいけど、下手をするとこっちが溺れかねない。泳ぎはあまり得意じゃない。

　あたしはがむしゃらに泳いだ。えらく時間がかかった気がした。手がうまく上がらなくなったころ、ようやく光の真下にたどり着いた。天井が空いている。

　襟えり首くびを摑つかまれ、あたしの体は引き上げられた。バトリーだった。

　そこは今まで歩いていた水路の二階に当たる場所だった。四方から水が大量に集められ、いっぺんに水路に落とされている。あたしはぜいぜいと息を切らしながら、

「は、速いじゃない」

「俺に勝とうなんて十年早いさあ。ようやくゴールだな」

　にかっとバトリーが笑う。まったく、憎めない笑顔だわ。踏みつけられたのを帳消しにしてあげるわよ。

　すぐにゼーグが水面から顔を出した。彼もあまり泳ぎが得意ではなかったみたい。あたしたちは彼を引き上げ、そして、流されていった二人を待った。

　水路が満水になる。二人はまだ現れない。まさか百足と一緒に海まで流されちゃったんじゃあないでしょうねと、焦あせりだしたところで、ようやく二つの頭が浮いてきた。

「エスト、無事だったのね」

「伊だ達てに水の王国の住人ではありませんから」

　意識を失っているジュノーを押し上げながら、エストが答える。疲ひ労ろうの色が濃いものの、それだけ切り返す余裕があれば大丈夫ね。あたしはほっと胸を撫なでおろした。
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　門は開かなかった。鉄柵には太陽を象かたどった紋章が付いていたけど、アミュールの血に反応するという門は、しかしながらあたしをかたくなに拒きよ絶ぜつした。

　あたしはじっと自分の掌てのひらを見つめながら、

「……やっぱり、血が薄うすすぎたのかしら」

　そう呟いてみるが、内心では信じられなかった。ばかにされた気分だった。

「偽にせ物ものかもしれません。一応、王子も試ためしてください」

　エストが自分も試してみてから（反応しなかった）、王子に向かって言う。私情を挟まない、事務的な口調だ。エルヴィラ王家の名前を捨てたジュノーは、当然憤いきどおって、

「だ、誰がそんなことをするものか！　私はアミュールではない！」

「あなたの体にはアミュールの血が流れている。それは厳げん然ぜんたる事実です。それとも、事実を曲げなければならないほど、あなたの名を捨てるという決心は脆もろいものなのですか」

　まったく感情の起き伏ふくを見せずに言い返すエスト。ジュノーはさっと頰を紅こう潮ちようさせた。悔しそうに彼女を睨にらみつけたものの、反論の言葉が見つからないようで、王子は顔を歪ゆがめたままプレートに手を当てる。

　カチン、と音がして、錆さびついたきしみを上げながら門は開いた。やっぱり本家本元の力は違うのね。あたしは開いた門を憮ぶ然ぜんと眺ながめた。ジュノーは当てがった手を固く握り、唇を嚙かみしめてうつむいている。無理もない、「軽けい蔑べつす」べきアミュールの仲間であることを、こうもまざまざと自覚させられたのだから。

　でも、これが現実よ、王子。あたしがそれでもアミュールの末まつ裔えいであるように。

　門から少し進むと、広い空間に出た。巨大な地下洞窟、発掘現場だ。

　マイドゥグリが手配してくれた内部の仲間が、あたしたちを石盤に隠して王宮につながる階段まで連れていってくれた。発掘作業を行っている奴ど隷れいたちは気づかないふりをしていた。みんな仲間なのだ。あたしは感心して、

「よく連絡がとれたわね」

「それゃあ、兄は顔が広いですから」

　得意げにゼーグが答えたものだ。

　階段を上り、王宮へと出る。目指すは王宮の最深部にある神殿だ。といっても、太陽の神殿が地下にあるはずがなく、あたしたちは発掘現場から居住区を通って神殿に行く羽目になった。幸い、やたら奴隷の数は多いけど衛兵の数は少なくて、簡単といえば簡単に進めた。まあ、どんな相手でも魔物よりはましだろう。

　部屋から部屋を渡りながら進む。

「……ねえ、スーリエの宮殿に比べたら見張りの数がやけに少ないわね」

　あたしは不安になりながらバトリーに言った。彼もそのことには気づいていたらしく、

「うーん、油断してるのかな？　それとも、自分たちの力を過か信しんしてるんじゃないの」

「ありえそうなことね」

　あたしはマハ将軍を思い出しながら頷うなずいた。

　そのとき、遠くから悲鳴が飛んできて、あたしたちは立ち止まった。

「なにかしら」

「かなり遠くから聞こえたようですね」

　エストが答える。あたしは耳を澄ましてみた。男と女の、複数の悲鳴。同時に派手な水音。妙な雄お叫たけびが聞こえるのは気のせいかしら。それから、ざわめき。笑い声。談だん笑しよう。陽気な歌声。行き交かう足音──こっちに来る！

　慌あわててあたしたちは柱の陰に隠れた。すぐに裾すそを引きずった女たちが壺つぼや空からの皿を抱えてやってくる。どうやらこの先で饗きよう宴えんが行われているらしい。でも、なぜ悲鳴が？

「悪趣味な宴会をやってるようだな」

　女官たちが通り過ぎてから、バトリーが肩をすくめて言った。悪趣味な宴会とはどんなものだろう。あたしはスーリエでの披ひ露ろう宴えんを思い出した。宴なんてどれもこれも悪趣味だわ。エストが女たちの来た方をじっと見つめながら、

「人が多くいるみたいです。危険です、迂う回かいしましょう」

「私は調べに行きます。それが仕事ですから。みなさんはお先にどうぞ」

　そう言ったのはゼーグだった。ああ、そうね、彼は奴ど隷れいを解放するためについてきたのだもの。おそらく、あの悲鳴は奴隷のものだ。となれば、なにが行われているか確認しなければならない。エストもあっさり意見を変えた。

「では、一緒に行きましょう。ばらばらになると罠にはまる可能性が高くなります」

　あたしたちは細心の注意を払いながら饗宴に近づいたが、それがあまり意味のないことに気づいたのは、広間に着いてからだった。みんな酔っぱらっていて、知らない顔が紛まぎれこんでいても反応する様よう子すがない。働く者は忙しくてかまってなんかいられない。

　広間は宴えんもたけなわだった。そっと緞どん帳ちようから覗のぞきこむ。

　つん、と酒の匂においが鼻についた。そこにすえた匂いが混じり、あたしは吐き気を催もよおす。もう悲鳴は聞こえなかった。

「あれが国王マヌクチュです」

　ゼーグが声を押し殺し、部屋のいちばん奥を指した。

　そこには見目麗うるわしい女たちが全裸で、鎖くさりで首をつながれながらはべっていた。黒い肌の女もいれば、金髪の少女もいる。よく見れば、女と見まがう美しい少年までいた。みんな妖しい微笑を浮かべ、どこかイッちゃっているような表情だ。

　そして、彼女たちが囲む玉座に座る者こそ、この呪のろわれた王国のあるじマヌクチュに違いなかった。

　王は醜みにくかった。沼地の魔道師を見たときもそう思ったけど、こっちの方がだんぜん醜かった。醜しゆう悪あくだった。彼はこの世の人間とは思えないほど太っていたのである。

「あ、あれ……人間？」

　あたしは愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

　太っていることは美徳である──そうは言うけど、ものには限度というものがある。あまりに異常な存在に、あたしは呆ぼう然ぜんとそれに見入った。

　王は人間の形をしていなかった。玉座だってかなり大きいのに、それに入りきらず肉がこぼれ出しているのだ。しかも、胸の肉が。頭だって人の二倍はあり、頰と顎から垂れ下がった肉はまるで襟えり巻まきのように見える。普通頭のてっぺんに肉はつかないはずなのに、椅子に押しつけられた後頭部から肉の花が咲いていた。ぶよぶよした腕はあたしの胴よりも太く、突き出た腹は牛を三頭も重ねたようだ。肉が溢あふれ出した。そんな印象だった。

　なんて醜悪なの、ダザン王。顔さえ肉に押しつぶされて判然としない。ねちっこい瞳が見えるきりだ。この肉塊の前では容よう貌ぼうなんて意味をなさない。

　まったく自分では動かない。手を上げることさえ人にさせる。食べ続け、吞み続け、自分ではなに一つしてこなかった人間の末路の姿がこれだ。あたしは吐き気がしてきた。こんなの、人間じゃない。

　よく見れば、池の周囲で饗宴を楽しんでいる貴族たちも、一様にぶくぶく太っている。国王を含めて、みな肌が白かった。ゼーグたちとは基本的に種族が違うせいもあるが、日に当たっていない証拠だ。これがアミュールの末まつ裔えいの姿なのだ。自分たちより強い者はないと豪語する、愚か者の姿。第三の力さえなかったら鼠ねずみにも負けるに違いない存在。

「……こんな奴らのために、なぜ多くの能力者が泣かなければならないのだ。なぜ、アミュールでなく第三の力を持っているというだけで、赤ん坊さえ殺されなければならない。信じられない。こんな奴らのために、なぜ。なぜ！」

　声こそ抑おさえていたが、ジュノーは拳を握りしめ、呻うめくように呟つぶやいた。激しい怒りがびんびんと伝わってくる。いつもは反発しあうあたしたちだけど、これだけは同じ意見だった。

「いやああーっ！」

　鋭い悲鳴が上がって、あたしたちは振り向いた。衛兵に連れられて、五人の若い男女が現れる。彼らは次々と池に落とされた。黒人が三人、白人が一人、中途半端な肌色が一人。みな瘦やせこけている。隣でゼーグが身を乗りだした。

「なにが始まるんだ……」

　壁がごろんと開いた。中からなにか出てくる。あたしは目をみはった。

　それは鰐わにとも虎とも熊ともつかない、全身が鋭く尖った鱗うろこで覆われた、黒カビ色の魔物だった。爬は虫ちゆう類るいの目がぎょろぎょろと動く。こいつも泥から造られた魔物だわ。

　池を這はっていた魔物が人間の存在に気づいた。魔物がばっと飛び上がる。うしろ足のない体が宙でくねった。大きい！

　ぐわっと開いた巨大な口に、鋭い歯が三重になって生えていた。

「ぎゃあああ！」

　奴ど隷れい女の口から絶叫がほとばしった。魔物の牙に下半身が食いちぎられ、内臓が水の中にぶちまけられた。がりがりと骨を砕く音が広間に響く。一瞬のことだった。

「ひっ！」

　ジュノーが顔面蒼そう白はくになって上うわ擦ずった悲鳴を上げた。でも、客たちはにやにやと笑っているだけで、驚いた様よう子すも慄りつ然ぜんとした様子も、興奮した様子さえない。彼らにとってこんなこと日常茶飯事なんだわ。悪趣味な宴会とはこのことだったのだ。

　魔物は次々と餌えさに躍りかかった。血の臭いが部屋に充満する。悲鳴は途絶えることがない。あたしはさらに気分が悪くなって、このショーから目を逸そらした。

　不意に、ほおーっ、と観客から感心した声が上がった。見ると、魔物がひっくり返っていて、その周囲に水蒸気が立ち昇っている。そして、震える黒人の少女と、彼女をかばって魔物と対たい峙じする青年。彼の手は奇妙な形に組まれていて、それを魔物に向かって突き出す格好で佇たたずんでいた。まさか、第三の力!?

「能力者だ」

　バトリーが驚いたように呟つぶやく。やっぱり。あたしは怪け訝げんな面おももちで、

「能力者はこの国に入れないんじゃなかったの？」

「額面どおりじゃないだろ。こいつらが連れてきたんだし」

　能力者の青年は起きあがってくる魔物に向かって、続けて掌から生じた光の玉をぶつけた。魔物は声ではない悲鳴を上げて吹き飛ぶが、致命的な攻撃にはならない。

「駄目だわ、力が弱すぎる」

　あたしは唇を嚙かみしめた。あれならあたしの方が威い力りよくがある。普通の能力者がこんなに弱いなんて！

　客はショーに新たなスパイスが加わったことで、目を輝かせてそれに見入った。歓声や野次も上がる。でも、警戒心はまったくない。青年の第三の力が自分たちに向けられるとはみじんも考えていないようだ。

　青年はすでに肩で息をしていて、すごく苦しそうだった。ゼーグが拳を固く握りしめるが、飛び出すなんて軽はずみな行動の心配はしなかった。彼よりもバトリーや王子の方が心配だ。あたしはそっとバトリーの槍やりの端を摑つかんでおいた。

　青年が力を放つ。魔物が倒れる。すぐに復活して襲いかかる。それをまた倒す。それが何度か繰り返された。すぐに単調になり、人々の興奮も冷めてしまう。

「つまらん」

　くぐもった声が国王の口から洩もれた。なにを言っているのか明確には聞き取れなかったけど、一番に飽あきたのはこの男に違いなかった。彼は奴ど隷れいたちに手を上げさせ、なにやら聖句みたいなものをごにょごにょと呟つぶやいた。「太陽神ラー・カレディア」という言葉だけやけにはっきり聞こえた。そして、玉座に手を戻す。

　カチリ、となにかが嚙かみ合う音がした。

　瞬間、広間が白光に包まれる。

「きゃっ!?」

　とっさに手で目を覆ったけど、痛みはなかった。光はすぐに消える。

「なにが起こったの？」

　辺りを見回しても変化はない。客は光など気にせず笑っているし、魔物と青年は緊迫した対たい峙じを続けている。光が両者の動きを一瞬止めたが、すぐに彼らは戦いを再開した。青年が残り少ない気力を振り絞って力を放つ──え!?

　あたしは目をみはった。光の玉が出ない!?　青年の方も当惑して自分の掌を凝視している。何度も攻撃を試したが、第三の力は放出されなかった。彼の身になにが起こったというの？

「第三の力が無効になったのだ。ラー・カレディアの結界だ」

　ジュノーが額に汗をにじませながら呟つぶやいた。あたしたちの視線が彼に集中する。

「義父がダザンに手を出せない理由は、この結界にある。能力者の力はこの結界に吸収されてしまうのだ。その気になればダザンは国全体をこの結界で覆い尽くすこともできる。これは太陽神が残した、能力者にとってもっともおそろしい仕掛なのだ」

　まるで自分が結界に捕らわれているかのように声を震わせ、固く手を組み、ジュノーは説明した。あたしは愕がく然ぜんとした。そんな仕掛があるなんて。

「カリル、力を出せるか」

　バトリーの言葉に、あたしは自分の掌に意識を集中してみた。でも駄目だった。

「だ、駄目。気が動転して意識が集中できない」

　鼓こ動どうばかり速くなり、力のイメージが湧わいてこないのだ。

　第三の力を失った青年の末路はあっけないものだった。魔物が頭から襲いかかり、一吞みにしてしまう。驚きよう愕がくのあまり、声を上げる余裕さえなかった。身を縮めていた少女も、腸をぶちまけて食べられてしまった。なすすべがなかった。

　魔物は物足りなさそうに大きな眼球をぐるぐる回していたが、大きな尾をくねらせ、元の壁の中へ帰っていった。

　あとには血と内臓で濁にごった池の水が残った。

　弦を弾く音がして、奇妙に間ま延のびした弦楽器の音楽が始まる。奇妙な部屋。奇妙な人間。奇妙な笑み。奇妙な音楽。ああ、奇妙なものばかりで頭がおかしくなりそう。早くここから逃げ出したい。頭ががんがんしてくる。血の臭いがして、息が苦しい。助けて。

　突然、誰かがあたしの手首を摑つかんだ。ぎょっと体を浮かして、相手がバトリーだと分かって安あん堵どする。

「な、なによ、いきなり」

「いや、今にも飛び出していきそうだったから、捕まえておこうと思ってさ」

　しゃあしゃあと答えるバトリー。それはこっちのせりふよ。あたしはそう反論したかったが、喉のどがからからに乾いて舌が動かなかった。頭が重くて目眩めまいがしてくる。

「カリル、顔色が悪いぜ。おい、こんな胸くそ悪いところ、さっさとずらかろう」

　バトリーはそう言うと、あたしを抱えて広間を出てくれた。

　分かった。あたしは貧血を起こしているのだ。振り返ると、あのジュノーでさえ顔面を蒼そう白はくにしながらも、しっかりした足どりで部屋を出てくる。なんだかあたしったら、か弱い女の子になった気分。

　あたしたちは急いで饗宴から離れた。もう一秒でもそこにいたくはなかった。




　退廃した居住区とは違って、奥の建物は沈黙に包まれていた。朝だというのに中は薄暗く、硬く冷たい石の床にあたしたちの足音が響きわたる。人ひと気けもまったくなかった。

「こりゃあ巨大な物置だな」

　先頭に立ったバトリーが辺りを窺うかがいながら呟つぶやく。彼の言葉どおり、廊下に並ぶ無数の部屋に積まれているのはがらくただった。建物を飾りたてるものはなにもない。豪華な燭しよく台だいも、重々しい緞どん帳ちようも、美しい絨じゆう毯たんや置物一つさえない。むき出しの石の壁が続くきりだ。

　あたしたちは慎重に、奥へ奥へと進んだ。

「ねえ、よく我慢したわね」

　人心地付いたところで、あたしはバトリーに話しかけた。彼はなんのことか分からずきょとんとしたけれど、ああ、と頷うなずいて、

「あんな奴ら片づけても、どうせ同じような奴が椅子に座るだけだからな。あいつらはただの飾りだ。おおもとを切らなくちゃ、意味がない。そうだろ、ゼーグ」

　不意に話をふられ、すぐ後ろをうつむき加減に歩いていたゼーグが顔を上げた。驚きを隠せない表情だ。

「知ってたんですか？」

「分からないでか。あんな肉塊になにができるのさ。手腕のある人物がいなければ粛しゆく清せい隊たいは育たないし、他国の関心と恐れを買うことはできない」

　そう答えてバトリーは肩をすくめた。たしかに、この国は四王国を懐かい柔じゆうした国なのだ。

　ゼーグはため息をつくと、ぽつぽつ説明しだした。

「この国にはアミュールを奉たてまつる神殿が無数にあり、中でも太陽神の神殿は最大の勢力を持っています。その力は王宮を凌しのぐ、いえ、もともと太陽神殿は王宮の上に君くん臨りんするものなのです。それが執政権をも手にいれてしまった。この国を実質的に支配しているのは太陽神殿の神官どもです。彼らも多くはアミュールの末まつ裔えいですが、神官の家系は決して王侯貴族とは交わりません。堕落した奴らとは違います。粛清隊も神官家系から出ています」

「なるほどな、表の顔と裏の顔というわけか。でも、アミュールの末まつ裔えいっていっても大した力はないんだろ？　いちばん強い将軍は死んじまったんだし、なんとかなるだろうよ」

　まったく楽観的にバトリーは言う。はあ、とゼーグは頷いたけど、やけに歯切れが悪かった。あたしも大丈夫とは思うけど、油断は禁物だ。

「ああ」

　ふいに、すぐうしろにいたジュノーがため息をついた。

「どうしましたか、王子」

「沼地で見たものと、同じものが、ある」

　エストの問いにジュノーが苦々しげに呟く。彼の視線を追うと、例のがらくたの山にぶつかった。あたしは目をみはって、

「じゃあ、あれはみんな太陽神国の失われた技術の仕掛だというの？」

「かもしれない、というだけだ」

　むっと口を歪ゆがめてジュノーは答える。あたしは急いでがらくたに駆け寄った。

　それは石と金属を複雑に組み合わせた、大きな装置だった。ぴかぴかに磨かれているが、古さは隠しきれない。ところどころひしゃげたり、崩れたりしている。

「これは遺跡からの発掘品なんだわ……！」

　あたしは装置をあちこちいじってみた。でも、うんともすんとも言わない。

「なによ、これ。壊れてるじゃない！」

　あたしは部屋に次々と飛びこみ、がらくたを調べて回った。転生の機械はどこ。どれがなんだというの。あたしには分からない、誰か教えて。フェリシティを生き返らせる機械はどれ!?

「カリル、無駄なことです。私たちには古代機械は理解できないし、動かすこともできません。それよりも早く鍵を見つけた方が効率的です」

　背中に投げつけられたエストの言葉が、いつにも増して冷たく聞こえた。だが、正論だった。

「そ……そうね。大体、そんなすごい機械がこんながらくた同然に積み上げられているわけがないわね」

　あたしは自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、重たい足どりで部屋から出た。泣きたいのを堪こらえるので必死だった。

　発掘品はここにあるだけでも膨大な量だった。茜あかね色の石でできた円環が束になっていたり、甕かめ棺かんが何個も並んでいたり、意味もなく柱が立っていたり。あたしたちはそれらを横目にしながら、廊下を進んだ。
















「おい、おもしろいものがあるぜ」

　バトリーに手招きされて見にいくと、部屋の真ん中に巨大な白い石が五、六個、転がっていた。あたしたちは顔を見合わせ、その部屋に入った。

　あたしの胸の高さぐらいはある、白い、つるつると光る石だ。おそるおそる手を伸ばしてみると、意外と軟らかい感触が伝わってきた。くらげみたいな感触だ。これがミクムクの言っていた、沙漠で発見された石？

「あちこちの遺跡から発掘品を集めているみたいですね」

「おおかた使えるものがあったら使う気でいるんだろ。国が傾き始めたとき、お偉方がすがるもんは信仰か昔の栄光と決まってるもんだ」

　エストの言葉にバトリーが応える。あたしはじっと、石ともなにともつかないモノを凝視した。アミュールはこんなものでなにをしようとしたのかしら。「太陽神国の技術は分からないことが多い」。多いどころか、全くちんぷんかんぷんよ。お願い、フェリシティを生き返らせる魔法があるなら、早くあたしに教えて。あの子を助けて。

　びくん、と耳の裏が緊張した。反射的に振り返る。

　ほぼ同時にエストが跳ちよう躍やくした。影が飛び上がり、剣を振りかざす。違う、爪だわ。銀色に光る爪。風を斬り裂く！

　ガリ！　と音がして、エストの立っていた床に五本の裂れつ傷しようが生じた。この傷は！

「タヌバル・マハ！」

　叫びながらエストは抜刀する。彼女の愛剣が将軍の鼻先を掠かすめた。

　不敵な笑みを浮かべながら、将軍は軽くかわす。

　わきからバトリーが襲いかかった。将軍の爪が唸うなる。それを飛びかわしざま、バトリーは槍を振り回した。棒は将軍の胸を強く打ち、その体が大きく吹き飛ぶ。

「将軍、生きてたの!?」

　あたしは驚愕して叫んだ。将軍は胸を押さえて咳せきこみながら、それでも笑みを崩さず、

「もちろんですとも、マラスターンの王女。私には幸運の女神がついているのですよ。もっとも、あの攻撃で私もいったんは死んだと覚悟したのですがね」

「幸運の女神──ですって？」

「我々にも空間を移動する者がいるのですよ。空間を移動させる者もね。幸運にも私は彼女に視られていたというわけです。危機一髪で救われました」

　将軍の言葉にあたしは歯がみした。やられたわ。うまいこと騙だまされた。では、あたしたちが王宮に忍びこんでくることもお見通しだったに違いない。待ち伏せされたのだ。

　将軍はあたしの顔色を窺うかがおうとしたが、エストの第二撃に慌あわてて飛びずさった。その隙をついて、再びバトリーが攻撃をしかける。

　将軍は風切りの力を放ちながら、懸命に逃げた。でも、その顔には余裕の笑みが浮かんでいる。おかしいわ。二人相手では勝てないことくらい将軍は分かっている。なのに、一人で来るなんて正気の沙汰ではない。じゃなかったら、これは罠だ。でも、どんな？

　不安が胸中をよぎる。

「はっ！」

　バトリーの気合いとともに、将軍の体が部屋から廊下へ吹き飛ばされる。それを追って、バトリーとエストが廊下へ飛び出した。

　ふっとそのうしろ姿が歪ゆがむ。まるで水面に映ったように、陽炎かげろうのように、姿が揺れた。

「な!?」

　あたしは慌てて入り口に駆け寄った。バトリーがあたしを振り返る。口が開いた。

　チ、カ、ヅ、ク、ナ。

　あたしはたたらを踏んだ。部屋から出るなというの？

「どうしたんです、彼らは」

　顔を不安いっぱいにしてゼーグが近寄ってくる。あたしは困こん惑わくして首を振ろうとした。その途端、誰かに背中を突き飛ばされ、あたしたちは廊下へと転がり出てしまう。

「だ、誰よ！」

　王子しかいないと分かっていながらもあたしは怒鳴った。見ると、ジュノーも一緒くたになって倒れている。あたしとゼーグは転んだ彼に突き飛ばされたのだ。

「なにやってるのよ、まったく……」

　顔面から倒れこんだ王子になにか言ってやろうと体を起こして、あたしは言葉を失った。

　そこは廊下ではなかった。暗い、闇の空間が広がっている。バトリーとエストが団子になっているあたしたちを憮ぶ然ぜんと見おろしていた。

「ど、どうなってるの。廊下はどこに消えちゃったの」

「あなたがたは鏡の中に封じこめられているのですよ、王女殿下。ここは神殿の一部。殺生沙汰は困りますからねえ。穏おん便びんにことを進めようと思いまして」

　将軍の嘲あざ笑わらう声が闇の空間に響いた。振り返ると、空間に四角い窓ができていて、その向こうに今までいた部屋が見える。

「ちょっと、なにするのよ！」

　あたしは窓に走り寄ったが、闇の世界から抜けだす前に、バアン！　となにかにぶつかって弾き返された。おかげでしたたかに鼻を打つ。

「いたたた」

「無駄です、カリル。鏡の向こう側には出られません。結界を壊さないかぎり」

　ひどく冷静にエストが忠告してくれる。結界ですって？

　鏡の向こうでは、将軍が嫌みったらしくにこやかな笑みを浮かべている、しかも、いつのまにか彼のうしろには兵士が何人も並んでいた。やれやれだわ。相手のねぐらということをすっかり忘れていた。あたしは腹を据すえることにした。

「あたしたちをどうする気よ、将軍」

「手荒な真似はしませんよ、エストレディータを除いては。太陽神殿の大神官猊げい下かがお待ちです。心配無用、あなたがたは我々がお運びしますので、どうぞ、そこで旅の疲れを癒いやしていてください」

　将軍の言葉を合図に、窓の景色が動き始めた。

「はー、こりゃあ楽でいいわ」

　バトリーがあたしの横から外を覗のぞいて、えらく感心した口調で言った。それからごろんとひっくり返って、本当に休きゆう憩けい体勢に入る。まったく、苦労のない男だわ。

　涙をにじませているジュノーを起こしながら、エストがゼーグに尋ねた。

「ゼーグ、大神官とは何者ですか。私は知りませんが」

「え、ええ。なんというか、私たちにもよく分からない存在なんです。太陽神殿の大神官といえば、太陽神国時代に王から王太子と同等の権威を与えられた者です。太陽神国の滅びたあとでも、その権威は揺るぎありません。でも、いろいろ噂もあって、現在は大神官は不在だと言われてました。正直言って、ぼくも驚いてるんです」

「どんな噂が？」

「はあ。二目と見られぬ醜い容よう貌ぼうのため神殿の奥深くに幽ゆう閉へいされてるのだとか、代々の大神官は実は一人の胎たい児じにすぎなくて、眠ったり起きたりしているのだとか、太陽神の血で創られたホムンクルスだとか、いかがわしい噂ばかりです。ただ、彼らは代々強力な第三の力を持っている、ラー・カレディア王の末まつ裔えいだと」

　しどろもどろとゼーグは語る。不在であるはずの大神官？　あたしは首を傾げた。いったいどんな相手だというの。いかがわしい噂が立つ太陽神の子孫。

　そいつがあたしたちを待っているという。

「みなさん、着きましたよ」

　将軍の声がして、窓からカッと光が差しこんだ。正面にいたあたしはもろに光を見てしまい、目が眩くらむ。

「きゃっ」

　眩まぶしさのあまり、涙があふれた。痛い光だ。

　少しずつ目が慣れてくる。光の中に誰かがいた。でも、ぼんやりとしか見えない。

「ご機嫌よう、マラスターンの王女。我が神殿へようこそ」

　軽やかな美声。女の、しかも若い少女の声だ。呆ぼう然ぜんとしていたあたしは、はっと顔を強こわばらせた。その声には聞き覚えがあった。

　光が弱まり、人影がはっきりしてくる。やっぱりそうだ。やっぱり。あたしは叫んだ。

「こんなところでなにしてるの、ダナエ王女！」
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　あたしたちの前に現れたのはダナエ王女だった。彼女は錦きん繡しゆう綾りよう羅らの衣をまとい、額ひたいに太陽を象かたどったサークレットをはめていた。異国の巫み女この雰囲気だ。その顔を知っているのはあたしと年子の弟、ジュノーしかいない。

「あ、姉上、なぜこんなところに……」

　驚きよう愕がくもあらわに、ジュノーは亡霊にでもあったような面もちで姉姫を見つめた。

　黄金の糸を束ねたように燦さん然ぜんと輝く髪、ほっそりとした顎のライン、新緑の瞳。ジュノーそっくりの少女。毅き然ぜんと佇たたずむさまは、狼ろう狽ばいするジュノーよりも誇り高く、傲ごう慢まんだった。召しよう喚かんを行ったときのままだわ。いいえ、あのとき以上に高たか飛び車しやな態度だ。あたしたちを見下す顔に、侮ぶ蔑べつに満ちた微笑を浮かべている。

　エストの顔が強こわばっているのをあたしは発見した。彼女も現れたのが捜さがし求めていたエルヴィラの王女だと知って、衝撃を受けているようだ。バトリーも眉み間けんにしわを寄せ、

「ダナエ王女？　それって、沼地の魔道師に捕らわれているエルヴィラのお姫さまだろ。なんでこんなところにいるんだ？」

「決まっておりますわ！　偉大なる太陽神ラー・カレディア、フェリム・フェシア、エルヴィラ、最強のアミュールと謳うたわれた三人の血を受け継ぐわたくしこそ、太陽神国の王室の流れを汲くむ、由緒正しき太陽神殿の大神官にふさわしい者なのです！」

　声高らかにダナエ当人が答える。やっぱり彼女が大神官らしい。

　捕らわれの身である彼女がなぜ、よりにもよって沼地の魔道師と敵対するダザンにいるのだろう。しかも大神官なんて、魔道師が戦っている相手そのものではないか。

　愕がく然ぜんとするあたしたちを見て、王女は嘲ちよう笑しようを浮かべると、

「タヌバル・マハからお聞きになったでしょう、この神殿には空間を移動する者がいると。アイダント・モアの前でわたくしは十五年間偽いつわり続けてきたのですわ。騒ぐしか能のない王女に見せかけて、その油断をついてわたくしは大神官の座に就ついたのです。この国を支配しているのはわたくしですわ、あんな醜悪な蛸たこになにができるというのです！」

「よくあの男を騙だましとおせたわね」

　あたしは心から呆あつ気けにとられて言った。その言葉を待っていたかのように、

「あんな耄もう碌ろく魔道師など目でもありませんわ！　沼地とダザンを日に何回も往復していることに、とうとうアイダント・モアは気づきませんでしたわ、なんて間抜けな男なのでしょう！」

　そう言って哄こう笑しようする王女。あたしは頭を押さえた。なんてことかしら。まんまとしてやられたのはあたしたちだけじゃなかったのね。

　沼地の魔道師、あんたの囲いはひどくぼろぼろだったようよ。彼女は想像以上の力の持ち主だ。

「それでは王女、エルヴィラの王位継承権は放棄なされるということですか」

　エストが冷れい然ぜんと尋ねた。動どう揺ようしたのは一瞬だったようだ。奥にいる彼女の姿は外からはよく見えないようで、ダナエは胡う乱ろんそうにこちらを窺うかがったが、

「今の声はエストレディータですのね。わたくしの、呪のろわれた従い姉と妹こ。ふふ、わたくしを挑発なさっても無駄ですわ。エルヴィラ王国はすでにダザンの傘さん下かに入ることを決めましたのよ。わたくしが大神官とエルヴィラ国王を兼ねるのになんの不都合もありませんわ。あなたもアイダント・モアと同じようにわたくしの手で踊っていたにすぎませんのよ」

「義父上を笑うのはやめろ！」

　王女の言葉を遮さえぎってジュノーが叫ぶ。怒りのために耳みみ朶たぶまで真っ赤になって、声も拳も震えていた。同じ顔が向き合う。まさに鏡だわ、双子のように似ている。

「姉上、あなたはなにを考えているのだ！　あれほどみながダザンになにをされてきたか聞かされて育ったのに、こんなことに荷担するなんて！　みなのために骨身を削る義父を笑う資格は、あなたにはない！　人として恥ずかしくはないのか！」

「恥ずかしくなどありませんわ。なぜならわたくしは人ではなくアミュールなのです！　恥ずかしく思わなければならない理由はなくてよ。無知蒙もう昧まいな人間に知を分け与えたのはアミュールです。その恩も忘れて刃向かってくる輩やからに、慈悲を与えるいわれはありませんわ。能力者はこの世に害をなす存在です。なにも力を持たぬ民がなぜわたくしどもの庇ひ護ごを欲するか分かりませんの。民は奴らの力を恐れているのですわ。人が人以上の力を持つことは、自然の法から外れることです。わたくしどもにはそれを矯きよう正せいする義務がありますわ」

　ああ言えばこう言う。王女は勝ち誇った笑みを見せた。

「顔かたちどころか、性格までほんっとー瓜二つだな」

　バトリーが呆あきれて言った。あたしとゼーグが頷うなずく。同感だわ。

　弟王子も必死に反論する。

「なら、アミュールとて矯正されねばならないであろう！　姉上は矛盾している！」

「愚かな弟ね、アミュールは人でないと言いましてよ！　だいたい、我が弟ながらおまえは情けなさすぎますわ。考えることが浅はかすぎます。そんなことだから、アイダント・モアなどに騙だまされていたことにも未いまだ気づかないでいるのです」

「なにをいい加減なことを！」

「奴がおまえに飲ませていた薬は、アミュールの力を封じる劇薬！　騙されていたとも知らず義父と崇あがめ慕したっていたなんて、肉親とも思えぬ滑こつ稽けいさですわ！」

　はっとジュノーが息を吞んだ。あたしも目をみはる。アミュールの力を封じる劇薬!?

「薬って、魔道師が能力者に配ってたあの青い錠剤のこと!?」

　焦しよう燥そうにかられてあたしは聞き返した。ダナエは軽蔑しきった眼まな差ざしで、

「当然ですわ！　そこの不ふ肖しようの弟は、それはもう大事そうに飲んでいましたのよ」

　あたしは愕がく然ぜんとした。じゃあ、せっかく手にいれたあたしの力も消えてしまうというの？

　妹が生き返るかどうか分からないうちに？

「わ──私はアミュールを捨てたのだ、義父上は私のためを思って」

　しどろもどろとジュノーは反論する。でも、ダナエの方が口は達者だった。

「なぜそう言いきれるのです。アイダント・モアはアミュールを憎んでいますわ。どう転ぼうともおまえはアミュールの末まつ裔えいなのです。憎き敵の一人に過ぎませんのよ。それに、人々のために骨身を削ると言いますが、あの愚か者がダザンに敵対する真の目的はなんだと思うのです。奴は太陽神国の秘法を手にいれ、それによって自分こそが不死となり、さらに万物の王となるつもりだからです。そんな者を慕うなど、愚の骨こつ頂ちようですわ！」

　ダナエ王女の高笑いが響きわたる。今度こそ、ジュノーは反論の言葉を失ってしまった。顔を赤くしたり青くしたり、なにか言いたそうに口を半開きにしたまま、瞬まばたきするのも忘れている。

　ダナエは敵だ。敵の言うことを鵜う吞のみにしてはいけない。あたしはよっぽど忠告してやろうと思ったけど、できなかった。

　ジュノーにしたって思い当たる節が幾いくつかあるのだろう。太陽神国の古代機械を集めていたり、いにしえの秘法を復活させたり、自分たちのためなら大勢の犠牲は厭いとわない命令を出したり。神隠しはその最たるものだ。

　愕然とする王子にエストはなにも言わなかった。目を伏せて、姉と弟の口論をただ聞いている。ゼーグは王子ほどではないがショックだったらしく、おろおろと誰かに否定してもらいたそうに辺りを見回した。頼みにしていた沼地の魔道師の英雄性が否定されたのだから。

「ち、ちちうえは、ちちうえは……」

　うわごとのように呟つぶやくジュノー。すっと王女の白魚の手が上がり、空を鷲わし摑みにした。

　途端、ジュノーの体が闇に吞まれる。あっ、と思ったときには、少年の体は外の世界に転がりでていた。床に叩たたきつけられた体をマハ将軍が乱暴に起こす。

　にこりとダナエがあたしに向かって微笑んだ。氷の微笑だった。背筋がぞくりとする。

「ふふ、マラスターンの王女。あなたはアイダント・モアの仲間になったわけではありませんでしたわよね。よく見ていらっしゃい」

　王女が懐ふところからなにか取り出す。それは小さな白い珠だった。親指の爪ほどの、真珠のようなもの。あの大きな石（のようなもの）に似ている。

　将軍が王子の頭を抑えこみ、口をこじ開けた。もう一度、ダナエはあたしに微笑み、そして、白珠を弟の口の中に落とす。将軍のげんこつで王子はそれを吞みこんでしまった。

　ぐふっ、と呻うめいて、うずくまるジュノー。あたしは仰天して、

「なにを飲ませたの、ダナエ！」

「見ていれば分かることですわ」

　喜々とダナエが答えた。

　突然王子が苦しそうに悶もだえだした。

「ぐぐわあああ！」

　喉のどを搔かきむしり、白目を剝むいて絶叫する。

「王子！」「ジュノー!?」

　エストとあたしが同時に叫んだ。なにが起こったの!?

　ジュノーは暴れ回った。華きや奢しやな体が飛び跳ね、何度も床に叩きつけられる。苦く悶もんに顔を歪め、わけの分からない言葉を喚きながら、頭を床に打ちつけた。

　口からあぶくが噴き出し、額が割れて血が流れても王子は暴れ回る。

「ジュノー！　どうしたの、しっかりして！」

　鏡の隔壁を叩きながら、はっとあたしは思い出した。

（白い石を吞んだ貴族が発狂したんだと）

　そうマイドゥグリは言っていた。まさか、これのことなの？

「ダナエ！　あんた、実の弟に毒を飲ませたのね！」

　あたしは怒りに肩を震わせた。なんて酷ひどいことを！

　王子の優しい新緑の瞳が、今は爛らん々らんと輝く獣の瞳、金色に染まっていた。青黒い顔。窒息しているような色だ。

「ジュノー、ジュノー！　しっかりして！」

　あたしは窓を叩き続けた。王子とは仲がよくなかった。口を開けば喧けん嘩かした。でも、あたししか相手をする人間はいなかった。エストは冷たいし、バトリーは無関心。彼が孤立することにおびえていたのをあたしは知っている。このまま見過ごすなんてできない。

「ここから出して！　ジュノー、吐くのよ！　手を突っ込んで！」

　だけど。

　飛び跳ねていた王子の体が、突然、糸が切れた人形のように崩れ落ちた。激しく床に叩きつけられ、そして、そのまま動かなくなる。口から泡の混じった血がどくどくと流れだし、ひくひくと手足が痙けい攣れんした。完全に白目を剝いている。

「ジ……ジュノー？」

　あたしはおそるおそるジュノーに呼びかけた。返事はない。でも、白目を剝いているのに唇がわずかだが動いていた。

「…………」

「え？　なにを言っているの？」

「…………」

　ぶつぶつと呟つぶやいているが、なにを言っているのか聞きとれない──違うわ。彼はなにも言っていない。意味のある言葉を喋しやべっているんじゃない！

　姉姫はじっと観察するような視線で弟の異常を眺めていたが、

「……駄目ですわね。やはり道化でしかなかったようですわ。哀れな我が弟」

　彼女が手を一振りすると、衛兵が現れた。

「この者にもう用はありません。どこぞに捨ててきなさい、わたくしの目の届かぬところに──国の外にでも。よろしいですわね」

　王女の命令に衛兵は一礼すると、ジュノーのぼろぼろになった体を抱えた。王女が再び手を振ると、その場から搔き消える。転移させたんだわ。

　ダナエがこっちに向き直る。その顔には婉えん然ぜんたる笑みが戻っていた。

「手間のかかる弟が消えてさぞや気が楽になったことでしょう、エストレディータ。あなたの役目は終わりましたわ。さあ、わたくしにエルヴィラの鍵をお渡しなさい。あれはエルヴィラ王の証あかし、そして、わたくしは唯一無二の正統な王位継承者ですわ。臣下たるあなたには逆らうことはできないはずです！」

　鏡の向こうから手を差しだす王女。あたしたちの視線はエストに集中した。彼女はいたって平静だった。顔色一つ変えず、ダナエを凝ぎよう然ぜんと見返している。

　王女が言うように、荷物が一つ減って楽になった、そう感じているの？

　無言のまま、エストが左掌を突きだす。例の朱い波形文様が浮かび上がっていた。それも、血脈に合わせてどくどく輝いている。ほかの鍵に強く反応しているせいか、それとも、王女の結界の中にいるせいか。彼女はおもむろに口を開いた。

「たしかに、先の国王陛下の遺言は絶対です。しかし、ここであなたに鍵を渡せば、カリミアが出てくることは必至ですよ、王女。エルヴィラの身柄はカリミアによって守られているのですから。決して、太陽神国の手にだけは渡すなと」

　窓の向こうで今度は王女が言葉を失う。頰をさっと赤らめ、地団太を踏んだ。

「カリミア！　あんな者たちの顔を見るなんてごめんですわ！　その名を聞くだけで寒気がしてきますっ。よろしいですわ、まだ手はありますのよ！」

　よっぽどカリミアが嫌いならしく、ヒステリックに王女は叫んだ。この分だと、この間会ったときはアンジェラが側にいたことにも気づかなかったに違いない。

　呆あきれるあたしの目の前が、ぐらりと歪ゆがんだ。世界が暗転する。

「あっ？」

　と思ったときにはあたしの体は傾いていて、ひどく高い位置から床に落下した。とっさに受け身をとって立ち上がる。

「……外？」

　どうやら鏡の外に引きずり出されたらしい。あたしはじかに王女と対たい峙じした。

　部屋は吹き抜けになっていて、かなり広かった。壁には金銀宝石が埋めこまれていて、大理石の床には青い石で星図が描かれている。そして部屋の中央に、巨大な多面体の結晶が埋め込まれていた。高く昇った太陽の光を浴び、七色の光を放っている。

「それは、なに？」

　あたしは目を細めた。部屋のあちこちに掛けられた鏡が反射光をさらに反射し、光が乱舞して眩まぶしい。

「これはこの宮殿の力の源です。結界もこれが創造しておりますのよ。あら、こんな大事なことを喋しやべってしまいましたわ。でも、ご安心なさって。これはあなたがたごときが破壊できるものではございませんのよ。これは偉大なる太陽神の御力の結晶なのですから！

　それにしても、しばらく見ない間にいちだんと見苦しくなりましたね、マラスターンの王女」

　嫌みったらしくダナエが言う。あたしはズブ濡れの上に泥まみれになった服を着ていたのだ。着飾った彼女に比べたら見すぼらしいったらありゃしない。

　カチンときて、あたしは彼女を怒鳴りつけた。

「自分の実の弟をあんな目にあわすなんて、いったいなにを考えてるのよ、ジュノーをどこに連れてったの！」

「さあ？　わたくしにも分かりませんわ。地の果て、沙漠の中、氷の海。わたくしの目の届かぬところですもの。いいですこと、これはお家騒動にすぎませんわ、他人にとやかく言われることではありませんのよ。大体、あなたはアイダント・モアを殺すおつもりなのでしょう？　ならば、その養子であるジュノーもいずれは倒さなくてはならなかったはずです。手間が省けてよろしかったではありませんの。なにを怒ってらっしゃるのかわたくしには分かりませんわ」

　いけしゃあしゃあと彼女は答えた。笑っている。罪の意識はまるでない。あたしは唇を嚙かんだ。なんとかガツンと言ってやりたかった。けど、言葉が思いつかない。

「ふふっ、お分かりになったようですわね」

　ダナエ王女はそう言うと、たおやかな手を結晶に伸ばした。すっと指先が結晶に埋まい没ぼつし、中から長い杖を次々と抜きだした。あたしは目をみはった。

「まさか、それがアミュール四天王の復活の鍵？」

　杖は二メートル近くあった。金茶色に輝く見たこともない金属でできている。頭の部分には大きな透明な石がはめ込まれていて、それぞれ蜂はち蜜みつ色、ローズピンク、若草色を呈していた。三本の杖。間違いない、これが復活の杖だ。

　王女はあたしに、上品な桃色の石がはめ込まれた杖を差し出した。

「これが地母神マリカの鍵ですわ。さあ、お使いなさい。マリカを復活させるのです」

「……え？」

　あたしは呆気にとられて、差し出された杖とダナエを交互に見比べた。

　マリカを復活させる？　あたしの願いのため、じゃないわよね。

　あたしだって四天王は目覚めてほしい。でないとフェリシティを生き返らせることができないから。でも、一体ダナエはなにを考えているのだろう。マリカを復活させたら強敵が増えるだけなのに……

　敵？

　アミュールであるマリカが、どうして同じアミュールの末まつ裔えいの敵になるのよ。

　アミュールに復讐を誓ったフェリム・フェシアは、たしかにダザンの敵だろう。でも、四天王が敵だとはかぎらないのだ。

　もし、ダナエの企みが四天王を取り込むことにあったら。

「あんた、なにを考えてるの。弟を発狂させたり、マリカを復活させろと言ったり。あたしたちがなんの目的でここに来たか知ってるの？」

「マリカ神を復活なさるためでしょう？　ですから、おやりなさいと申しているではありませんか。同族の言葉が信じられませんの？」

「あんたと同族なんて思いたくもないわっ」

　あたしはぎっと王女を睨にらみつけた。

「あらあら……やっぱり質が悪いのですわね、帰属意識がまったくありませんわ。残念ですこと、同じアミュールの血を引く仲間と思っておりましたのに、敵対する気ですのね。いいんですのよ、わたくしにはまだまだ手がありますもの」

　十六歳とは思えない、ひどく大人びた口調でダナエは言った。その美しい新緑の瞳が、絶対的な自信に裏づけされた傲ごう慢まんな光を放っている。

「さあ、お客をお連れして」

　彼女が入り口を振り向く。つられてあたしも視線を向けて、そして、仰ぎよう天てんした。

「コ、コリン！」

　衛兵の腕の中でぐったりしているのは、そばかすだらけの魔法使いの少年にほかならなかった。紫の双そう眸ぼうがなによりの証拠。

　でも、目が虚うつろだ。正気じゃない。魔道師に預けておいたのにーっ。

「コリンになにをしたの!?」

「少し行儀をよくしていただいただけですわ。それはそれは活発な子で、アイダント・モアも手を焼いておりましたのよ。色々嗅かぎ回っていたようですけど」

　王女の美しく磨き上げられた桃色の爪が、コリンの額を押さえつける。爪先にぽうっと蛍ほたるのような小さな光がともった。あたしは反射的に飛びかかろうとしたが、それより早く将軍に羽は交がい締めにされてしまう。

「ふふふ、お分かりですわね。もうあなたはわたくしには逆らえませんわ。さあ、鍵をお使いなさい。マリカを目覚めさせるのです」

　完全な命令口調でダナエは言う。

「こ、このっ、いい態度じゃないの！　あたしはあんたの『忠実な僕しもべ』じゃないわよっ」

　あたしは悔しさのあまり歯ぎしりした。とはいうものの、まったくどうすることもできない。コリンは殺させない。

「……マリカを懐かい柔じゆうするつもりなのね」

「懐柔だなんて人聞きが悪いですわ。アミュールがアミュールと手を組むのは当然のことですわよ。血が血を呼ぶのです。試してごらんなさい」

　自信満々でダナエは答える。

　四天王は能力者の虐殺には加わらなかった。その歴史に賭かけるしかない。あたしは大きく息を吸って気を静めると、杖を手に取った。

　頭部についた金属の輪がシャンシャンと硬い音を立てる。将軍があたしから離れた。あたしもバトリーのようにこの杖で戦えたらいいのに。

　ちらりと鏡の向こうを一いち瞥べつする。おろおろとこちらを見ているゼーグと、まったく傍ぼう観かんを決めこんでいるバトリーが見えた。あれも人質だ。ここでコリンだけを救い出してもむだということね。もうマリカにすがるしかない。

「慈悲深き大地の女神よ、あたしに味方をしてください」

　あたしは祈ってから、意識を掌に集中した。杖に第三の力を流しこめばいいのかしら。どうも勝手が分からない。それでも頑張って力を集める。

　掌が熱くなる。光が生じた。いけない、攻撃になってしまう。あたしは慌あわてて力を放出する意識を拡散させた。すうっと光が消える。

「なにをやっているんですの。時間稼ぎなどしないで早く発動させたらどうです」

　苛いら立だたしげにダナエが言う。あたしは口を尖らせて、

「どうやって発動させるのか知らないんだものっ。どうすればいいのよ」

「ああ、面倒な人ですのねっ。よろしいですわ、わたくしが導いてさしあげます。まったく、手間のかかる。これだからマラスターンは最低なのですわ」

　王女が嫌みのように手袋をはめ、乱暴にあたしの手を握る。いきなり彼女の体から電気が伝わってきた。

「きゃっ！」

　ぴりぴりっと刺すような震えに、なんの用意もしてなかったあたしは飛び上がる。王女の体が金色の炎に包まれた。同じ色だ。王宮を包むヴェールと同じ色。太陽の光。黄金のオーラ。彼女はまさしく太陽神の子孫なんだわ。

　お腹の底から熱いものがせり上がってくる。召しよう喚かんのときと同じだ。あたしは突き上げられるような衝撃に堪えながら、必死に力の流れを掌に向けた。杖を握る両手が熱い。光が皮を突き破って出ていこうとしているのが分かった。でも、この感覚は、この感触は、攻撃するときと一緒よ。それでいいの、ダナエ王女！

　かっと金色の光が掌を貫き、力は解放された。蓄積された力が一挙に膨ぼう張ちようする。

　あたしはぎょっとした。光は杖を包み、更さらに膨張して、呆然と佇たたずむ兵士たちを吞みこみながら太陽の結晶に襲いかかった。

　パアンッ！　部屋中の鏡が砕け散った。ふっ、と光が消える。

「きゃあああっ！」

　ダナエが悲鳴を上げる。あたしは脱力しそうになるのを必死でこらえた。

　杖に変化はない。でも、兵士の大半はあたしの第三の力で消滅し、結晶は上半分が吹き飛んでいた。やっぱり攻撃しちゃったんだわ！

「な、なんということを！　なんということを！」

　恐怖に引きつった表情で王女は叫ぶ。彼女のすごい剣けん幕まくにあたしは狼ろう狽ばいした。

　そんなに大事な石だったの？　そんな大事な石を破壊できるほど、あたしの第三の力は強くなっていたの？

「貌げい下か、これをっ」

　切迫した面もちでマハ将軍がダナエに駆け寄る。その腕にはコリンが抱えられていた。

　やめて。

　なんの根拠があるわけでもなかった。直感だった。

　あたしは将軍に飛びかかろうとした。ぎろりと王女があたしを睨にらむ。

　トパーズの瞳！

　王女の双そう眸ぼうが獣の光を放った。金縛りにあったように、足が一瞬動かなくなる。それがすべてを終わりにした。

「全能なる太陽神よ、お許しを。そのお力を今一度わたくしたちに与えたまえ──！」

　朗々と唱えるダナエ。その手にいつのまにか短剣が握られている。振り下ろされた刃がコリンの首を掠かすめた。

　触れるか触れないかのところだった。なのに、コリンの首から血がどっと噴きだす。

　鮮血がほとばしり、純白の床に赤い雨が降る。

「ひっ……！」

　あたしは引きつった悲鳴を上げた。がたがたと膝が震える。コリン。コリン！

　将軍がコリンの体を結晶に投げつけた。ぶちゅっ、と嫌な音がして、結晶に突き刺さったコリンの体から血がどくどく滝のように流れてくる。

　信じられないことが起こった。

　結晶がコリンの血を吸い始めたのだ。どくん、どくん、と結晶が震えるたび、コリンの体が大きく跳ねた。内側から紅に染まっていく。

　あたしは愕がく然ぜんとした。生き血を吸った結晶が再生し始めたのだ。砕けた部分が徐々に元の形に戻りつつある。

　それは血を吞むたびに虹色の妖しい輝きを放った。歓喜にうち震える結晶。

　これは──これは生き物だ！

（姉ちゃん）

（姉ちゃん。神殿の下に）

（神殿の下に──がある）

（おいら、殺されたの？）

　コリンは最後まで声を上げなかった。虚うつろな瞳ひとみも、そのまま瞳どう孔こうが開いていった。ただ、あたしの耳にははっきりと魔法使いの少年のメッセージが聞こえた。「おいら、殺されたの？」、その想念を最後に、コリンの声は届かなくなった。あたしの答えも聞かずに。

　涙が堰せきを切ったようにどっとあふれた。なぜ？　なぜ!?
















「殺されたのよ！　コリン、あんたは殺されちゃったのよおお！」

　こみ上げてくる怒りの源は力の源と同じところだと、あたしはそのとき知った。枯かれたはずの力が今再び、より勢いを増して湧き上がってくる。怒りは力だ。力は、怒りだ！

「あああああ！」

　あたしは絶叫しながら、掌をダナエに向けた。コリンが殺された。あっけなく殺された。許さない、許さない！

　光がほとばしる。一瞬早く気づいたダナエが、とっさに両腕を組んで防御の姿勢に入った。あたしの力が激突する。

　ぱあっと光が四方に広がった。それに吞まれて、わずかに残っていた兵士も将軍も一瞬にして消滅する。ダナエだけが、顔を歪ゆがめながらも力を弾き返していた。さすがはエルヴィラの王女。沼地の魔道師を出し抜いただけはある。

　でも、負けないわ。怒りは力。力は怒り。あたしは負けない。とめどもなく力が湧き上がる。自分にこれだけの力があるなんて知らなかったわ。

「いやあっ！」

　あたしは気合いを入れた。爆発的に強大な力が放出される。

「ぎゃっ！」

　王女の防御が崩れ、あたしの力に弾はじき飛ばされた。床に叩たたきつけられ、そのまま動かなくなる。あたしも反動で尻しり餠もちをついた。

　倒れ伏す王女を見て、あたしは舌打ちした。殺せなかった。ガードが固くて、致命傷を与えられなかった。剣はどこ。コリンを殺した剣で、とどめを刺してあげるわ。

　ガシャンッ、とガラスの割れる音がした。振り返ると、バトリーたちが中空から落ちてくるところだった。王女がやられたから鏡の封印から解放されたのだ。

「カリル！　ぶじか!?」

　バトリーがあたしを抱え起こした。自分で立とうとするが、足が萎なえてすぐに座りこんでしまう。第三の力を二発も放ったのだ。本当なら失神してもおかしくない。手が重くて上げるのも苦痛だったが、あたしはバトリーにしがみついた。

「コリンが殺されたわ！　コリンが死んじゃったあ！　間に合わなかったの、間に合わなかったのよお！」

「カリル、落ちつけっ」

「守れる力があったのに、振り絞ればこんなに力が出たのに。あたしの前で殺された。役に立たなかった。こんな力、こんな力なんか要らない！」

　バトリーがあたしの頰を叩いた。はっと、錯乱状態から我に返る。

「しっかりしろ、カリル。生き返らせればいいんだ。そのためにここまで来たんだろ、コリンだって生き返らせればいい。おまえがしっかりしなくてどうするっ」

　いつになく真剣なバトリーの眼差し。

　生き返らせればいい？　そんなことでいいの。そんなことでコリンは帰ってくる？　殺されたことも自覚できなかったあの子が、もう一度あたしたちのところへ。

「バトリー。バトリー、バトリー」

　あたしは泣きながら彼の名前を何度も呼んだ。おねがい、助けて。心が痛い。胸が張り裂けそうに痛い。

　遠くから喚声が聞こえてきた。

「結界器が破壊されたので、奴隷たちを束縛していた力が弱まったようです。アイダント・モアが動きだしたのかもしれません。早くここを離れましょう」

　こんなときでもエストが冷静に判断を下すと、ゼーグに三本の杖を持たせて自分は王女を軽々と担ぎあげた。あたしは目をみはって、

「エスト、その女をどうする気!?」

「私の体内にあるエルヴィラの杖を取り出せるのは彼女だけです。一緒に連れていきます」

「そ──そうだったわね」

　あたしは納得した。エルヴィラの杖がなければコリンも生き返らない。でもエスト、あたしがダナエを殺さないよう見張っておいて。剣を握る力さえあれば、あたしはその女を殺す。絶対殺す。

「混乱が始まってるな。ゼーグ、俺の槍も持ってってくれよ。つっきるぞ」

　そう言ってバトリーはあたしを抱え上げると、走りだそうとした。その顔色がはっと変わる。訝いぶかる間もなく、あたしは床に投げ捨てられた。

　バトリーのしなやかな体が宙を踊る。服が破れ、痛々しい腹の包帯が引き裂かれ、西瓜を割ったみたいにぱっくりと腹が割かれた。深くえぐられ、肉片が血とともに飛ぶ。

　激しく床に叩きつけられたバトリーの腹から、そして口からごぼっと血が溢あふれた。

「バトリー!?」

　あたしはバトリーの体にしがみついた。どくどくと血が噴き出している。なにが起こったの？　まだ血を見なくちゃならないの？　しっかりしろと言ってくれたのはついさっきなのに。

　動かないバトリー。みるみる顔から血の気が引いていく。どうしてこんなことに！

「うわっ！」

　ゼーグが悲鳴を上げた。振り返ると、三本の杖を抱えたゼーグの腕に裂傷ができている。血が滴したたり落ちていた。ひゅんっ、と風が唸うなる。

「敵！」

　ゼーグは第二撃をかわしたところで足を滑らせ、胸を強打して白目を剝むいてしまった。

　エストが王女を放り投げ、走りながら抜刀する。踏みこんで剣を振り下ろした先に──マハ将軍！　生きていたの。なんて強きよう靱じんな、ゴキブリのような生命力！

　エストが剣を薙なぎ払う。将軍が逃げ飛ぶ。風切りの爪が唸る。二人は廊下へ飛び出した。二人の乱れる靴音が遠ざかっていく。

　バトリーの腹は格子状にぱっくり割さけていた。前の傷も、今の衝撃で開いたところもある。あたしは血がごぼごぼとあふれでてくる穴を必死で押さえた。

　バトリーの顔面から血の気が引いていく。土気色になっていく。瞼まぶたを固く閉ざして、まるで息をしていないみたい。死相が出ている……！

「いやあ！　いや、バトリー、死なないで！　お願い、目を開けて！」

　あたしは血まみれになりながら叫んだ。誰か助けて。バトリーが死んじゃう。このままじゃあ死んじゃう。誰か助けて。神さま助けて。おねがい。バトリーを助けてくれるならなんだってします。おねがい、バトリーを殺さないで！

「泣かないで、かわいい人」

　誰かがあたしの肩にそっと手を置いた。

「泣かないで、かわいい人。その人が本当に大事なのね」

　優しい、氷の心も溶けるような、暖かい声。肩に触れた掌から暖かい波動が伝わってくる。あたしは涙と血で染まった顔で仰あおいだ。

　そこには声の主に似つかわしい、美しく聡そう明めいで、優しそうな女性が佇たたずんでいた。年は三十にさしかかるところだろうか。ふっくらとした、白いもち肌の貴婦人だった。亜麻色の長い髪を緩ゆるやかに束たばね、古風で優雅な服を着ている。若葉色の双そう眸ぼうが心配そうに、それでもあたしを元気づけるように優しく見ていた。そう、あたしたちが抱き続けてきた、母なる大地の女神、地母神のイメージそのもののように。

「大丈夫、泣かないで。カンパネラを起こしてあげましょう。彼は助かります、大丈夫」

「……マリカ、さま？」

　あたしは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。優しい貴婦人はにっこりと、慈じ愛あいの微笑を浮かべた。

　女神マリカ。

　あたしはアミュールの目覚めに成功したのだ。
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　杖を床に突き立てる。

「長兄カンパネラ。親愛なるカンパネラ、わたくしの声が聞こえて？　聞こえたなら応えてちょうだい。わたくしのかわいい人が泣いているのよ。あなたの力が借りたいの。ここは清められているから門が開きやすいわ。ねえ、起きてちょうだい」

　天に両手を差しだし、鈴を振るような美声で女神マリカは呼びかける。

　ぱあっと杖を中心に光の円が床に浮き上がった。そして、空間が縦に割ける。

「これは……」

　あたしは目をみはった。まるで扉が開くように空間が割れる。暗い闇が扉の向こうに見え、中から、ゆっくりとした足どりで一人の男性が現れた。

　体の大きな、壮そう年ねんの男だった。若いころはさぞやもてただろうと思われる、端たん正せいな顔立ち。切り揃そろえられた髭ひげが印象的だった。穏和な眼差しがマリカとあたしを見る。

「おはよう、マリカ。何年ぶりだろうかね。かわいい人とはこのお嬢さんのことかい」

「わたくしのかわいい子供よ。おねがい、あの青年を助けてあげて。泣かせたくないの」

　アミュール・カンパネラは四の五のとは言わなかった。あたしの隣に屈かがみこみ、虫の息のバトリーを数秒凝視する。

「ふむ」

　納得したように彼は頷うなずくと、懐からリンゴを取りだした。もう一方の手がバトリーの腹の上に置かれる。

　ぞわっとあたしは鳥肌立った。強い力の流れを感じる？

　しゅううう、と音を立てて、カンパネラの手に握られていたリンゴがしぼみ始めた。みるみるうちに干ひ涸からび、くしゃくしゃの黒い塊になる。

「きゃっ……!?」

　あたしの目の前でリンゴはパリンと砕け散った。リンゴに秘められていたエネルギーがカンパネラの腕から腕へと伝わり、掌を介かいしてバトリーの体の中に流れこんでいく。

　カンパネラはリンゴの破片を振り払うと、

「ふむん。これだけでは足りないか。マリカ、龍りゆう脈みやくの力を借りるぞ。外に出よう」

　ふっと目眩めまいがして、あたしは反射的に瞼まぶたを閉じた。

　次の瞬間、あたしたちは別の場所にいた。空間を移動したのだ。

　そこは王宮の裏手にある崖の上だった。切り立った岸壁のはるか下にダグダイワの街並みが見える。失神したままのゼーグとダナエも一緒に運んでくれたようで、側に横たわっていた。

　あたしは腕の中のバトリーを見た。出血が完全に止まり、少し苦しそうに呼吸している。よかった。さっきまでは息をしていないように見えたのだ。あたしは涙ぐむのを必死でこらえた。

　バトリー。お願い、死なないで。

「マリカ、手を貸しておくれ」

　カンパネラがマリカに手を差しだした。二人の手がつながれる。途端、先ほどとは比べものにならないほど強い力の流れが、あたしの左腕を撫なでた。強烈な静電気にまとわりつかれたように、ぱりぱりっと肌が刺激を受ける。

「ひゃっ」

　あたしは小さく声を上げて身を縮めた。見ると、女神マリカの空いた手に向かって、大地から青白い炎が噴き上がっている。

　違う。あれは龍脈を形成する大地の気だ。世界を構成するエネルギーが女神の手の中に吸いこまれていく。彼女の体を通してエネルギーは医師の手に伝わり、そして、バトリーの死にかけた体の中に注がれた。

　信じられないことが起こった。傷口がじゅくじゅくと蠢うごめき、みるみるうちに新しい皮ひ膜まくができてきたのだ。大地の力を得て、体の再生力が高まっているんだわ。

　これが地母神の力。医学の神と呼ばれたアミュールの力。

　あたしは自分の掌を見つめた。あたしの力なんか足元にも及ばない。これが神と呼ばれた人たちの力なんだわ。

（アミュールは人ではありませんのよ！）

　ダナエの言葉。もしかしたら──いや、まさか。でも。

　感動してもいいはずなのに、あたしは背筋に走る冷たいものを抑おさえきれなかった。




　王宮を脱出して一日が経った。

　バトリーはようやく呼吸が落ちついて、今は昏こん々こんと眠り続けている。王女もなにかしでかさないようマリカに頼んで結界に閉じこめてあるが、やっぱり意識を失ったままだ。

　ゼーグはたんこぶを作っただけだった。カンパネラ先生のリンゴ治療がすむと、さっそく目を覚まし、取るものも取りあえず下山していった。

「兄に早く経緯いきさつと王宮の見取り図を知らせてやりたいんだ」

　彼を急がせたのは、崖の下にある王宮の一角から煙が上がっていたからだ。どうやら本格的にどんぱち始まったみたい。

　マイドゥグリたちは健闘しているようだった。街から悲鳴や怒号が風に乗って隠れ家まで届いてくる。でも、王宮の結界はすぐに復活してしまい、反乱は長期戦になりそうな気配だった。

　あたしたちはエストの消息が分かるまでじっと待機していた。幸い、すぐにマイドゥグリが山中の隠れ家を提供してくれたので、そこに落ちついている。

「そう。アイダント・モアが生きているの。そう……」

　あたしから一部始終話を聞いたマリカが、ひどく悲しそうな面おももちで呟つぶやいた。

「あいつを知ってるんですか!?」

　あたしは驚いた。先生も頷うなずくと、

「彼と再びまみえることになるとはね……彼とは太陽神国時代からの知り合いなのだよ。いや、知り合いというものでもなかったが。モアも冬眠していたのだろうな。ぼくらは彼によって目覚めさせられたのか。これも因縁だろうかね」

　そう言って大きく息をつく。そうか、あの醜ぶ男おとこは二千歳以上なのねっ（冬眠している間は年はとらないのかしら？）。アンジェラ皇こう女じよが言っていた「そうならざるを得ない力の使い方をしてきた」という言葉の意味が、ちょっと分かった気がした。

「でも、彼はなぜ、わたくしたちに合わせたように冬眠を？」

　マリカが眉をひそめ、先生に問う。先生は頭を振った。断定できるような答えは持ち合わせていない、そんな素振りだった。あたしはためらいながら口を挟んだ。

「沼地の魔道師が転生の秘術を狙ねらってるってダナエは言ってたんですけど。不死になるつもりだって」

「まあ、カリル。わたくしたちは神と呼ばれていたけれど、そのようなことはできないのよ。それはとても不自然な願いだわ」

「え……？　じゃ、じゃあ、一度死んだ者を生き返らせることは？」

　慌あわてて聞き返すあたしに、しかしながらマリカは首を横に振って否定した。そんな！

「そんな、ここまで来て！　妹は、フェリシティはもう助からないというんですか!?　コリンは！」

「カリル、命の理ことわりは決して可逆的なものではないのよ」

「でも、沼地の魔道師がフェリム・フェシアなら、エルヴィラ神なら知ってるって！」

　あたしは食い下がった。マリカが噓をついているとは思わないけど、はいそうですかと認めるわけにもいかなかった。口を開くマリカを制して、先生が、

「そうだな。彼女なら知っているかもしれん。長姉エルヴィラは太陽神国時代の仕官の経験が長い。我々の知らないことも多く知っているはずだ」

「じゃあ、やっぱりエルヴィラを目覚めさせればいいんですね！」

　あたしは意気込んで言った。二人は複雑そうな表情で、でも頷うなずいてくれた。

　わずかな希望があればあたしは捨てたりしない。

　フェリシティ。もうちょっとよ。もうちょっと、待っててね。




　ゼーグが慌あわただしく駆けこんできたのは、その日の日没近くだった。

「大変だよ、カリルちゃん！　エストレディータさんが大門のところに晒さらされてるよ！　粛しゆく清せい将軍がきみたちに、ダナエ王女と人質交換だって！」

「マハの奴、生きてたの!?」

　あたしは乱暴に聞き返した。エストがしくじったのだ。ゼーグは頷くと、

「どうするんだい。兄貴はできるなら大神官である王女を渡してもらいたくないって。エストレディータさんを救いだすなら、ぼくたちも手伝うけど」

「そうね……」

　あたしはちらりと昏こん睡すい状態のバトリーを一いち瞥べつした。コリンはもういない。ジュノーもいない。あたしが考えなくちゃ。あたしがどうにかしなくちゃ。

　バトリー。エストの救出行動に出たら彼を置いていくことになる。

　離れたくない。

　あたしがいない間にバトリーが死んでしまったら──そう思うと、胸が刺さるように痛かった。ここは安全だし、バトリーも小しよう康こう状態だ。心配ならマイドゥグリに頼んで誰かに看みてもらえばいい。そういくら自分に言い聞かせてもだめだった。沼地の魔道師に預けたから大丈夫、そう信じてコリンは死んでしまった。

　コリンは死んでしまったのだ。

　悩むあたしの前に、マリカと先生が現れた。彼女はひどく沈痛な面もちで、

「わたくしたちがあなたを助けてあげられればいいのだけど……」

「我々は同族と戦うことはできないんだ。たとえ、それが出来の悪い遠い親類であってもね。それに、彼らの遠い祖先をこの地に追いやったのは我々であるから」

　カンパネラ先生が言葉を引き継つぐ。そう言えばそんな話を聞いたかもしれない。妻を殺されたフェシアの命令で、太陽神国を彼女たちは襲ったのだと。

　あたしは彼女たちの力を借りることをまったく考えていなかった。二人をまっすぐ見据え、

「いいんです、それは。だけど、おねがいです、バトリーを看ていてください。彼を助けてください。あたしのいない間、彼を守ってください！」

「安心してちょうだい。かわいい人。彼はわたくしの名にかけて守りますよ」

　マリカが微笑む。あたしは少しだけほっとして、深々とおじぎをした。母なる女神よ、あなたの愛の手をバトリーに差し伸べてやってください。

　ついでに王女の監禁も頼んで、あたしはゼーグと一緒に山を下りた。

「沼地の魔道師が来ていない？」

　ゼーグの言葉にあたしは耳を疑った。結界が解けたら乗り込んでくると言ったはずなのに。ゼーグが取り繕つくろうように、

「すぐに結界が復活しちゃったからね。でも、ほかの霊能者がいっぱい来てくれたから」

「なに言ってるの。結界に閉じ込められたその能力者たちはどうなるのよ。あいつ絶対見捨てるわ、あいつはそういう奴なのよ」

　あたしは憤ふん然ぜんと言い放った。

「沼地の魔道師を信じちゃ駄目よ。やっぱりはじめに言っとけばよかったわ。あいつは目的のためならどんな犠牲も厭いとわないんだからっ」

「でも、死んだと思っていた粛しゆく清せい将軍の出現で、混乱していた王宮に秩序が戻り始めているんだ。緒戦の勢いを失わないうちに一気に片をつけなけりゃ……」

　ゼーグはうつむきがちに言った。ダナエの言動で、彼らは沼地の魔道師に疑惑を抱き始めているのだ。あたしがあいつを殺そうとしていることも、その理由もうすうす気づいているに違いない。妹を殺したのは沼地の魔道師だと。

　でも、ことは始まってしまった。もう後戻りはできないのだ。

　街に入ると、あちこちから火の手が上がっていた。悲鳴と怒号が遠くから聞こえる。通りには殴なぐり殺された男の死体や、内臓が引きずり出された女の死体やらが累るい々るいと転がっていた。恰かつ幅ぷくのいい死体ばかりだから、これは奴隷たちの仕業だろう。

　あたしはぞっとして、ゼーグの腕にしがみついた。

「ゼーグ、仲間にあたしのこと味方だって言ってね」

「いやだなあ、カリルちゃんは一番の功労者じゃないか。でも、ぼくの側から離れないでね」

　笑いながらゼーグが怖いことを言う。

　王宮の正面広場に行くと、すでに何百人も集まっていた。弓と石つぶての小競り合いが起きているが、大きな動きにはなっていない。みんな、時を待っているのだ。

　高い城壁がのしかかってくるように見えた。

「兄さん！」

　一群の中にあたしたちはマイドゥグリを見つけだした。彼は難しい顔して固く閉ざされた門を凝視していたが、あたしたちに気づくと手を振る。

「おう、早かったな。お嬢ちゃん、エストレディータは……」

　すっとマイドゥグリの前を人影が横切り、いきなり拳が飛んできた。避ける間もなく、あたしはげんこつで頰を殴り飛ばされる。転倒。周りの人たちが驚きの声を上げる。

「おい！　相手は女の子だぞ！」

　マイドゥグリの制止する声。あたしはなにが起こったのか把は握あくできず、呆ぼう然ぜんと座りこんでずきずきと痛む頰を押さえた。な、なによ。なんであたしが殴られるの!?

「カリルちゃん、大丈夫？」

　ゼーグが心配そうに覗のぞきこむ。あたしはばっと立ち上がって、マイドゥグリとなにか言い争っている男を、背後から思いっきり蹴りつけた。顔面から倒れこむ男。

　やられたらやり返す、それが唯ゆい一いつ義母から教わったあたしの信条よ！

「いってえーっ！」

「いってえーっ、はあたしのせりふよ！　顔が変形したらどうすんのよ！」

　あたしは怒鳴りつけると、立ち上がりかけた男を再び蹴りつけた。ええいっ、この野蛮人っ！　鬱うつ憤ぷん払いとばかりに男をげしげし蹴り続ける。

「お、おい、カリル。そりゃやりすぎだ」

　マイドゥグリがあたしの両腕を摑つかんで、男から引き離した。あたしはきっと睨にらむと、

「マイドゥグリ、なによ、なんなのよ、こいつ！　いきなり失礼じゃない！」

「それだけやっといて怒るなって。こいつはクルド、沼地の魔道師が派遣してくれた魔法使いの民の代表だ」

「魔法使い？」

　あたしは驚いて、むっと顔を歪ゆがめている男を見た。魔法使いの特徴である紫の双そう眸ぼうがあたしを睨んでいる。

　まだ若い、バトリーと同じくらいだ。いい顔ではない。鼻が少し曲がっているし、見ていると憎たらしくなる。でも、見覚えがあった。それに、名前にも聞き覚えがあった。

「クルド──コリンのばか兄!?」

「誰がばかだっ。きさまこそ、よくも弟を殺したな！　おまえが見殺しにしたことは分かってんだ！」

　びしっとあたしに指を突きつけてクルドは喚わめく。ゼーグがおろおろと狼ろう狽ばいして、

「そ、それは違うって何度も言ってるじゃないか」

「どこが違うんだっ。こいつは私利私欲のために弟を引きずり回して、挙あげ句くの果てに、こいつのせいで弟は殺されたんだ！　だからアミュールの末まつ裔えいなんか信じられないんだ！」

　逆上して怒鳴るクルドを、とっさにマイドゥグリが抑おさえこんで口を封じる。周囲の人々があたしを胡う乱ろんそうに見るのが分かった。警戒の視線だ。

「大丈夫だ、この子は味方だ。結界器を壊してくれたのも、大神官を捕らえたのもこの子だ。俺が保証する。アミュールといっても、四天王の子孫なんだ。分かるな」

　マイドゥグリが声を張り上げて釈しやく明めいしてくれたので、剣けん吞のんな視線は表向きはなくなった。四天王という言葉がかなり効果あったらしい。

　でも、このままおとなしく侮ぶ辱じよくされているなんて、あたしの性格が許さなかった。

「な──なによ！　黙って聞いてりゃ、自分の都合のいいようにばっかり解釈して！　コリンがなんのためにあたしたちと一緒に旅したと思ってるの。村をほっぽりだしてったばか兄貴を捜すためじゃない！　大体、あんたたちにちゃんと預けたのに、どうして連れ去られたのに気づかなかったのよ。あんたがしっかりしてれば、しっかり弟の面倒見てれば、こんなことにはならなかったんだわ！　都合の悪いときだけ兄貴面しないでよ！」

　こみ上げる涙をあたしは懸命にこらえた。泣いたりなんかしない。「女を泣かしたから」なんて感情で反省を促うながす気はない。悪いのはあたしとあんたよ。あのとき駆け出さなかったあたしと、兄としての義務を果たさなかったあんた、二人の責任だわ。

　あたしたちは睨にらみあったまま、一言も喋しやべらなかった。お互い譲る気はなかった。そこへマイドゥグリが口をはさむ。

「おまえたちの言い分は分かった。でも、今はそれどころじゃないだろう。エストレディータを救い出す算段を立てなけりゃな。大神官は連れてこなかったんだな」

　あたしは頷うなずいた。そうだ、こんなバカ、かまってる場合じゃない。

　マイドゥグリは木の扉で閉ざされた正面門を指すと、

「時の鐘が鳴るたびにあの門は開く。王宮で捕らえた奴ど隷れいを公開処刑するためにな。あの扉の向こうに彼女ははりつけになっているんだ」

「中には入れないの？」

「今朝からまた見えない壁が張り出した。それで乗りこんでいった仲間たちが捕まっちまったんだ。悔しいが、俺たちにはどうすることもできねえ。頼みはあんただけだ」

「分かったわ、なんとか結界を開けさせてみる。そしたらみんなも突っ込んで来て。いちばん奥にある神殿の結晶を破壊すればいいのよ。大神官のいない今、この王宮を持ちこたえさせているのは太陽神国の機械だけだわ。人にはかまわず、機械を壊していって」

「なるほど。そいつは気づかなかったな」

　やたら納得した様子でマイドゥグリは頷くと、すぐに伝令を飛ばした。作戦が口渡しで伝わっていく。全員に行き渡ったのを見計らって、

「……よしっ、行くわよ」

　あたしは気合いを入れると、群衆の中から飛び出した。そして、ふんぞり返って城壁に怒鳴りつける。

「タヌバル・マハ！　お招まねきどおりやってきてやったわよ、ここを開けなさい！」

　ぴたりと群衆の野次が止まる。沈黙が流れた。

　しーん。

　門はなかなか開かない。うーん。このまま本当に開かなかったら、かなり間抜けだわ。引くに引けないじゃない。

　ふと見ると、クルドが一いつ緒しよになって扉の開くのを待っている。あたしは目をみはって、

「なに、あんたもエストを助けるの手伝ってくれるの？」

　クルドはむっと顔を歪ゆがめたまま、ぶっきらぼうに答えた。

「別におまえを手伝うわけじゃない。ダザン王宮を壊かい滅めつさせるのが俺たちの役目だ。それに、あの女はエンドローフさまの養女だからな。こんなところでアミュールの毒牙にかけさせるわけにはいかん」

「え？」
















　エンドローフって、あの騎士のこと？　あたしは意外な話に耳を疑って聞き返した。

　そのとき、大門の扉がきしみながら開き始めた。おおっ、と驚きの声が上がる。

「うわ……」

　あたしは顔をしかめた。門の向こうは一面の墓場だった。むっと腐くさった酢のような臭いが漂ただよってきて、大きくむせこむ。死臭だ。蒸し暑いこの国では腐敗は激しい。

　エストは死体の山の中央に、両手を縛られて柱から吊つるされていた。頭をがっくりと落とし、意識がないようだ。そりゃあ、この悪臭では失神もするだろう。

「マイドゥグリ、あれは、なに？」

　異様なものが目に入って、あたしは傍かたわらのマイドゥグリに尋ねた。

　それは、エストの隣で板にはりつけになって飾られていた。始めは巨大な豚の開きが天日干しにされているのかと思った。でも、こんなところに豚の開きなんて妙だ。それにあんな巨大な豚、見たことがない。エストの体の十倍はありそう。

「国王の死体だ」

　そっとマイドゥグリが耳打ちしてくれた。あたしは仰ぎよう天てんして、

「国王ですって？　あの醜悪な蛸たこが、あれ!?」

「奴隷たちが逃げる途中で踏み殺したんだ。ありゃあ人間じゃないな、人間の形をしたところが残ってない」

「なんで国王を開きにしてるのよ」

「俺たちに『偉大なる国王陛下と同じ処罰を』って飾ってるそうだ。あの国王が役に立つ、最初で最後の仕事だというわけだ」

　見るのも汚けがらわしそうにマイドゥグリは説明した。確かに、それは人間の部分をどこにもとどめていなかった。手も足も、顔もない。ただの踏みつぶされた肉の塊だ。人間の足が蹂じゆう躙りんしていった痕あとが、ところどころ残っているだけ。あたしは目を逸そらした。見ていて気持ちのいいものではない。

「これはこれは、マラスターンの王女殿下」

　あの嫌みったらしい声が聞こえ、あたしは振り返った。将軍が数十人の甲かつ冑ちゆうをまとった衛兵を連れて現れる。ぴたりと群衆のざわめきが止やんだ。みんなの顔が青ざめ、後しり込ごみしている。粛しゆく清せい将軍の名はそれほどまでに恐怖を伴ともなって知れ渡っているのだ。

　マハ将軍はにこりと微笑んだ。

「先日はどうもお疲れさまでした。私たちと一緒に来る用意ができたのですか」

「だっ、誰があんたなんかと。エストを返しなさいよ！」

「ダナエさまはどこです」

「まだ寝てるから連れてこなかったわ。あの子が起きたら、あたしたちがどうしようと逃げられちゃうに決まってるじゃない。もし起きたら、の話だけど」

　あたしは拳を握りしめた。マハはマリカ神が目覚めたことを知らないはずだ。将軍はにやにや笑っているきりで、あたしの言葉を信じているのか信じてないのか分からない。こういう駆け引きは苦手だ。でも、あたしが頑張らなくちゃ。

「エストを返してくれたら居場所を話すわ。あんたは信用できないもの」

「これは手厳しいですねえ。まあ、いいでしょう。こちらにおいでください、彼女は少々気分が悪いそうなのでね、手を貸していただけませんか」

　あたしは傍らのマイドゥグリを一いち瞥べつすると、一人、門に向かって歩きだした。

　案の定、ばんっと見えない壁に激突する。ううっ、アミュールの末まつ裔えいは通れるんじゃなかったの!?

「ちょっと、ごきぶり将軍！　入れないわよ！」

「これはこれは、少々血が薄すぎましたかな。おい、結界を解いてやれ」

　顎をしゃくって衛兵に命令する将軍。むっとしていると、寄りかかっていた結界がいきなり消えて、あたしはよろめいた。

　それが合あい図ずとなった。

「突っ込めーっ！」

　マイドゥグリの号令に、群衆がわあっと我先に門の中へ突っ込んでくる。あたしはぎょっとして、わきに逃げた。地響きがする勢いだ。

「危ない危ない、自分が蹂じゆう躙りんされるところだったわ」

　群衆は指示どおり、将軍や衛兵たちには目もくれず、宮殿目指して突っ込んでいった。これには意表をつかれたらしく、衛兵たちはきょとんと群衆の後ろ姿を見つめ、それから慌あわてて追いかけていく。へへーん、ざまあみろだわ。

「お嬢ちゃん！　上だ！」

　マイドゥグリの怒号。あたしは弾かれたようにその場から飛び離れた。

　ガリッ、と風の爪が大地をうがつ。わずかに遅れて、将軍がその上に降り立った。

　上目遣いにあたしを見て、にやりと笑う。残酷な、人をいたぶろうとしている目だ。

「ふふふ、こう来ると思っていましたよ」

「な、なによ、衛兵たちと一緒に行ったんじゃなかったの？」

「王女はまだまだ甘い、この宮殿には色々な仕掛があるのです。私が指示しなくても、宮殿自体が宮殿を守るのです。それにダナエさまもおっしゃったでしょう、力の結晶は並の力では破壊できないと」

「宮殿は無事でも仲間は無事じゃないわよっ」

「誰が仲間だというのです？　あの食物蔵に隠れてぶるぶる震えている醜い豚どもですか？　まさか！　我々と豚を同じにしないでくださいよ。豚は殺される運命にあるのです。卑しい者の食事に出される運命です。我々の知ったことではありません」

　将軍の嘲笑混じりの言葉にあたしは愕がく然ぜんとした。やられた。あたしたちは利用されたのだ。

　豚＝王侯貴族を正当に殺すために、こいつはわざと結界を外して暴徒を中に入れた。自分の手を汚さずに邪魔者を消せるから。なんてこと。ダナエさえお飾りだったんだ、この国の真の支配者はこいつだ！

　あたしの顔色が変わったのを読みとったのか、将軍はにっこり笑うと、

「お分かりのようですね、マラスターンの王女。あなたは実に聡そう明めいだ。しかし、聡明であることは必ずしも得になるとはかぎらない！」

　ぱっと腕が振り上げられる。あたしは逃げた。背中に衝撃。熱い！

　ショックで足がもつれ、腕と足を擦こすって倒れこむ。将軍の嘲ちよう笑しよう。鋭い爪が再び振り上げられる。あたしは歯を食いしばると、掌を将軍の顔面に狙い定めた。

　殺してやる。一発で片をつけてやる。

　ばっと、あたしと将軍の間に誰かが飛びこんできた。早口でなにかを唱えた途端、その手に巨大な光の盾が生じる。

「クルド！」

　将軍の爪と魔法がぶつかった。盾が砕け散り、風切りの力が四散する。

「きさま、魔法使いか！」

　将軍が吼ほえるように叫び、次の攻撃に出た。クルドが再び盾を出現させた。にやっと将軍が笑みを浮かべる。まずい、なにか仕掛けてくる！

　注意する前に、将軍は手を振り上げたままこっちに向かって駆けこんできた。あたしはぎょっとした。風切りの力は遠方からの攻撃が売りものなのに。

　将軍が飛び上がる。あたしは呆あつ気けに取られているクルドの腕を摑つかみ、盾を空にかざした。ガッ、という音とともに激しい衝撃が腕を伝わってくる。光の盾に長く鋭い鷲爪が食いこんだのだ。ばちばちっと火花が散る。

「こっ、この……！」

　あたしは両手でクルドの腕を支えたが、将軍はものすごい力で盾をぐいぐい押してくる。錐きりのような爪の先端がクルドの目に迫る。彼は恐怖に顔を強ばらせて、精神集中ができなくなっているようだった。盾の金色の光が鈍くなっていく。あたしは怒鳴った。

「クルド！　力を、もっと魔法を！　盾が割れちゃう！」

「う──わ、わ……」

　駄目だ。クルドはすっかり動転してしまっている。こいつ、実戦の経験がないんだわ。コリンの方がもっと肝きもが座っていたわよ！

　あたしは掌に力を集中させた。いざとなったらクルドの腕ごと吹き飛ばす。刺し違えになってもいい。少なくとも今こいつを殺せば、バトリーは安全だもの。

　盾一面にひびが入る。掌に伝わってくる「砕け散る」感触。あたしは歯を食いしばった。割れる！

　突然、死刑場に突風が生じた。

「きゃっ!?」

　強烈な風に魔法の盾が形を失って吹き飛ばされる。同時にあたしたちの体も風に吹き飛ばされ、十メートルも転がった。累るい々るいと築かれた死体の山さえ風に巻き上げられ、ばちばちと白はく亜あの宮殿の建物に激突する。

「なんだ、この嵐はあ！　竜巻かあ!?」

　ごうごうと風が唸うなる中、マイドゥグリの怒号が切れ切れに聞こえる。あたしは必死に柱にしがみついた。空は満天の星空だ。これは嵐なんかじゃない。

「ぎゃはははーっ、苦労しているじゃねーか、マリカの娘よ！」

　ばか笑いが天から降ってきた。嵐がぴたりと止む。風に名を呼ばれたあたしはぎょっとして、声のした方を振り仰いだ。聞き覚えはない声だ。でも、もしかしたら。

　ひゅっと風が唸うなって、つむじ風の中に若い男が出現した。宙に浮いている。能力者だ。ぼさぼさの青い髪が印象的だった。端たん正せいな容よう貌ぼう。そう、彼らに特徴的な、美び貌ぼう。

　男はあたしと目が合うとニイッと笑った。愛敬のある笑い方じゃない。助けてもらったというのに、あたしはぞくっと震えた。

　この人は、粛しゆく清せい将軍と同じ笑い方をする。

「俺さまはマリカや先生と違うからな、遠くの親類なんかかんけーねーや。俺たちのかわいい子供のためなら、こいつら全員でも殺してやらあ！」

　喜々として物騒なことを喚わめく男。ばか笑いをしている彼の背はい後ごから、いつのまに忍び寄ったのか将軍が飛びかかった。風切りの爪が振り上げられる。危ない！

「てめーはばかかあっ！」

　笑いながら怒鳴る男。刹せつ那な、旋風が生じ、マハは自分の第三の力とともに弾き飛ばされた。ぼきっ、と嫌な音がする。床に叩たたきつけられて骨が折れたみたいだ（本当になかなか死なない奴）。受け身をとる暇ひまもなかったんだわ。

　圧倒的な力。あたしたちでは足元にも及ばないほどの強大な力。この人はアミュールだ。三人目の生きつ粋すいのアミュール──

「風を操あやつる俺さまに、風切りの刃なんざあ効かねーよ！　風神カナとは俺のことだ、よーく覚えとけえっ！」

　ああっ、ばか！　自分から名乗るなーっ。
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　風神カナは第一印象どおり、怖い人だった。口調も乱暴で、なにより目つきが怖かった。

　エストレディータを助けだし、隠れ家に戻ってきてからあたしは忠告した。

「せっかく四天王が復活したことを内緒にしておいたのに、わざわざ名乗るのは無神経すぎる……じゃないでしょうか」

　思わず語尾が弱くなる。すると、カナの機嫌がころっと変わり、剣けん吞のんな目つきで、

「せっかく助けてやったのに、てめえにとやかく言われる筋合いはねえ！」

　と怒鳴られた挙げ句に殴なぐられてしまった。気分屋で短気、そしてわがままと、最低の条件を兼ね備えたアミュールだったのだ。

　いえ、これがアミュールとして正しい姿なのかもしれないわ。こういう奴らがその昔、能力者大虐殺を行ったに違いない。あたしはなるべくカナに近寄らないでおこうと思った。

「それにしても、俺たち三人がいっせいに起きるなんて初めてじゃんか」

「そうなんですか？」

　風神カナの言葉に、あたしは驚いてマリカに尋ねた。女神は微笑むと、

「そうね、喚よびだされても大たい抵ていのことは一人で片がついたでしょうし、手を借りるとしても二人いれば足りたから、三人が揃そろうことはなかったわ」

「俺さまはいつだって一人でやってのけたぜ。あいつら下らねえことで起こすんだもんよー。俺とエルヴィラはこの二人と違って攻撃型のアミュールだからな」

　カナが口を尖とがらせて言う。へええ。四天王を喚び起こしたのはあたしたちが初めてじゃなかったんだ。あたしは質問を重ねた。

「これまでに何度か起こされたことがあるんですか？」

「最初の眠りについてから千年以上も経っているからね。始めのうちはひっきりなしに起こされたものだよ。時とともに人々の記憶は薄れて、出番は少なくなったが、やれやれ、今回は実に二百年ぶりの目覚めだ。しかも、三人ともすべて起こしてしまうとはね」

「いいのよ、気にしないで。カンパネラもカナもわたくしの判断で起こしたのですから」

　先生の言葉に悄しよう然ぜんとするあたしを、マリカが慰めてくれる。そして、

「今回は特別なのよ、カナルダ・カナ。わたくしたち三人が集まる必要がありました」

　カナがフンと鼻で笑う。

「エルヴィラを起こすためかー？　長姉エルヴィラはなんどきでも起こすことなかれ。但し、次の場合にはこの限りでない。一つ、エルヴィラ王家断絶のとき。一つ、なんらかの方法でフェルム・フェシアが目覚めたとき。一つ、我々四人の誰かが死ぬとき。一つ、カリミア皇家が望んだとき。さーて、このうちのどれが当てはまるんだ」

「王家断絶の危機、というところかしら。ねえ、カナ。太陽神国を継つぐと詐さ称しようする国が幾いくつ出てきても、エルヴィラを起こす理由にはならなかったわ。わたくしたちがこれから相手にしなければならないのは、あのアイダント・モアなのよ」

　カナの動きが停止する。彼はふざけていた態度を改め、真剣な眼差しで、

「あいつ、生きてたのかー!?」

「ええ。あなたの国もわたくしの国も、彼に滅ぼされたわ。ふざけないで聞いて」

　マリカはあたしが話したことを手短に説明した。始めは神しん妙みように聞いていたカナだけど、次第に妙に顔を歪ゆがめて、

「なんか、モアがフェシアさまを利用しよーというのはムリがあるよーな気がすっけど」

「フェリム・フェシアは復活してもダザンを滅ぼしはしないというんですか？」

　沼地の魔ま道どう師しの賭けが失敗するかどうか、ひとごとながら心配になって、あたしはカナに聞き返した。彼は肩をすくめると、

「いや、あれはそーするぜ。そーゆー勢いだったもんなー、徹底的に殺せって。なー」

　カナが同意を求めると、マリカは自分を抱きしめ身震いした。思い出したくない、そんな様よう子すだ。彼女の肩を先生が抱き、あたしに説明してくれる。

「ぼくらは昔、フェシアさまの命令で多くの同族を葬ったのだよ。群雄割拠の時代を経験しているエルヴィラやぼくはともかく、異常同族愛が根づいたころに生まれたマリカには耐えられないことだった。だから、ぼくらは時のカリミア皇帝にフェシアさまを封印していただいたのだ。以来、二千年、彼は結界の中で眠り続けている。あのアミュールに対する憎しみが薄れているかどうかは誰にも分からない」

「また、あの虐殺が繰り返されるのかしら」

　マリカはその優しげなおもてを曇くもらせた。まるであたしが彼女を苦しめているような気がして、慌あわてて、

「あ、あたしは別にフェリム・フェシアを復活させてほしいとは思ってません。沼地の魔道師に協力するいわれなんかこれっぽっちもないしっ。かといって、あなた方がダザンの味方をして、能力者を殺す荷担をするのもいやだけど」

　そこまで捲まくしたてたあたしの頭を、いきなりカナがひっぱたいた。

「いったあーいっ！　な、なにするんですか、いきなり！」

「あのなー、俺たちがなんであんなガキ──っと、いちばん若い俺よりも五百も年下の王子の家出にくっついて、太陽神国を出たと思ってんだ？　カレディア王のやり口が不満だったからに決まってんじゃねか。アミュールがいちばん強いと思ってんなら、下っ端霊能者なんか放っとくのが当然だろーが。俺さまはそれが気に食わなかったから出てきたんだ」

　ばかじゃないかと言わんばかりの態度だ。これがバトリーなら即そく蹴りを入れているところだ（でも怖くてできない）。あたしは怒りを抑おさえながら、

「じゃあ、なにが無理なんです？」

「ばかだなー、やっぱり。モアもフェシアさまの復讐の対象になってんだよ。利用する前にてめーが殺されちまうわ」

　あたしは瞬まばたきをした。

「……なぜです？」

「お子さまには分からねえよーなことさ。知らなくてもいーんだよ」

「ともかくね、かわいい人。わたくしたちは霊能者を殺す気なんてまったくないのよ。間違ってもダザンに手を貸すつもりはないから、安心して」

　にっこりと微笑むマリカ。ごまかされた。聞かれたくないことなのだろうか。

「あ、あの、あなた方は沼地の魔道師を倒すつもりなんですか」

　あたしの言葉に三人は口をつぐんだ。それから互いに顔を見合わせて、

「俺はエルヴィラに判断任せるぜ」

「わたくしもそれがいいと思いますわ」

「彼女はモアに関する唯ゆい一いつ生き残った当事者だからね」

　結局、すべてはエルヴィラを目覚めさせてからということらしい。いったい沼地の魔道師は何者なのだろう。あの不細工な顔を思いだし、あたしは身震いしてしまった。

「となりゃ、早く起こしに行こーぜ。せっかく起きたんだからひと暴れしてーや」

　うずうずした様よう子すでカナが言う。こんなところはバトリーとおんなじだ。でも、違う。おんなじ乱暴者でも、この人は怖い。可愛いところはまったくない。

「じゃ、じゃあ、エストレディータと王女を起こしてきます」

　その場を逃れるように、あたしは立ち上がった。マリカは優しいし、先生は頼れる。でも、カナは怖い。アミュールの本性を見ているような気がして、息苦しかった。

　隣の部屋に行くと、エストがもう起きて身み支じ度たくをしていた。あたしを見て微笑む。

「もう起きあがっていいの？」

「怪け我がをしたわけではありませんから。バトリーは助かったのですね」

　隣で寝ているバトリーを一いち瞥べつして、彼女は言った。あたしは頷うなずき、

「カンパネラ先生が助けてくれたの──エスト、置いてっちゃってごめんね」

「置いて？　ああ、あのときですか。かまいませんよ、あれは正しい判断です」

　気にしていないというよりも、なぜ問題にするのか分からないといった口ぶりだ。彼女らしい優しさ、ではないだろう。あたしは少々怪け訝げんに感じながら、

「それに、あたしが気後れしたせいで、ジュノーはあんなことになってしまったし……」

「しかたないでしょう。隙すきを見せた王子が悪いのです。ダザンに赴おもむくと決めた時点で、相応の犠牲は当然と分かっていたのですから。今いま更さら後悔する必要はありませんよ」

「そ、そんな言い方しなくてもっ」

　淡々と言うエストに反論しかけて、あたしははっとした。

　犠牲は当然。

　そうだ、当然だったのだ。ダザンに乗りこむと決めたとき、あたしはそれなりの覚悟をしなければならなかった。なのに、忘れていた。いいえ、気づかなかったのよ。気軽な気持ちで来て、なんとかなると思っていて、そして、他人を巻きこんだ。

　ジュノーが捨てられたのは、コリンが死んだのは、あたしのせいだ。

「すぐに出かけるのですね。バトリーはどうしますか」

「……マイドゥグリと、コリンの兄貴でクルドって奴が面倒見てくれる約束なの」

　あたしは呆ぼう然ぜんとしたまま答えた。

　なにかをするには犠牲が要る。今までも、そして、これからも。

　昏こん々こんと眠るバトリーをあたしは凝視した。フェリシティを生き返らせるために、これから誰が犠牲になるというの？




「いやです、いやですわ！　おまえたちはアミュールのくせにそのような出来損ないの味方をして、わたくしたちを滅ぼすつもりなのですね！　おお、恐ろしい！」

　ダナエはエルヴィラを目覚めさせると聞くなり、マリカたちを面めん罵ばしまくった。

「この世はアミュールが治めるべきなのですわ！　アミュールの英知と力をもってすれば、この世に永遠楽土を築くも夢ではないというのに、なぜ邪魔をするのです！」

「うるせえっ！　がたがた言ってねーで、俺たちの言うとおりにしろっ！」

　しまいにカナが怒鳴りつけて、その迫力に負けてダナエは押し黙った。ほかの二人は閉口した様よう子すで、苦笑している。屈辱に唇くちびるを震わせている王女に、あたしは憮ぶ然ぜんと、

「別にフェリム・フェシアを復活させるわけじゃないんだからおとなしくしなさいよ。ダザンは沼地の魔道師がきれいさっぱりやっつけてくれるわ。大体、あんたは捕ほ虜りよなのよ。あたしたちにどうこう言える立場じゃないんだから。それとも、この場で殺されたい？」

　ダナエはあたしを睨にらみつけたけど、すぐに目を逸そらした。あたしが本気だと分かったのだろう。

「コリンを失った痛みは薄れない。今のあんたを殺すのは赤子の手をひねるより簡単だわ。そうしないのは、あんたがエルヴィラの鍵を発動させられる唯一の人間だからよ」

　淡々とあたしは言い渡す。カナが口笛を吹いた。

　でも、マリカを復活させるときはあんなに勧めたのに、なぜエルヴィラの復活は拒絶するのだろう。水神エルヴィラ──一体どんなアミュールなのかしら。

「では行きましょう。わたくしたちの手につかまって」

　差し出されたマリカの手をあたしは握った。ふくよかな、温かい手。義母がこれくらいフェリシティに優しかったら、あたしは今ごろなにをしていたかしら。

　視界が歪ゆがむ。水平線が円を描いた。空間移動だ。

　世界は油ゆ膜まくの表面のように、七色の光となって乱舞した。そして、世界が再び形を取り戻したとき、そこはダザンの山中ではなくなっていた。

　そこは無数の湖が集まる盆地だった。草原いっぱいにひしめき合う湖は、浅く水たまりのようなものから、大きな魚影が幾つも見える広大なものまであった。ひどく澄んだ、真っ青な水をたたえている。いえ、違うわ。これは空の色。湖は巨大な鏡となって空を映し出しているのだ。あたしは目を細めた。

「美しい場所だわ……心が清められていくよう」

　人の気配はない。空気は澄み渡り、風は荒々しく吹き荒れる。白い雲がものすごい勢いで流れていった。人跡未踏の地、聖域と言っても過言ではないだろう。

「エカルファスト高地の湖沼地帯ですね」

　エストが首を巡めぐらしながら言う。あたしは驚いて、

「知ってる場所なの？」

「一度来たことがあります、ここはエルヴィラ王国の領土内ですから。この湖沼群は二つの大河の源流で、一つはカナルダを通って東のオ湾へ、もう一つはエルヴィラの王都エマを通ってレタ海へ流れ出ています。ハイネルンスト大陸の臍へそと言ってもいいでしょう。もっともここは聖域で、王族以外の者は立ち入りを禁止されてますが」

「王族以外、ですって？　なにかの間違いではなくて」

　鼻を鳴らしてダナエが口を挟む。本当に口の減らない娘だが、エストは無視した。ジュノーにも冷たい態度だったけど、ダナエにはそれ以上だ。

「エルヴィラの鍵を」

　マリカが王女を促うながすが、彼女は聞く耳持たない。あたしが口を開く前に、

「とっととやれって言ってんだろ！」

　カナの怒号にダナエは飛び上がった。半分怒り、半分べそをかきながら、乱暴にエストの左手を摑つかむ。

　二人の手が青白く光り始めた。ゆっくりとダナエが手を離す。それに導かれるように、エストの掌に描かれた文様から金属の棒がぬうっと引き出された。ほかの三人の鍵と同じ、大きな紺こん青じようの石がはめられた杖だ。鍵を体内から抜き終えると、エストは大きく息をついた。鍵を持っていたのは精神的に大きな負担だったに違いない。

「さあ、エルヴィラの王女よ。杖を突き立て願うのです。エルヴィラの復活を」

「うだうだすんじゃねーぞっ」

　先生とカナに促うながされて、ダナエは不機嫌な面もちのまま杖を両手で天に掲かかげた。そして、

「我はエルヴィラの末裔にして、かの王国の正当な継承者である！　いにしえの教えに従したがい、偉大なる太祖の目覚めをここに願う。我の声届かば、ここに御身を顕あらわしたまえ！」

　高原一帯に響きわたる朗唱。王女が渾こん身しんの力をこめて杖を大地に突き立てる。

　ざあっと、湖にさざなみが立った。水が二つに割れ、湖に道が出現する。

　あたしたちはじっと待った。固かた唾ずを吞んで、微動だにせず。

　逆流する滝の狭間にぼうっと陽炎が立った。それは人影をとると、ゆっくりと、こちらに向かってきた。三人のアミュールが目を細める。
















「……水神、エルヴィラ？」

　あたしは呟つぶやいた。彼女はもう何千年も生きているとは思えないほど、若く、美しい女性だった。光の加減によって青みを帯びる白銀の髪。血の気がない白い肌。淡い水色の双そう眸ぼう。気高く隙のないプロポーションや、凛々しいと言っていいほどの美び貌ぼうは、人を跳ねつける冷たい雰囲気を漂わせていた。水のイメージだわ。彼女は雪解けの、手が切れてしまいそうに冷たい水のイメージがあった。

　水神エルヴィラはただの女神ではない。戦いの神だ。

　マリカの前でエルヴィラは立ち止まった。おもむろに口を開く。

「久しぶりですね、マリカ。カンパネラも、カナも元気そうで」

「エルヴィラ、会いたかったわ」

　マリカが目を潤うるませてエルヴィラを抱きしめた。ほかの二人も彼女に歩み寄る。エルヴィラは仲間を見て微笑んだけど、目が笑っていなかった。再会を喜ぶより大事なことがある。それを悟っている目だった。

「どのくらい時間が経っているのかしら。いったいなにが起こったのですか」

「あなたが眠ってから一千年以上は経っているわ。ああ、大変なの、カナルダもマラスターンも滅んだのよ。アイダント・モアが生きていたの！」

　沼地の魔道師の名を耳にしたエルヴィラの頰が、ぴくりと動いた。

「なにが起こったのか詳しく教えて、マリカ」

　そう言うと、彼女はマリカの額に手をかざした。まるで祝福を与える神官のようだ。

　しばらくその体勢でいたエルヴィラが、突然あたしを見た。な、なにかしら。

「マラスターンの王女、カリル」

「えっ？　あ、あたしの名前をどうして」

「おまえの記憶も少し視たいのだけど、いいですね」

　狼ろう狽ばいしているあたしの額に、すっとエルヴィラの白い手が伸びる。ひんやりとした感触が額に伝わった。

　あたしは身震いした。カナとはまた別の意味で、この人は怖い。この人の言葉には逆らってはいけない。そう思わせる重々しい響きがある。

「……そう。モアは太陽神国の遺産をよみがえらせたのですね」

　エルヴィラの呟つぶやきに、あたしはぎょっとした。この人、あたしの心を読んだんだわ！

　考えてみれば神と呼ばれたアミュールだ、心を読むぐらいなんてことはないだろう。こんなことで驚いちゃいけない。あたしは自分に言い聞かせ、恐怖を抑えこんだ。

　水を司つかさどるアミュールは視線をゆっくりとエストへ、それからダナエへと移す。

「それで、おまえたちは私になにを望むのです。モアを殺してほしいのですか。それとも、太陽神国の生き残りを滅ぼしてほしいのですか」

「決まっておりますわ！　アイダント・モアなど殺しておしまいなさい！　そして、この世にアミュールによる永遠楽土を築くのです！」

　すかさず喚わめくダナエをあたしとエストの二人で抑えこむ。それだけは冗談じゃない。

「あ、あたしは、フェリシティやコリンを生き返らせてほしいんです。ほかはなにも望みません。自分たちでどうにかします。だからお願いです、蘇そ生せいの秘術を教えてください！」

　あたしは懸命に訴えた。おねがい。どうかあの子たちを生き返らせて。あの子たちはなにも悪くないんです。あんな風に殺されるようなことはしてなかったんです。

　だけど。

「カリル。それは無理な願いです。たしかに、太陽神国には『転生』の秘術がありました。しかしながら、それはあなたの考えているようなものではないのです。あなたの妹をよみがえらせることはできないし、死体に命を吹き入れることもできないのです。ある特定の記憶を別の人間に写し変える、それが我々の言う転生なのですから」

　それは、どういうこと？　意味がよく分からず、あたしは聞き返そうとした。そのときだった。

　突然ダナエがエストの束そく縛ばくを振り切り、走りだした。エルヴィラが来た水の道を底へ向かって走る。どこへ行くつもりなの!?

「その者を止めなさい！」

　鋭いエルヴィラの命令。時間を置かず、ほかの三人のアミュールが空を飛んだ。すごい、あんなこともできるのね。カナがダナエに手を伸ばそうとする。

「無駄ですわ！」

　喜々と叫んで王女がなにか投げつけた。そんなもの、カナには役に立たない──と思ったら、いきなり三人はバランスを崩し、ぼてぼてっと落下した。派手な水しぶきが上がる。

「カナがやられた!?」

「力が無効にされた、あの娘、そんなものまで持っているとは」

　端的にエルヴィラは答えると、逆流する滝の道を自ら走りだした。

　ダナエの姿が、先ほどエルヴィラが出現した辺りでふっと消える。

「ど、どうしよう、ダナエはなにをするつもりかしら」

　あたしは狼ろう狽ばいして傍かたわらのエストを仰あおいだ。彼女は落ちつき払って、

「私たちが行っても足手まといになるだけです。ここで待機しましょう」

「そ、それもそうね」

　やっぱりエストは冷静だ、的確な判断をしてくれる。

　じっと水神の後ろ姿を凝視するエストの横顔に、あたしははっとした。

　なんてこと。なんのかんの言いながら、いちばんエルヴィラに似ているのはエストじゃない。その怜れい悧りな美び貌ぼうといい、落ちついた立ち振るまいといい、雰囲気はまるで一緒だ。彼女は「出来損ない」なんかじゃない。もっとも濃いエルヴィラの血を受け継つぐ者なのだ。なんて皮肉な。

「エルヴィラの結界の奥に、フェリム・フェシアは眠っている。そうでしたね」

　エストの言葉に我に返り、あたしは慌あわてて頷うなずいた。そして、はっと気がつく。

「ダナエはフェシアを復活させに行ったというの!?　そんな、ありえないわ！」

　フェシアこそダザンにとって最大の脅きよう威い、沼地の魔道師よりも恐ろしい、アミュールの抹まつ殺さつを求めるアミュールだ。そんな自分の首を絞めるようなことをするはずがない。

　でも、エルヴィラの復活を拒絶したのがあたしたちの目をごまかすためだとしたら。理由はともかく、ダナエの四天王を復活させる目的がフェシアにあったとしたら。

「復活はありえませんよ、フェシアはカリミア皇帝によって封印されているのですから。ダナエごときに起こせるはずがありません。一体なにを企たくらんでいるものか」

　端たん麗れいな顔を歪ゆがめてエストは言う。彼女の言葉には絶対的なカリミアへの信頼があった。

　エスト、もしかして自分の国よりカリミアを？

「エスト──エンドローフの養女だって本当？」

　控えめな口調であたしは尋ねた。はっと彼女の顔つきが変わる。仮面の下の素顔を見たのは、これで二回目だった。一回目は、ディエーンヌ城でエンドローフ本人と会ったとき。相手の秘密に触れてしまった、そんな罪悪感が胸をよぎる。

　エストは苦笑しながら、

「どこでそんな話を聞きこんできたのですか。ええ、私は十二のときまで彼に育てられました。母が死んだあと、今のカリミア皇帝が私をエンドローフに預けたのです。実父が死に、私は彼の代わりに国へ戻ることを許されました。今はエンドローフとは仇かたきの仲です」

「仇の仲って──きゃっ!?」

　あたしは悲鳴を上げた。地鳴りが轟とどろき、足元が大きく揺れたのだ。バランスを崩したあたしをエストが支えてくれる。

　湖の水面が大きく波打ち、地震はやむどころかさらに大きくなった。ゴゴゴゴと大地が鳴動し、高原中に響きわたる。

「い、いやあ、地面が揺れるうう！」

　あたしは半なかば座りこみながら悲鳴を上げた。立っていられない。お腹に音の震動が直接響く。気持ち悪い。どうしたの、エルヴィラ。まさか。まさか！

　湖面が膨らんだ。中から突き上げるように水柱がそそり立ち、巨大な水の壁を形成する。そして、津波と化してあたしたちに襲いかかってきたのだ。

「ひ、ひええ……」

　あたしは目をみはった。体が動かなかった。驚きと混乱が頭を真っ白にする。真上から降り落ちてくる波。視界が暗くなる。ああ、だめだ。吞のまれる！

　激しい衝撃。水がこんなに痛いものだとは知らなかった。

　荒れ狂う波に吞まれ、あたしの体はもみくちゃになった。くるくると回転して、上も下も分からない。真っ暗だ。怖くて目が開けられない。耳が痛い。頭ががんがんする。

　ふっと、あたしをもみくちゃにしていた巨大な水の力が消滅した。くらくらする頭を押さえながら目を開けると、エルヴィラがあたしを抱き上げてくれている。あたしたちは中空に浮かんでいたのだ。はああ、助かったあ。

「あ、ありがとうございます」

　あたしが激しくむせこみながら礼を言うと、エルヴィラは小さく笑った。あ、この人は笑うととても優しく見えるんだわ。でも、すぐに厳しい表情に戻ってしまった。

　眼下ではごうごうと音を立てながら水が流れている。高原は一面の水だった。水はとどまるところを知らず、あとからあとから湧わき出し続ける。下流で大だい氾はん濫らんが起きるに違いない。

　少し遠くで、同じようにエストが先生に引き上げられている姿が見えた。マリカとカナも溢あふれる水の中から姿を現す。

「あの、なにが起こったんですか。まさか、ダナエがフェシアを復活させちゃったとか」

「違います。フェシアさまを復活させたのではありません。あの娘、第三の力を無効にする道具といい、『転生の宝ほう珠じゆ』まで持っているとは。迂う闊かつでした」

　ぎりっと唇を嚙かみしめてエルヴィラが言う。転生の、宝珠？

「あなたたちは早くここを離れなさい。そして、あなたのカリミア皇太子に伝えて、復活したのはフェシアではなく──」

　エルヴィラの声を遮さえぎるように、水面が再び盛り上がると巨大な光が爆発した。

「きゃあっ！」

　ばあっと水が大量に蒸発し、一帯は蒸気に包まれる。めくるめく光。蒸気を通してもそれはあまりにも眩まぶしく、瞼まぶたを貫いて眼球を刺した。世界が白くなり、輪郭を失う。まるで太陽が落ちてきたみたいだった。あたしは必死にエルヴィラにしがみついた。

「お分かりのようね、エルヴィラ・ガレリア！　さあ、この方をよくご覧なさい！」

　ダナエの哄こう笑しようが響きわたった。光の中心の方からだ。

　すっと光が弱まった。ダナエが同じように浮かんで笑っている。そして、彼女に抱き支えられている、一人の青年。

　彼はまだ夢うつつの中にいるようだった。正体のない様よう子すで、ダナエに寄りかかっている。幼さの残る顔立ちはジュノーによく似ていた。かなりの美び貌ぼうだ。女顔の美しさ。華きや奢しやな体つきさえジュノーに似ている。

　あれが、フェリム・フェシア？　でも、エルヴィラは違うと……

「わたくしの目的はフェシアなどではありませんわ。わたくしが欲しいのはこの体、カレディア王の分身たるこの肉体です。見ていらっしゃい、これが太陽神の転生ですわ！」

　ダナエが手を突き出す。あたしはぎょっとした。彼女の手にはジュノーを狂わせたあの白い珠が摑つかまれているのだ。

「ダ、ダナエっ、それは！」

　慌あわてるあたしを尻目に、ダナエは白珠をフェシアの半開きの口に押しこんだ。

「あーっ！　ど、毒、毒を飲ませたーっ！」

「殿下、ご免！」

　ばっとカナがフェシアに飛びかかる。手刀が青年の脳天に叩たたきこまれる、その一歩手前で、カナは青年が放ったオーラに弾き飛ばされた。

「ぐっ！」

　とっさに防御の構えをとったものの、風神はくるくると回転しながら猛烈な勢いで飛んでいく。あっという間に見えなくなってしまった。

「カナ！」

　マリカが慌あわててその場から消える。

　なんて力なのかしら。あたしは慄りつ然ぜんとして、正体のない青年を見つめた。無意識のうちに自分を守っているんだ。あの乱暴なカナに触れることさえ許さなかった。

「無理ですわ、おまえたちごときになにができるというのです！」

　狂ったように笑いながら、ダナエは次々と白珠を飲ませている。一体どこに隠していたのよ、あんなにたくさん。あたしは落ちつき払っているエルヴィラに、

「エルヴィラさま、なんとかしなくていいんですかっ!?」

「もう無理です。最初の一粒でフェシアさまの体は乗っ取られました、今近寄っては危険です」

「あ、あの宝珠とかいうのですか？」

「あれは記憶の受信体です。保存体から記憶を送信させ、被体に転写する道具です」

　エルヴィラがわけの分からないことを言う。飲んでも平気だということ？

「でも、ジュノーは、ダナエの弟は、あれを飲んで発狂してしまったのに」

「適合があるのです。被体となりえるのは記憶の持ち主の血族だけ、しかも持ち主に見合う霊力を持っていなければならない。実の息子であるフェシアさまならそれらの条件を全て叶かなえます。しかも、反発する意志は今の彼にはない。彼の意識は封印されているのだから。彼は眠りについたままラー・カレディア王の亡霊に取り憑つかれたのです」

　淡々とエルヴィラは説明する。水色の双そう眸ぼうはまっすぐフェシアを凝視したままだ。

　あたしはフェシアと彼女を代わる代わる見つめた。記憶。記憶って、どういうこと？

　なにかおかしい。なにか考えていた『転生』と違うわ。

「マリカの娘よ、このことを早くカリミアに。カレディア王はダザンに組みするでしょう。そうなれば霊能者狩りが徹底的に行われます。わたくしたちはここで王を食い止めます。ここまで来てフェシアさまを父王陛下のいいようにはさせません」

　断言するエルヴィラの目が爛らん々らんと輝いている。本気だわ。刺し違えてもかまわない、そんな決意がひしひしと伝わってくる。言動が冷静な分、迫力があった。

　あたしは気を吞まれて彼女を見つめた。そんなあたしを見て、エルヴィラが苛いら立だたしそうに、

「早く行きなさい。王が裏切り者である私を見逃すわけはありません」

「で、でも、あたし飛べないんですけど」

　こんなところ（中空の上に足元は大洪水だ）でどうしろと言うのだろうか。エルヴィラが呆あきれた面もちになって、なにか言おうと口を開いたとき。

　すうっと世界から光が消えた。

「太陽が!?」

　あたしは驚きよう愕がくの声を上げる。いきなり夜になってしまったのだ。突然の天変地異にあたしは怖くなってエルヴィラにしがみついた。

「エ、エルヴィラさま！　これは一体！」

「落ちつきなさい、ここは黒の家の中です。転写の力場に引きずりこまれたのです」

　いたって冷静なエルヴィラの声。彼女は知っているのだ。なにが起きたのか、そしてこれからなにが起こるのか。

「黒の家って、マイドゥグリの仲間が言ってた……」

　ぱあっと光が差した。太陽が地平線から顔を出したのだ。ぐんぐん空へ昇っていく。

「え!?」

　あたしは仰ぎよう天てんした。二つ目の太陽が地平線から出てくる!?　二つどころか、次々と太陽が地平線から現れては天に昇っていくじゃない。なによ、これ。

　呆ぼう然ぜんとするあたしをばかにするように、太陽たちはぐるぐると螺ら旋せんを描き始めた。螺旋は二列になり、さらに絡からみ合って一本の天に架かかる橋となる。

「違う……あれは、石だわ」

　太陽かと思っていたものは白い大きな石だった。ダザンの王宮で見た、沙漠の遺跡で発見されたという巨石だ。悪夢だわ。こんなの、信じられない。

「あれが記憶の保存体です。カリル、しっかり私につかまっていなさい」

　言われなくてもあたしはエルヴィラにしがみついた。彼女の肌のひんやりした感触。ひどく存在感のある感触だった。夢なんかじゃない。

　螺旋はそれ自体渦うずを巻き始め、そして、フェシアに襲いかかった。

「ぶつかる！」

　あたしは思わず目をつぶった。だが、石は青年の体の中にすうっと吸いこまれてしまったのだ。

　何百、何千という太陽が、次々と青年に吸収されていく。

「幻……なんですか、これは？」

「カレディア王は生前から転生を望み、密かに準備していました。自分の情報を保存体に書きこんでおいたのです。とり憑かれた体は王の記憶とともに、その霊力と英知をも受け継つぎます。ダザンという国を甘く考えていました。アミュールとともに滅びた太陽神国の技術を復活させるなど、あまりにも愚かな」

　エルヴィラの説明をあたしは最後まで聞いていなかった。

　情報を保存体──あの石に書きこんでなかったら、転生することはできない。そういうこと？　エルヴィラはそう言ってるの？

　だったら、フェリシティは書きこんでいない。

　フェリシティは書き込んでなんかいない！
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　フェリシティは情報を書き込んでなんかいない。

「エルヴィラさまっ、じゃあフェリシティは、コリンは！」

　言いかけた瞬間、フェシアの体から光が爆発した。世界の白黒が反転する。

　頭の中まで真っ白になるような閃光だった。

　ばりばりと大気が震しん撼かんし、強烈な雷光が白い世界を引き裂いた。力の波が押し寄せてくるのが、この目で視える。

「ひっ！」

　恐怖にあたしは思わず目をつむり、身を縮めた。なんて力、怖い。怖い！

　だけど、予想していた力の波は濤とうは来なかった。あたしは顔を上げた。びっしょりと汗をかいていた。エルヴィラの端たん正せいな顔が見える。そして、あたしたちを包む光の膜まく。ダザンの王宮を覆おおっていた結界と同じ質のものだ。

　力はエルヴィラの結界に弾き返されたのだ。彼女はあたしに微笑むと、

「大丈夫ですか」

「は、はい。エルヴィラさまこそ……」

　言いかけて、それが愚問だと気づいた。彼女は最強のアミュールの一人なのだ。

　光が収まったとき、あたしたちは「黒の家」から元の高原に戻っていた。辺りはもうもうと蒸気が上がっているが、あんなにあった湖が一つ残らず消滅していた。

「湖が干上がっている!?」

　慌あわててエルヴィラに視線を戻すと、彼女は険けわしい目つきで宙の一点を見つめていた。

　そこにはフェリム・フェシアが仁王立ちになって浮かんでいた。すぐ側でダナエが呆ぼう然ぜんとした面もちで彼を見つめている。予想以上の力に仰ぎよう天てんした、といったところか。

「エルヴィラ、フェシアさまはどうなってしまったんだ」

　カンパネラの声にあたしはぎょっとした。すぐ側に先生とエストがいることを忘れていたのだ。エストは失神したままだ。エルヴィラは視線を動かさず、

「フェシアさまは未だ目覚めていません。あそこにいるのは、亡霊にとり憑かれているだけの夢遊病者にすぎません」

「ク、ク、ク。相変ワラズ、知ッタヨウナ、口ヲキク」

　ぎくしゃくした声が響きわたった。フェシアの口からだ！

　フェシアの虚うつろだったトパーズの双そう眸ぼうに光が宿る。にやあと口元が歪ゆがんだ。目の前の獲物をいたぶる本性が表れる、そんな笑みだ。

「私ノ記憶ハ、再ビ光ノ下ニ出サレタノダ。マサカ、乗リ移ル体ガ不ふ肖しようノ息子ダトハ思ワナカッタガナ。私ガ、コウシテ話シテいる私が、暗示にかかったフェシアであると思いたくば思うがいい。く、く、く。エルヴィラ・ガレリア。なにを驚いている」

　エルヴィラが驚いている？　あたしは耳を疑った。彼女は顔色一つ変えていない。声もいたって冷静な調子で、

「自分が記憶箱に封じられていた記憶だと認識できるのですか。確か科学者たちの話では、本体と識別することは不可能だったはずです」

「記憶を封じた時点から連続していると認識してしまう。おまえが知っている限りはそうだったな。簡単なことだ。改良したのだよ。記憶箱そのものが学習し、思考することが可能になった。私は私の死を知っている。私は記憶の残留にすぎない」

　く、く、く、と笑いながら彼は──ラー・カレディアは言う。

　二人の会話はよく分からないけど、つまり太陽神国の『転生』という秘術は、「霊魂を抜きだして保存し、その子孫に植え付けることができる」、そういうものなのだろうか。

　だとしたら、植え付けられた子孫の方はどうなる？

「神王陛下！　わたくしはあなたの子孫でダナエともうします！　ぜひわたくしたちに力をお貸しくださいませ！」

　ダナエが声を張り上げた。しかし、それをもののみごと無視する王。彼の目にはエルヴィラしか映っていない。カンパネラ先生も、彼女に抱かれているあたしのことさえ見てはいなかった。彼にとってあたしたちは取るに足らない存在、目に入れることも許されない存在なのだ。

　エルヴィラはまっすぐカレディア王を見つめて言い返した。

「ですが、陛下は記憶箱の実験を中止されたのではありませんでしたか。あなたがおっしゃるように、記憶は残留しても陛下自身が生き返るわけではない。永遠の生を求めた陛下とは考えが違った。あなたは陛下の記憶を持つが、陛下ではない。陛下はなにが目的で記憶を残したのです」

「世界が私を求めているのだよ──と言えば気に入るかな、エルヴィラ・ガレリア。その理由はおまえが一番知っているのではないか」

「この世をアミュールの天下にするためですわ！　能力者どもを一いつ掃そうし、再びわたくしたちの世界を築かれるためです！」

　甲高い声でダナエが口を挟む。意外にも王が彼女をじろりと一いつ瞥べつし、

「うるさい小娘だ」

　無造作に手を挙げる。途端、王女の体が炎に包まれた。

「ぎゃっ！」

　絶叫するダナエ。あたしは愕がく然ぜんとした。なんてことを！

　エルヴィラが宙を摑つかむ仕草をする。ばっと炎が四散した。炎の内側に出現した大量の水に弾き飛ばされたのだ。

　濡ぬれ鼠ねずみになったダナエがまっ逆さまに落ちていく。干上がった湖の底に激突する直前、落下速度が弱まって、ふんわりと彼女は横たえられた。

　あたしは大きく息を吐いた。なにからなにまで人騒がせな王女だ。

　でも、なぜ？　ダナエはカレディア王の信奉者だ。彼の子孫であり、彼の国を継つぐ者──いくら騒々しくて邪じや険けんにするにしても、殺そうとするなんて。

　エルヴィラは今の騒ぎなどなかったように、言葉を続ける。

「能力者の虐ぎやく殺さつの続きを行うため──でもありませんね。あれはあなたの内なる恐怖がもたらしたもの。臆病にもカリミアを恐れるあまり、彼らの手先となる予定だった霊能者の虐殺を行った。それは功を奏しましたよ、未だにカリミアは霊能者を傘さん下かに入れることをためらっています。ですが、世界中の霊能者が束になろうとも、あなたに敵かなうはずがなかった。あなたが恐れたのは霊力ではなく、人間そのもの。人の目がカリミアへ集まることだった」

「そうとも！　だから私は殺した。英雄はこの世に一人でいい。人々が羨せん望ぼうし、神の国、幸なる国と呼ぶのは一つでいいのだ。それは私の国であって、断じてカリミアであってはならない」

　エルヴィラに臆病者呼ばわりされたにも関わらず、激するどころか笑って肯定する王。そこまで言われれば、王の転生の目的はあたしにだって見当がついた。

　彼はカリミアを滅ぼすために蘇よみがえったのだわ。

「カリミアを滅ぼすおつもりですか。無理です、生前の陛下に不可能だったことが、今になってできるとは思えません。我々アミュールでさえ敵わぬ相手だということが、なぜお分かりにならないのですか」

　物おじもせず鋭くとがめるエルヴィラに、カレディア王は哄こう笑しようして、

「は、は、は！　エルヴィラ・ガレリア、私をそこまで愚か者と思っているのか。カリミア皇家に手を出すなどよもや考えてはおらん。どうあがいても無理だと骨身にしみて分かっておるからな。私は死の床で悟ったのだ。あやつらがなにを考えているのか。エルヴィラ、おまえも薄々は気づいているはずだ。あやつらの思いどおりにはさせん。カリミアにくれてやるならこの世界、我が手で滅ぼしてやるわ！」

　叫びながら天に突き出された王の掌に、一気に力が集まる。

「あ!?」

　大気の中に力の流れが視える!?　今まで視たことがなかった流れだ。それは渦を巻いて王の手へと吸いこまれていく。この力はなに？　力の源はどこ？　あたしは焦あせって辺りを見回した。マリカが大地から吸い取った力とは比べものにならないほど強力だ。

　はっとあたしは天を仰あおいだ。太陽。太陽の神ラー・カレディア。この流れは大気に満ちていた太陽の力だ。この人はこんな強烈な力を操あやつるというの!?

　大気が放電し始める。王の掌に光の玉が生じた。無尽蔵の太陽の力を吸い取り、一気に膨張する。大きい！

「カンパネラ、逃げます！」

　硬直している先生の手をエルヴィラは摑つかんだ。世界が歪曲し、七色の光と化す。

　空間を移動し終えた途端、太陽の光よりも眩しい閃せん光こうが世界を覆った。わずかにずれて雷龍が何万と天を駆け抜ける。かなり遅れて轟音。腹に響きわたる爆発の音。そして、爆風が吹き荒れる。風というよりも空間そのものが震動しているような揺れだった。

　あたしたちはエルヴィラの張った結界の中にいたので、その天変地異から逃れることができた。だが、その見えない壁さえびりびりと震え、カレディア王の力とエルヴィラの力が拮きつ抗こうして火花を散らす。こんなに遠く離れたのに、なんて力だろう。

「エ、エルヴィラさまっ」

　あたしは気が気ではなく、エルヴィラに強くしがみついた。

　世界を滅ぼす。本気で？　本気でそんなことを考えているの、カレディア王。




　世界は滅びなかった。けど、美しかった高原の湖沼地帯は、巨大な穴と変じて見る影もなかった。

　一帯は表土を全て吹き飛ばされ、草一本残っていない。焦土というのはこういうものを言うのだろう。黒く焼やけた大地が荒こう涼りようと広がるきり。

　沙漠の方がまだましだ。あたしは荒野に佇たたずんでぼんやりと考えた。厳しい土地だけど、悲惨ではなかった。沙漠には沙漠の生態があったもの。ここにはなにもない。生きて動いているのはあたしたちだけ。風が吹きすさぶだけ。

　マリカとカナはしばらくして現れた。

「陛下の放つ力の波に圧おされて近寄れなかったわ。生前とお変わりない力だった」

　青ざめながらマリカが言ったものだ。でも、それが幸いして、彼女たちは天変地異から免まぬがれることができた。あの莫ばく大だいな力の放出は、近くにいたら四天王さえ危なかったらしい。

　エストとダナエはまだ意識が戻らない。

「カリミアにいい目を見せないために世界を滅ぼす、か。陛下が考えそーなことだぜ」

　話を聞いたカナが憮ぶ然ぜんと言う。でも、前のような勢いはない。そうね、王の力は彼らがいちばん知っているんだもの。マリカが泣きそうな面もちで、

「このままではみんな殺されてしまうわ。陛下はどちらへ行かれたのかしら」

「あては一つしかないでしょう。太陽神国の王都アリス・パレス。あそこには幾つか古代機械が残っているはずです。あれを使うに違いありません。まだ空間移動ができるほど体が起きているとは思えません。じかに飛んでいったと思います」

「その途中にある国は全滅ということだね。となると、ダザンという国もぶつかるな」

「しょせんはいんちき国家さ。あの陛下が後継国なんて認めるわきゃねーよな」

　四天王が頭を寄せて話し合っている。あたしは少し離れたところでエストを看みながら話を聞いていた。

　世界は滅んでしまう。こんなにいきなり。ダグダイワなんか一発で消し飛んでしまうだろう。ざまあみろだわ、マハ将軍。あんたたちが崇あがめる神によってあんたは滅びる。いい気味よ……？

　あたしは首を傾げた。ダザンが滅びる？　なにか忘れているような気が……

「あーっ、バトリーっ！」

　バトリーがまだダグダイワにいるーっ。あたしは慌あわててマリカにすがりついた。

「マリカさま、バトリーがまだダグダイワにいるんですっ。お願いです、彼を助けてください！」

「ああ、かわいい人。そうだったわね、あなたの大切な人をあそこに置いてきたのだわ。あの親切な黒人の青年たちも、魔法使いの青年も……」

　そこまで言って、マリカは口ごもってしまった。宝石のような瞳が潤うるんでいる。地母神、母なる女神。慈じ愛あいの象徴とされてきた彼女には、同族でなくても人が殺されていくのは辛つらいことなんだわ。

　あたしはエルヴィラを仰あおいだ。彼女もまっすぐあたしを見る。そして、他の三人のアミュールに向かって、

「先回りしましょう。ダグダイワで彼の暴走をくい止めます。相手はフェシアさまです、亡霊憑つきになろうとも決してカレディア王ではありませんよ。あなたたちの脳に神王陛下に対する服従器が組みこまれていようと、それに従う必要はないのです。よろしいですね。フェシアさまを父王陛下からお守りするのが私たちの役目でした。今もそれは変わりありません」

　誰も返事をしなかった。でも、みんな分かっているようだった。青ざめながらも決死の覚かく悟ごをした様よう子すでいる。あたしは、

「あたしも連れてってください」

　それだけ言うのでせいいっぱいだった。エルヴィラは頷うなずいてくれた。




　山の隠かくれ家は荒らされていた。襲われたのだ。

　甲かつ冑ちゆうを着けたダザン兵が七人、死体になって転がっていた。うち二人は粛しゆく清せい隊たいのメンバーだったらしく、剣を持っていなかった。

「そんな……」

　あたしは呆ぼう然ぜんと部屋に立ち尽くした。バトリーやマイドゥグリたちの死体はない。

「カリル、元気を出して。彼らは無事よ、ここに彼らの血は残ってないもの」

　マリカが懸命に励ましてくれる。バトリーたちは襲撃者を返り討ちにしたあと、隠れ家を捨てたに違いない。そうだと思いたかった。

「時が時です、遠くには行ってないでしょう。おそらく街に潜せん伏ぷくしているはずです」

「あ、あたし、捜してきます！」

　エルヴィラの判断に、あたしは四天王と別行動をとることになった。彼らはカレディア王が来る前に罠を張らなければならなかったのだ。

　一人、街に下りる。

　王都はいっそう悲惨な状況に陥おちいっていた。建物は半壊し、ぶじなものは一つもない。あちこちから煙が上がっていて、通りや路地裏に腐乱し始めた死体が累々と転がっていた。太った富豪も多かったけど、今度は名札をつけた奴ど隷れいの死体もたくさんあった。呻うめき声や悲鳴がときおり聞こえてくるが、やけにしんと静まり返っている。

　戦況はどうなったの？

　あたしは走った。頭のうしろが痺しびれるような異い臭しゆうの中を、必死に走った。誰もいない。反乱はどうなったのだろう。カレディア王が来る前に滅びたんじゃないでしょうね。

　まさか、バトリーも!?

「バトリー、どこお！　バトリー、バト──きゃっ！」

　棒切れに足をとられ、あたしは転倒した。鼻をしたたか打つ。べええ。また泥どろ舐なめちゃった。情けなくて涙が出てくる。

「バトリいいい」

　どこ行っちゃったのよ、あのばか。あたしの気も知らないで。

「おい……嬢ちゃん。泣くなよ……俺だ」

　棒切れが喋った!?　あたしは飛び上がってとっさに掌を突きだした。けれど、棒切れだと思ったのは腕で、腕の付け根には──マイドゥグリの顔がつながっている。

「マイドゥグリ!?　生きてたの！」

　あたしは彼に飛びついた。通りの真ん中で寝ているんだもの、気づかなかった。

「ああ、なんとか、な。嬢ちゃん、力があるなら、足に乗ってる石を除けてほしいんだ」

　マイドゥグリは笑おうとしたけど、顔が妙に歪ゆがんでしまう。見れば、彼の足にブロックの山が積まれていた。石の下におびただしい量の血がたまっている。

「きゃっ……」

　思わず声を上げてしまった。この分だと両足はぐちゃぐちゃになっているに違いない。でも、マイドゥグリが笑って、

「嬢ちゃん、女の子のくせに血が怖いのかあ」

「こっ、怖くなんかないわよ。怪け我が人はおとなしくしてなさいっ」

　あたしは彼を叱しかりつけると、ブロックを一つ一つ取り除き始めた。

「隠れ家を襲われたんでしょう。バトリーはぶじ？　クルドは？」

「あの二人とは、逃げるときに離ればなれになった。そんな顔するなよ、嬢ちゃん。別れたときまでは、確かに無事だったさ。今も無事に決まってる。ああいう単純な男は長生きするもんなんだよ。古こ今こん東とう西ざい決まってるんだ、安心しな」

　顔面から血の気が引いて蒼そう白はくになっているのに、減らず口を叩たたくマイドゥグリ。あたしは涙をこらえ、次第にあらわになる彼の足から目を背けた。

「下らないこと言ってないでよ。そんなことより、この静けさはどうしたの。戦局はどうなったか知ってる？」

「ああ。俺は街に下りてきてから仲間と合流したからな……あいつら、腐っても鯛だ。太刀打ちできんよ。国中に散らばってた神官どもが駆けつけて、あっさり形勢逆転、だ」

　自じ嘲ちようぎみというか、やけっぱちになってマイドゥグリは説明する。あいつらとはアミュールの末まつ裔えいのことだ。

「みんな殺されちまった。ゼーグも、ミクムクも。今は魔法使いが健闘してくれてるが、絶対に不利だぜ。俺も逃げる途中でやられちまって、このざまだ。クルドはまだ最前線にいるはずだよ。粛しゆく清せい将軍、やるじゃねえか……お、噂をすればクルドだ」

　マイドゥグリの言葉に振り向くと、虚空を割ってクルドが出現した。空間移動だ。

　クルドはあたしと目が合うと、「なんだ、おまえか」、そんな顔をして笑った。そして、ぐらりと倒れこむ。

「ちょ、ちょっと！」

　慌あわてて駆け寄って体を支える。クルドは満身創そう痍いで、明らかになぶられた痕あとがあった。這ほう々ほうのていで逃げてきたに違いない。あの変態将軍の手から。

「な、なんだ、おまえ。なんで、こんなとこにいるんだよお」

　なぜか笑って、クルドはあたしの手を邪じや険けんに振り払った。よろよろしながら自力で立とうとする。もう、素直じゃないんだから。

「この期ごに及んでなに意気がってんのよっ。でもよかった、あんたが来てくれて」

「え……」

「今すぐこの国を出て。みんなを撤てつ退たいさせるのよっ」

　あたしは意気込んで言った。クルドは始めぽかんとして、それから顔を真っ赤にすると、

「み、見損なうな！　そ、そりゃあ、形勢は絶対的に不利だが、だからといって尻尾巻いて逃げ出せるかっ。俺たちはここを死守しろとアイダント・モアさまに言われてんだっ」

「違う、そんなことじゃないっ。太陽神が来るのよ！　あいつは世界を滅ぼす気なの、ここにもうすぐ来ちゃうのよ！」

　見当違いのことで反論するクルドを、あたしは怒鳴りつけた。反応したのはマイドゥグリの方だった。

「太陽神って、ラー・カレディア王のことか、能力者大虐殺を行った張本人の」

　あたしは頷うなずく。クルドが目をみはった。彼も名前は知っていたようだ。

「そんなばかな！　そいつはとうの昔に死んだんだろっ」

「その幽霊がフェシアの体に取り憑ついて復活しちゃったのよ。あんたたちが太刀打ちできる力じゃないわ、桁けた違ちがいなの。四天王がここで罠を張ってなんとか暴走を止めるつもりだけど、成功するか分からないわ。だから、早く逃げて！」

「ここはアミュールの末まつ裔えいの国だよ、嬢ちゃん。まさか、自分の信奉者を殺すなんてことは」

「今のあいつにはアミュールも能力者も区別なんかないの。みんな滅ぼすつもりなのよ。ここは放っておいても太陽神が勝手に滅ぼしてくれるわ！　だから！」

　これだけあたしが言っているのに、クルドはまだ納得しかねる様よう子すで、

「でも、俺たちはモアさまの命令が……」

「沼地の魔道師だって太陽神の復活に気づいてるはずよっ。このままいたら無駄死にになることぐらいだって分かってる。あいつの力はあんたたちがよく知ってるはずでしょう？　それなのになにも言ってこないなんて、あんたたちは沼地の魔道師に見捨てられたのよ！　ねえ、どうしてあんな奴に従うの？　目的のためならどんな犠牲も、仲間でさえ犠牲にするのも厭いとわない奴を、どうして慕したうの!?　お願い、撤てつ退たいして！　あんたがこんな風に死んだらコリンが報われない！」

　感情が高ぶりすぎたのか、あたしはぼろぼろ涙を流した。お願い、信条曲げて泣き落としまでしているの。撤退して。

　あたしの勢いに吞まれ、マイドゥグリとクルドは困こん惑わくした顔を突き合わせたが、ついに、

「分かった、分かった。嬢ちゃん、泣くな。本当かどうか分からんが、一時ダグダイワを放棄しよう。クルド、手を貸してくれるな」

「あ、ああ。転移の魔法陣を描けば、遠くまで大勢を移動させられる。おい、どこまで逃げればいいんだよ」

「できるだけ遠く、東か西に」

　あたしは間かん髪はつを入れず答えた。太陽神の進路を手短に説明すると、急いでマイドゥグリを捕らえていた石を取り除いた。そして、立ち上がり、

「じゃあ、早くみんなを。お願いね」

「お願いねって、嬢ちゃん、どこに行くつもりだ？」

「バトリーを捜しに行かなくちゃ。クルド、あとは頼んだわよ」

　あたしはそう言うと、ぎゅっとクルドの両手を握った。

「あんただけが頼りなの──言うこときいてくれて、ありがとう」

　あたしの言葉に彼は面めん食くらっていた。けど、行こうとしたあたしの背に向かって、

「ま──魔法陣は王宮の正面広場に描いとくからな！　おまえもさっさと来い！」

　そう言ってくれた。あたしは拳を握りしめると、走りだした。




「ばとりいい！　もおっ、出てこないと承知しないわよお！」

　こうなったら誰に聞かれてもかまわないと、あたしは声を張り上げてバトリーを呼んだ。彼が行きそうなところ──小競り合いの行われているところか食べ物が手に入るところを巡めぐってみたが、うんともすんとも言わない。とうとう街の外れまで来てしまった。

　引き返そうとして、角を曲がった途端、あたしは障害物にぶつかった。

「きゃっ！」

　勢いあまってひっくり返る。あいたた、鼻を思いっきりぶつけちゃった。

「な、なによお、道の真ん中に変なもの置かないでよ！」

　そう喚わめいてから、あたしはぎょっとした。障害物は甲かつ冑ちゆうを着込んだ兵士だったのだ。相手も同じようにすっ転んでいる。

「た、隊長！」

「しっかりしてください！」

　ほかの兵士が慌あわてて起こす。まずい、敵だ！　彼らの意識が「隊長」に向けられている間に、あたしは一目散に逃げだした。

「あっ、こら娘！　なぜ逃げる！」

「きさま、貴族ではないな！　待てーっ」

　怒号が追いかけてくる。待つわけないじゃない、あたしは無我夢中で走った。

　ガチャガチャと金属の触れ合う重たい音が、どんどん遠くなっていく。こんな湿気と熱気の国で、兵士の甲冑はそうとう重いらしく、あっという間にあたしは彼らを振り切った。ふっ、「かけっこカリちゃん」に勝とうなんて十年遅かったわよ。

　……そう言えばバトリーは、あたしをあっさり振り切ったっけ。

「本当にどこ行っちゃったのよ、あの男は！」

　無性に腹が立って、あたしは天に向かって怒鳴った。その途端、足をとられて転倒する。

「きゃっ!?」

　見ると、蔓つるが足に絡からみつき、うねうねと蠢うごめいている。まるで蛇のようだ。

「な、なによ、これ」

　ぞっとしてあたしは蔓を引きちぎろうとしたが、のたくってうまく摑つかめない。手間取っているうちに、さっきの衛兵たちが追いついてきてしまった。

　誰かが第三の力で操っている？

「きさま、我々を見て逃げるとはどういうことだ！」

「こういうことよ！」

　あたしは怒鳴りながら掌を一団に突きだした。漏ろう斗とよ。漏斗。意識を集中させ、生じた光の玉を撃ち放つ。

　あ、軽い。自分でもはっきり分かる、力の加減ができた。

　ぎょっと目をみはる衛兵たちに、光の玉は直撃した。ばたばたと人馬が倒れる。ふっ、どんなものよっ。兵士の一人が仲間の下敷きになりながら、顔を真っ赤にして怒鳴った。

「き、きさま、霊能者かっ」

「あたしはアミュールの末まつ裔えいよ！」

　あたしは大笑いして答えてやると（ちょっとカナの性格が伝う染つったようだ）、再び走りだした。こうなったら街中に行くのは少し見合わせよう。

　通りを抜け、港を抜け、埠ふ頭とう沿ぞいに町外れまで走る。海は荒れていた。まるで天変地異の兆きざしのようだ。海も恐がっているのだろうか、太陽神の復活を。

「待てーっ」

　再び追手が来る。もう、しつこいわねっ。

　あたしは掌に力を集中させた。さすがに二発目は体力の消しよう耗もうを感じる。こんなときだけはマリカやカレディア王が羨うらやましかった。彼らは周りのものからエネルギーを吸収して自分の力にできるのだから。あたしは自分の命を削けずっている気がする。

　一発で片付け、あたしはその場を離れた。

　それにしても、あいつら本当にアミュールの末まつ裔えいなのだろうか。出来損ないのあたしにあっさり倒されるなんて。カナが「いんちき」と称しただけある。

「ばとりいいいっ！」

　力いっぱい叫ぶ。もお、なんで返事がないのっ。ばかバトリー。

　埠頭から砂浜をてれてれと走る。体が重い。頭もぐらぐらする。三発、頑張って四発、五発撃ったら体は動かなくなるだろう。帰る分も考えたら、バトリーを見つけるまではもう撃てない。

　敵が来ても逃げるしかないわ。そう判断を下したところへ、

「待てーっ」

　あああ、撃てないって考えた側そばからーっ。あたしはやけになって第三の力を撃ちこんだ。わあわあと喚きながら倒れる兵士たち。

「もうっ、あっさりやられるなら出てこないでよ！」

　怒鳴る声もお腹に力が入らなくて勢いがない。ああ、怒る力もなくなってしまった。

　あたしは足元をふらふらさせながら、浜から巨大な草の群生の中に入った。よく見ると、草はきれいに整列して植えられている、もしかして、ここは畑なのだろうか。

　そう言えば食べ物を口にしたのはいつだろう。あたしは辺りを見回し──そして、幹と幹の間からにょっきり突き出している足に気がついた。

　あの足は。

「バトリー!?」

　あたしは仰ぎよう天てんして彼に飛びついた。慌あわてて仰向けにさせると、ぐったりしているがバトリーはちゃんと生きていた。

「……よかったあ」

　あたしは息をついた。ついた途端、どっと力が抜けて、その場に座りこむ。

　見つかってよかった。

　また会えてよかった。

　なんだかほっとし過ぎて、感動の涙も出てこない。

　のろのろとバトリーの頭を抱えると、後頭部にたんこぶがあるのに気がついた。そして、近くに椰や子しの実が。まさか、これで頭を打ってのびていたとか？　まさかねえ。

　あたしは彼の頰をぴしゃぴしゃ叩たたいた。

「バトリー、バトリーったら。起きてよ」

「うー……もう少しい……」

　むにゃむにゃと呟つぶやくバトリー。こ、こいつ、気絶しているんじゃなくて熟じゆく睡すいしているんだわ。あんなに心配してやったのに！

　あたしはバトリーの耳を摑つかんで怒鳴った。

「バトリー！　起きろおっ！」

「うわあっ！　なんだなんだ、雷か、天変地異か!?」

　飛び上がったバトリーが、奇しくも言い当てる。吞のん気きなのか鋭いのか分からない男だ。彼はむっと口を曲げているあたしに気づき、きょとんとした様よう子すで、

「お、カリルじゃないか。どうしたんだ、こんなところで」

「それはこっちのせりふよ！　一体どうしてこんなところで寝てるのよ、元の場所にいなかったら心配するじゃないっ。すっごい、すっごい心配したんだから……っ！」

　これ以上間抜けなことを言ったら咬かみつくわよ。あたしはそんな勢いで怒鳴った。なんだか悔しくなって目が潤うるんできてしまう。

　あたしは乱暴に目をぬぐうと、

「天変地異が来るから避難するわよ。もうマイドゥグリたちは逃げたわ」
















「天変地異？　なに寝言言ってんだよ。それよりサトウキビでも食おうぜ。俺、腹減っちまってさ。ファルファストじいさんのとこでお粥かゆ食って以来だ。さっきも採ろうとしたんだが、足滑らせて、なんかに頭ぶつけちまったらしいや」

　やっぱり間抜けなことを言いながら、バトリーは群生に手を伸ばす。あたしは頭が痛くなった。自分で気を失っていれば世話ない。そうよね、そーゆー奴だったんだわ。

「でも、どうしてこんなところにいるのよ」

「寝てたら襲撃されたんだ。だからやっつけて逃げた。ほら」

　単純明快な説明をするバトリー。そして、巨大な茎くきなんだか青くさい幹なんだか分からないものを、まるまる一本あたしに手渡した。

「なに、これ。どうやって食べるの？」

「かじってりゃいいんだ。甘いんだぜ。それで、逃げてる際中岸壁から落ちた。気づいたときには浜に打ち上げられてたんだ。俺、運がいいから」

「悪運よ、悪運っ。マイドゥグリもクルドも大変だったのに、あんたは吞のん気きなんだから」

　あたしはさとうきびに嚙かみついた。青臭いけど甘い汁が口の中にたまる。バトリーはばきばきと茎を歯でむしっていたが、

「それで、なんだよ、天変地異って。マイドゥグリから少し聞いたけど、エルヴィラを起こしに行ったんだろ」

　あたしは飛び上がった。そうだ、すっかり忘れていた！

「そ、そうなのよっ。エルヴィラどころかダナエがフェリム・フェシアも起こしちゃって、でも、本当の狙いはラー・カレディアの転生だったのっ。カリミアにくれてやるのがやだから、世界を滅ぼすつもりだって、今こっちに向かってるのよ！」

　あたしは意気込んで説明したが、バトリーはきょとんとしている。あああ、あたしったら説明下手だわーっ。加えてバトリーの理解力のなさっ。ええい、面倒だ。

「ともかくここから離れるの。早くしないと太陽神の怨霊が──」

　そう言いかけたとき、あたしはいきなり背中を蹴り飛ばされた。バトリーの腹に顔面衝突する。いたたっ、鼻が曲がっちゃう。

「なんだ、またおまえかよ」

　バトリーが呆あきれ返った口調で言った。また？

　嫌な予感がして顔を上げると、案の定、ごきぶりマハ将軍がふんぞり返って佇たたずんでいた。
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　タヌバル・マハが現れた。

　供には馬が一匹いるだけだ。でも、いつもの自信と嫌みに満ちた嘲ちよう笑しようはない。怒りをこらえているのが、ぴくぴく震える眉で分かった。

　将軍がおもむろに口を開く。

「さて……我が敬けい愛あいするマラスターンの王女さま。太陽神の怨霊が、そのあとはなんですかな。大神官貌げい下かの亡き今、太陽神殿を預かる者としては聞き捨てならぬ言葉ですね」

「ダナエはまだ死んでないわよ。あの女が」

　あたしが言い終わらないうちに、マハの風切りの爪の一撃が飛んできた。慌あわててよけ、体勢を立つ直しつつ掌を広げる。だが、マハは逃げるどころか大笑いして、

「そのボロボロの体で第三の力を使う気ですか。ここに来るまでにかなり体力を消費なされたはず。私がよけたらもはや手はないでしょう」

「！　あんた、あたしを疲れさせるために部下を次々と!?」

「やっぱり聡そう明めいなお方だ。でも、今更気づいても」

　将軍の言葉半ばで、バトリーが手にしていたサトウキビの茎を振り回した。ぎざぎざの先端が将軍のわき腹に食いこむ。やった!?

　マハは尻しり餠もちをついたけど、すぐに起きあがった。その顔が憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいる。慌あわててバトリーを見ると、彼の方がおなかを押さえて、

「いてて。やっぱり力が入らねえや」

「……おまえたちがいると、私の計算が全て狂いだす。ここで死ぬがいい！」

　爪を振りかざす将軍。あたしはほとんど反射と言ってもいい動きで二人の間に入り、瞬間的に力を集中させて撃ち放った。光の玉が将軍の体に叩たたきつけられる。ずるりと足が下がったものの、すぐに彼は体勢を直した。だめだ、時間が足りなくて力が弱い！

「そんなもの、効かん効かん効かーんっ！」

　狂ったように笑いながら将軍が突進してくる。あたしは膝ひざから崩れた。力が抜けていく。手を持ち上げることさえできない。

　やられる！

　ぱっとバトリーが立ち上がった。きらりと光る白刃。

「え!?」

　啞あ然ぜんとするあたしの前で、彼は将軍の二の腕めがけて剣を振り下ろした。将軍もまさか刃物が来るとは予想しなかったようで、反射的に腕で受けとめようとしてしまう。

　ざくり。鈍い音。

　神の右手が斬り落とされた。

　肘ひじから血がほとばしる。マハは目をむいて、自分の失われた腕を見つめた。

「わ……わたし、の、手？」

　なにが起きたのか把は握あくできないていだ。その間にバトリーは剣を打ち捨てると、ぽかんとしているあたしを抱き上げて一目散に逃げだした。

「ああああ！　わたし、わたしの手があ！」

　将軍の絶叫が聞こえてくる。ばかな男。ごきぶりのような生命力があっても、風切り士としての自分を永遠に失った。自分のしてきたことを後悔して生きればいい。

　あたしはバトリーにしがみつきながら、

「ねえ、剣なんかどこで手にいれたの？」

「そこら辺に落ちてたんだ。いや、エストを見てて、致ち命めい傷しようを与えるときは刃物の方が効果あると思ってさ。でも、俺の手には余るや。それで、太陽神がなんだって？」

「だから、太陽神の怨霊が世界を滅ぼしに来るのっ。四天王がここでくい止めるって。ここは戦場になるわ、早く離れないと。王宮前の広場に転移の魔法陣があるの、そこに……」

　ぞくっと全身に戦せん慄りつが走り、反射的にあたしは天を仰あおいだ。

　大気の中に力の流れが視える!?

　普段は視えないほどに拡散している太陽のエネルギーが、渦を巻き収束しつつあるのだ。もうすぐ来る。間に合わない！

　果たして、水平線の上にもの凄い力の乱流を生み出しながら、一つの影が飛んでいくのが見えた。あたしは恐怖に叫んだ。

「来たわ！」

「え？　なにが？」

　バトリーが足を止める。その途端、ぱあっと光が差した。

　太陽と見まがうほど大きな光の玉が、地平線の上に生じた。そして、落下していく。

　これと同じ光景を見たことがある。あたしは呆ぼう然ぜんとなった頭で考えた。溶鉱炉だわ。柄ひ杓しやくからどろりと落ちる、あの液体とも固体ともつかない熱塊に似ている。

　光が沖合いの小島を包みこんだ。次の瞬間、世界の白黒が反転し、島は炎の柱と化す。続いて爆音。大地が大きく揺れた。

「うわわ、こりゃ本当に天変地異だっ」

　こんなに離れたダグダイワまで岩石が飛んでくる。ばらばらと石の雨が降った。

　炎と煙が海から噴き上がっている。天が焦げる。あたしは目をみはった。なんてことだろう、島が消えてしまった！

「バトリー、早く！」

「よっしゃあっ、ありゃあ逃げるしかねえぜ！」

　百聞は一見にしかずとはよく言ったものである。太陽神の力を目の当たりにして、バトリーは俄が然ぜん気合いを入れて走りだした。速い、速い。彼もようやく「世界が滅びる」かもしれないことを認めたようだ。

　でも、しょせん、空を飛んでくる奴に地上を這はう者が勝てるわけがなかった。

　ゴオオッと大気が唸うなった。ぎょっとして空を仰ぐと、太陽神が大気を切り裂いて飛んでいく姿があった。

「も、もう!?」

　蒼そう白はくになるあたしの上をあっという間に通り越し、王宮に向かって一直線に飛んでいく。

　王宮の上空に達すると、王の体が光を放ち始めた。無尽蔵の力の流れが、その華きや奢しやな体へと集まっていく。だめだわ。間に合わない。あたしはバトリーを抱きしめた。どうしよう。どうしよう！

　突然、暗雲が立ちこめ、光の龍が大地から天に向かって駆け上った。ばりばりと空気が震える。

「きゃっ！」「おおっ？」

　あたしたちは身を縮めた。鼓こ膜まくが破れそうな轟ごう音おん。肌に静電気がまとわりつき、バチバチッと放電した。

　青白い逆さ雷が次々と太陽神を囲むように生じる。囲いが完成した途端、ばっと太陽神に収束していたエネルギーは四散した。力はそのまま龍に吸いこまれる。

「龍の檻!?」

　あたしは叫んだ。四天王の罠だ！　王の動きを封じたのだ。

「バトリー、今の内にっ」

「おうっ」

　あたしたちは王宮前広場へと急いだ。王宮に近づくにつれ、龍の檻を発生させているのが王宮の城壁にある八つの尖塔だと分かる。そして、尖塔の上に四天王が立ち、力の流れをコントロールしていた。

「太陽神の集める力と龍の吸収力が拮きつ抗こうしているわ」

　拳を握りしめ、あたしは呟いた。力の衝突が流れとなって視える。でも、四天王は王を抑おさえるのでせいいっぱいだ。これ以上、にっちもさっちもいかないだろう。

「カリル、あれがまほーじんか」

　バトリーが目の前に開けた広場の一点を指した。

「えっ、どこ？」

「あれあれ。あれえ？」

　素っ頓とん狂きような声をバトリーは上げる。あたしはどきりとした。なにか変なものでもあるのだろうか。広場には誰もいない。魔法陣は中央に大きく石墨で描かれている──あ！

　あたしは硬直した。魔法陣が消えかかっている!?

　慌ててバトリーの腕から降りて円陣に飛び込んだけど、転移は起こらなかった。それどころか、ぱりぱりと小さな火花を上げて魔法陣は消滅してしまったのである。

「な……なんで？」

　あたしは呆ぼう然ぜんと座りこんだ。魔法が龍の檻の影響を受けてしまった……？

「あーあ。こりゃお手上げだな」

　頭をぼりぼり搔かきながら言うバトリー。それがあまりに悠ゆう長ちような口ぶりだったので、あたしはきっと彼を睨にらんだ。

「なに吞のん気きなこと言ってるの、あたしたちもう逃げられないのよ！　四天王の力が尽きたら、あたしたち消滅しちゃうのよ！　し、死んじゃうんだからっ。こ、こんなところで、まだ、まだ、沼地の魔道師もやっつけてないのに、あたしたち、あたしたち……」

　ぼろぼろと涙が出てくる。いや。死ぬのはいや。怖い。こんな怖いことにバトリー、あなたを巻きこんでしまった。あたしのせいだ。あたしの。

「ごめん……ごめん、なさい……あたしのせいで、あたしがフェリシティを生き返らせようなんて思わなかったら、四天王を起こしたりしなかったら、こんなことには……こんなことには」

　鼻をすすりながらあたしは謝った。死んだ人間より生きている人間の方が大切なんだって、どうして気づかなかったんだろう。フェリシティが生き返らなくてもいい。バトリーが助かるなら。もっと早く気づいていれば、コリンだって失わずにすんだ。もう遅い。なにもかもが手遅れだ。

　なにを犠牲にしたって、もうフェリシティは帰らないのに！

「泣くなよ、カリル。俺は勝手についてきたんだから」

　バトリーが困こん惑わくした様よう子すで、あたしの頭を撫なでてくれる。

「だって……だって、あたしのせいで」

　涙まみれになった顔を上げて、そして、あたしは息を吞んだ。

　王と龍の力の均きん衡こうが崩れている。力の流線が大きく歪ゆがんだ。吸収しきれない！

　激しい落雷が鳴り響き、電気の龍は火花となって飛び散った。間髪を入れず四天王が飛び上がり、再び黄金に輝き始めた太陽神を取り囲む。四人の手から輪が生まれ、王の体を締めあげた。じかに王を抑えこむつもりだ。

「甘い、甘い！　四天王よ、古代機械が私を抑えきれるとでも思ったか！」

　ラー・カレディアの哄こう笑しようが響きわたる。

「それに、これはなんだあ？　こんな束縛がなんの役に立つ！」

　傲ごう然ぜんと王は言い放った。ばちばちと輪から火花がほとばしる。

　勝負は五分五分、いえ、どう考えても王の方が強い。輪の勢いがじりじりと弱まっていく。四対一なのに。あたしは固かた唾ずを吞んで戦いを見守った。

　このままあたしたち、死ぬのかしら？　なすすべなく。

　なすすべなく？

「おい、あれ見ろよ」

　バトリーがあたしの腕を引っ張った。見ると、タヌバル・マハが肘ひじから血をだらだら流して、足元をふらつかせながらやってくる。上空の攻防戦を見ている表情は恍こう惚こつとして、あたしたちのことなんか気づく素そ振ぶりもない。

　彼はゆるゆると両手（のつもり）を天に掲かかげると、

「神王陛下！　偉大なる太陽の神よ！　アミュールに栄光をおおお！」

　自分の血に染まる将軍。愉ゆ悦えつに歪む顔。あたしはぞっとした。狂信者だわ。血に縛られた狂信者だ。

　こんな奴と一緒に死にたくない。

　あたしは生きたい。

「カナルダ・カナ！　今でもきさまが一番弱いんだなあ！」

　太陽神が嘲あざ笑わらう。その途端、カナの支えていた光が弱まり、王を束縛していた光の輪が破裂した。その衝撃で四天王は弾き飛ばされる。

　王の哄笑が再び響きわたった。

「は、は、は、はあ！　ここできさまらも死ぬがいい！　この世は私のものだ！」

　大気の力が王に吸いこまれ、その体を通して巨大な火の玉へと変じる。

　渦巻く高密度のエネルギー。灼しやく熱ねつの太陽。

　ゆっくりと王の掌からこぼれ落ちる。ほとばしる閃光。いや。死なない。あたしはこんなところで死なない！

「ア──アンジェラ皇女！　助けてください、皇女殿下！　アンジェラ！」

　白光が視界を侵していく。世界が光に包まれる。

　時の流れがひどくゆっくりに感じられた。

「アミュールに栄光ををを……」

　歓喜にうち震える将軍の体が光に吞まれる。それを見届けた瞬間、あたしたちの体は太陽の爆発を眼下に見おろしていた。

　音もなく白い炎が王都を吞みこんでいく。大地が沸ふつ騰とうして、光の泡がぼこぼこと立った。そして、つぼみが咲くように、内側から紅い炎が噴き上がる。爆音。風が耳元で唸うなる。

　地表は風と炎、そして光の狂喜乱舞の場となった。

「なかなか派手だな」

　傍かたわらで面白そうに呟つぶやく彼女をあたしは仰あおいだ。

　アンジェラ皇こう女じよ。

　やっぱり来てくれたのだ。彼女によってあたしとバトリーは空間移動させられ、気がつくとダグダイワの上空に浮かんでいた。あたしは脱力しかけるのをこらえて、

「ア、アンジェラさま、ありがとうございます」

　礼を言うあたしにアンジェラ皇女がふっと笑う。彼女に会うのは沼地以来だ。

「あ……？　どうなってんだ？」

　バトリーはきょろきょろ辺りを見回していたけど、アンジェラを見つけて、

「あー、奥の手だ」

「すみません、いきなり呼びつけてしまって」

　失礼極まりないバトリーを押しこめてあたしは謝った。アンジェラは手を振ると、

「ようやくダザンが滅んだからな。私が介かい入にゆうできる状態になった」

「じゃあ、ずっと待ってたんですか？」

　あたしは驚いて聞き返した。こんな大騒ぎを彼女たちが見逃すはずないとは思っていたけど、ダザンが滅びるのを待っていたなんて。おみそれしたわ。

「さて、どうしてほしい？」

　茶目っ気たっぷりに微笑むアンジェラ。あたしは目をぱちくりさせた。

「どうしてほしいって……」

「おまえの望むとおり、おまえたちを助けた。ほかに私にできることがあるなら言っておいた方が得だぞ」

　楽しげに彼女は説明する。カリミア皇女がなにかしてくれる？

　あたしは慎重に頭を巡らせた。違う。彼女はなにかしてくれるんじゃない。なにかさせろと言っているんだ。

　彼女はあたしにこう言えと迫っている。太陽神をやっつけて、と。そして、あたしはやっぱり願うだろう。彼女の思うとおりに。

「ラー・カレディアの怨霊を追い祓はらってください」

　あたしはきっぱりと言い渡した。満足そうにアンジェラは頷うなずき、すうっとあたしたちから離れた。そのまま太陽神の元へと近づく。

「な、なあ、皇女殿下がいなくても浮かんでられるのか？」

「大丈夫よ」

　おっかなびっくり宙に浮かんでいるバトリーに、あたしは断言する。アンジェラにそんな手抜かりがあるわけない。それは確信だった。

　足元のはるか下、地表では、未だ白い光が渦を巻いている。

「フェリム・フェシア！」

　アンジェラの凛りんと張った声が響きわたった。ゆっくりと太陽神が振り向く。その口端が異様につり上がっていた。

「その波動はカリミア皇家の人間だな。いまさら私に何用だ」

「あなたを起こしにきました」

　毅き然ぜんとまっすぐ王を見据え、答えるアンジェラ。破壊の神を前にまったく臆していない。でも、王は嘲あざ笑わらうと、

「起こすだと？　く、く、く、愚かな。私は起きている。きさまは間違っている、私はフェシアだ。であると同時にラー・カレディアでもあるのだ！　小娘は引っ込んでおれ！」
















　そう叫び、王は手を上げた。その掌に再び太陽のエネルギーが集中し始める。

　アンジェラは微動だにしない。

　え？　あたしは目を疑った。力の流れが変わった!?

　王の掌に生じた光の玉がどんどん拡散していくのだ。せっかく集めた力も再び大気の中へ溶けこんでしまう。アンジェラは眉一つ動かしていない。

　でも、彼女がやったのだ。ほかに考えられない。

「目覚めなさい、フェリム・フェシア。封ふう印いんを解きます、我リルフィ・アイーダの名において。目覚めなさい！」

　静かな、それでいて世界を震わせる凛りんと張った声。途端、王の体から青白い火花が飛び散った。彼のまとっていた黄金のオーラが、竜巻のように天へと吸い上げられる。

「なんだ、これは!?　きさまか、カリミアの小娘え！」

　太陽神が再び力を集中させる。拡散するよりも早く、光の玉が掌に生じた。それを撃ち放つ。危ない！

「え……!?」

　あたしは再び驚きよう愕がくした。黄金の炎はアンジェラにたどり着く前に、すうっと消滅してしまったのだ。また拡散した？　これはいったい。

　ふっとアンジェラが微笑む。

「力場を操あやつるか、カリミアの小娘！　これではどうだ！」

　第二波が撃ち放たれる。今度は玉ではなく雷龍となってアンジェラに食いつこうとした。彼女に触れる前に先端からエネルギーが四散していくものの、力の奔ほん流りゆうは途切れることなく、皇女に向かって突進していく。

「アンジェラさまが圧おされてる!?」

　まさかとは思いながらも、あたしは悲鳴を上げた。じりじりと龍の牙がにじり寄っていく。王が高らかに笑った。

「今の私は違うぞ。二人で一人となった至上最強のアミュールなのだ。カリミア皇家とも戦える。戦えるのだ！　そこでじっくり見ているがいい、私がこの世を滅ぼすのを。この世がすべてきさまらの思いどおりになるなどと思い上がるから、このようなことになるのだ。きさまらはきさまらの帝国の中で己のしてきたことを悔やむがいい！」

　狂ったように笑う男。あたしは鳥肌が立った。この男は誰？　一体誰なの？　もはやフェシアでも太陽神でもない。妄執にとり憑つかれた人間がそこにいる。自分を見失っている。

「フェリム・フェシア！　目覚めなさい！」

　アンジェラが王の哄こう笑しようを遮さえぎるように怒鳴った。その途端、男の体が放ほう電でんした。

「ぎゃっ！」

　体が大きく跳ね、男は身み悶もだえる。雷龍は一瞬にして消滅した。

「まさか、まさか、私が……！」

　苛さいなむように青白い火花が彼を包む。その口から獣じみた咆ほう哮こうが発せられた。

「私は──私はあ、負けないいいい！」

　雄お叫たけびを上げた男の両掌から、今までにない巨大が光が生まれる。大きい！

　男はそれを投げずに、もろとも突っ込んできた。

「玉砕する気だわ！」

　あたしはバトリーの腕にしがみついた。負けるはずがない。アンジェラが負けるはずがない──と思う。

　すっとカリミア皇女の手が上がる。太陽神の第三の力をまともに摑つかむ形になった。激突する。閃せん光こう！

　強烈な力の波。あたしたちは吹き飛ばされた。
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　フェリシティは生き返らない。

　沼地の魔道師の噓つき。あんな生き返りの秘術、なんの役にも立たないじゃない。まんまと騙だまされた。あたしはあいつの企たくらみに引っかかって、無駄働きをしたのだ。

　沼地の魔道師の噓つき。あたしの大ばか。

　もうフェリシティは還ってこない。コリンも生き返らない。




　目が覚めると、あたしは見知らぬ部屋にいた。ゆっくり体を起こす。頭ががんがんした。

「ここ……は？」

　小さな物置だった。藁わらの上にあたしとバトリー、そしてダナエが雑ざ魚こ寝ねになっている。

「ダナエ!?」

　湖沼群の消滅と一緒に死んでしまったと思っていたのに。生きているどころか大口開けて熟じゆく睡すいしている。安あん堵どの息一つ。バトリーも傷一つない。

　助かったんだわ。

　あたしはのろのろと外に出た。空が白っぽく、高い。日差しも強くない。ダザンでないことは明らかだった。あれからどうなったのだろう。

　小屋は大きな湖のほとりに建てられていた。エルヴィラ神の眠っていた湖沼地帯に雰囲気が似ている。周囲を低いなだらかな山に囲まれて、草原が広がって──

「えっ!?」

　あたしは驚いて湖の中を覗のぞきこんだ。澄みとおった湖面の下に街が沈んでいる。かなり立派な、大きな街だ。神殿や王宮のような建物も見える。

　この湖は湖沼地帯から溢あふれた水が形成したものなのだろうか。

「なぜそのようなことをするのです！」

　鋭い声が飛んできた。あたしはびっくりして、慌あわてて小屋の陰に隠れる。今のはエストレディータの声？　彼女の感情的な声なんて初めて聞いた。

　あたしはそっと顔を出した。彼女は湖沼地帯に置いてきたのだから、やはりここはエルヴィラ王国のどこかなのだ。

　いた。エストとアンジェラだ。ぶじだったのね、皇女殿下。

　二人はなにか言い争っていた。

「あなたのような方がすることではありません。なぜ……！」

「それが私の務めだからだ。カリミア皇家の人間として果たすべき役割だからな。おまえが理解できないのならそれはしかたがない。おまえはカリミア皇家の人間ではないから」

　淡たん々たんと言い返すアンジェラ。エストがぎりっと唇を嚙かみしめた。な、なに、この緊迫した雰囲気は。見ているこっちの方がはらはらしてしまう。

「私は──私は！」

　ばっとエストがアンジェラに摑つかみかかった。危ない──思わず飛び出しかけて、あたしはたたらを踏む。

　エストはアンジェラの唇を奪うと、すぐに彼女を突き放した。そして、

「私は、あなたのようにカリミア皇家の人間として生まれたかった……！」

　絞り出すように言うと、身をひるがえし駆け去っていった。

　あたしはぽかんとそのうしろ姿を見つめた。

　エストレディータ。

　彼女の今までの言動の意味が分かった気がする。ジュノーに冷たかったはずだ。ダナエを無視したはずだ。彼女の心はカリミアにあるのだから。それも、決して彼女を受け入れはしない国に。

「カリル、出てこい。そこで見ているのだろう」

「は、はいっ！」

　いきなりアンジェラに呼ばれ、あたしは飛び上がって返事した。やれやれ、なにもかもお見通しってわけね。遠慮しいしい小屋の陰から出る。皇こう女じよは笑うと、

「物見高いな、カリル」

「はあ、すみません……あの、エストとなにをもめていたんですか」

「私の務めについてだ。私がこれからすることが気に食わないらしい」

　彼女が歩きだしたので、慌あわててあとをついていく。

「つ、務めですか？」

「そうだ。我々カリミア皇家の者には一人一人務めがある。私がモアに関する一切のことに携たずさわっているようにな」

「じゃあ、エストをエルヴィラ王家に送り込んだのは、それが彼女の務めだからですか」

　何気なく聞くと、ぴたりとアンジェラは足を止めた。そして、じっとあたしを凝視する。な、なにかまずいことを言ったかしら。あたしはうろたえた。

　けれど、アンジェラはふっと笑うと、

「おまえはかなり聡そう明めいだな、カリル。私は頭のいい人間が好きだ」

「あ、じゃあ、本当なんですか。エストはそのことを？」

「敵を欺あざむくにはまず味方から、と言うであろう。この場合敵とも味方とも限らないがな」

　いけしゃあしゃあアンジェラは答える。あたしは憮ぶ然ぜんと、

「エストならそのことを知っても大丈夫だと思うんですけど。言ってあげれば彼女、すっごく喜ぶと思います。カリミア皇家の一員と見なされてるって」

「自分で気づけばな。気づかないかぎり一族の人間とは認めん」

　う。釘を刺されてしまった。あとでエストに教えてあげようと思ったのに、そんなことしたら一生認められなくなってしまう。

「で、でも、そんなこと自分で気づくわけないじゃないですか。思いこみの激しい奴とかならともかく、常識ある人間なら。特に、エストみたいな生き真ま面じ目めな人は無理です」

「おまえは気づいたであろう。気づかない人間は一族には要らん。そういうことだ」

「そりゃあ、はた目からはどうとでも言えますから──まさか、カリミア皇家の方なら分かるんですか!?」

　あたしは目をみはって聞き返したが、アンジェラは笑うだけで答えてくれなかった。

　まさか、本当に？

　アンジェラは少し離れた別の小屋の前で立ち止まった。

「カリル、面白いものを見せてやろう」

　面白いもの？　首を傾げるあたしを尻目に、アンジェラは小屋の中に入っていった。あたしも続いて入り、ぎょっとする。

　彼はそこで眠っていた。フェリム・フェシアだ。

「こいつ生きてたんですか!?」

「私はフェシアを目覚めさせただけだ。ラー・カレディアの記憶は封ふう印いんされたフェシアに上塗りされた記憶だ、彼の封印が解ければ消滅する。完全に一体化したと間違っていたのは王の記憶の方だったな」

　こともなげにアンジェラは言う。あたしはちょっと考え、

「……つまり、玉ねぎにいくら泥をつけても、皮を剝むいてしまえばきれいに落ちてしまう、そんな感じですか？」

「カリミア皇帝の封印を玉ねぎの皮に例えるか」

　大笑いするカリミア皇女。あたしは呆あつ気けにとられた。

　太陽神が畏おそれ怒るのも無理はない。彼女たちの手にかかれば太陽神国の秘術も片なしだ。カリミアはなにもかも承知だったのだ。どんなに太陽神が頑張ったところで、彼女たちは先へ先へと手を打っている。

　未み来らい視し。彼女たちは未来視なんだわ。

　あたしはため息をついて、昏こん々こんと眠り続けるフェシアを凝視した。見れば見るほど、女顔だ。まつげが長くて妙に艶いろっぽい──ジュノーに似ている。

　不意にフェシアの目が開いた。

「お、起きた!?」

　思わずあたしはアンジェラにしがみつく。

　彼は上半身を起こし、ぼんやりした面もちで辺りを見回した。その瞳の色がトパーズから柔らかい草原色に変わっている。ジュノーたちと同じ色だ。

　フェシアの視線がアンジェラで止まった。

「……アイーダ？」

　掠かすれた声でフェシアは呟つぶやいた。アイーダ？　そういえば太陽神と戦っているとき、アンジェラもその名を呼んでいた。誰のことだろう。

　すっとアンジェラが近寄り、驚いたことに彼の頭を胸に抱く。母親が子供にするように。

　すごく奇妙な光景だった。大人びたとはいえ、皇女殿下の外見は十二の少女だ。片や、二千年も昔から生きている青年。

「よく眠れましたか、あなた」

　あ、あなた!?　驚きのあまり声の出ないあたしを無視して、奇妙な会話が交わされる。

「ああ……長い夢を見ていた、ようだ。おまえを失う夢……とても辛つらく、恐ろしかった」

「夢ですわ、あなた」

　夢うつつのフェシアの手がアンジェラの髪に伸び、なんの疑問もなく唇を重ねた。その唇が白い首筋を這はい、手は髪から背筋へ、そして、慣れた手つきで服を脱がしていく。

　呆あつ気けにとられていたあたしは、皇女の幼い体があらわになったとき、ようやく気づいた。この寝ぼけ男、自分の妻とアンジェラを勘かん違ちがいしているのだ。

「ア、アンジェラ──！」

　あたしは声を上げかけたが、鋭いアンジェラの一いち瞥べつに舌が硬直した。

　黙ってさせておけ。そう言っている。

　あたしは自分の体が震えているのが分かった。どう考えても十二の少女の体を妻と間違えるなんておかしい。おかしいのは当然だ。フェシアは気が狂っている。フェシアの妻はカリミア皇こう女じよだった。カリミアの皇女だったんだ！

「あなた、沼地の魔道師がまた暴れております」

　されるがままに組みしかれたアンジェラが、不意にそんなことを言い出した。なんて妖よう艶えんな声。とても子供の声とは思えないし、いつもの彼女の声ではない。

　その言葉を聞いた途端、フェシアの体がびくっと大きく震えた。

「おねがいですわ、あれを殺してください。でないと、わたくしは」

「分かって──分かっているよ、アイーダ。おまえを死なせたりはしない。今度こそ奴を殺す。待っていてくれ。愛している、アイーダ。父よりも、誰よりも、おまえを。もう二度と、おまえを失いたくない」

　フェシアはまるで自分に言い聞かせているようだった。ぎゅっと皇女の胸を摑つかむ手に力がこもる。あたしは頭にかっと血が上り、とっさに声を張り上げた。

「陛下！　沼地の魔道師の攻撃が始まりました！　お早く支し度たくを！」

　案の定、フェシアは弾かれたように体を起こした。ようやく夢から覚めたようで、昂こう然ぜんと頭を上げると、張りのある声で、

「四天王はどこだ、出陣の用意を。アイダント・モアを倒しに行くぞ！」

　彼は用意されてあった服を着こみ、少しおぼつかない足どりで小屋を出ていった。あたしはその豹ひよう変へんぶりに啞あ然ぜんとしながら彼を見送る。予想以上の反応だった。

「分かっているではないか、カリル」

　くっくっくっ、とアンジェラがベッドの上で笑う。見ると、膨ふくらみ始めた白い胸にくっきりと指の痕あとが残っていた。まるで憎しみを刻印されたようで痛々しい。

「ア、アンジェラさまっ。あなたはなんとゆーことをっ」

「いちばん効果的なやり方だからだ。なにをそんなにうろたえている、処女ではあるまいし。こんなことぐらい、どうということはないであろう」

　乱れた銀髪を直しながら、こともなげにアンジェラは答える。あたしはかっと頰が熱くなるのを感じた。それを見た皇女が、ふしぎそうな顔をして、

「なんだ、そうなのか。もう長いのだからバトリーとやっていると思っていたな」

「な、なにをやってるっていうんですかっ」

　あたしは頭が痛くなった。どこの世界にそんな下世話な話をする皇女がいるというのだ！

　もしかして、さっきエストが怒っていた務めというのは、この色仕掛けのことだろうか。でも、当人がこんなにあっけらかんとしているのでは話にもならない。カリミア皇家、確かに理解の範はん疇ちゆうを超えているわ。

「カリル。フェシアはアイダント・モアを倒しに行くぞ」

　アンジェラの言葉にあたしははっとして、彼女を見つめた。

「……あたしのため、に？」

「それで感謝されるなら儲もうけものだな。これはエルヴィラの要請だ」

「エルヴィラが」

　あたしは驚いて聞き返した。そういえば、ほかの四天王は沼地の魔道師をどうするかという問いに、エルヴィラに判断を任せると言っていた。これがその答えなのだろうか。

　いったい、彼らと沼地の魔道師の間にどんな因縁があるというのだろう。

「今の彼らに勝算があるかは疑わしいがな。カリル、おまえはどうする」

「あ、あたしも沼地に行きますっ」

　あたしは意気込んで言った。彼らに任せてなんかいられない。アンジェラは頷うなずいた。

　沼地の魔道師はあたしが倒す。沼地に行って、今度こそ。

　今度こそあいつを殺す。




　小屋を出ると、フェシアを囲んで四天王が立っていた。でも、一人欠けている。カナがいないのだ。

「マリカさま、エルヴィラさま、先生、ご無事だったんですねっ」

　あたしは彼女たちに駆け寄った。だが、マリカの手を見て、はっと顔を強ばらせた。

　肌が崩れている。

　あんなにも瑞みず々みずしく美しかったマリカの腕は、青黒く変色し、皮膚がぼろぼろに剝はがれ落ちていた。ほかの二人の体もどこかが醜く崩れている。愕がく然ぜんとするあたしに、ふっとマリカが悲しそうに微笑んだ。

「わたくしたちはもう年なのよ、カリル。太陽神との戦いで力の大半を失ってしまったの。力と体は密接な関係があるもの。この戦いで、わたくしたちはもう……」

「あ、あの、カナさまは」

「彼は砕け散りました」

　エルヴィラが端的に答える。

「我々もいずれ同じ運命をたどるでしょう。しかし、我々は行かなくてはならない。カリル、あなたには感謝していますよ。フェシアさまが最後の復讐にモアを選んだことに」

「え……」

　意味が分からず、あたしはきょとんとした。フェシアが沼地の魔道師を倒しに行くのはアンジェラの仕組んだことだ。アンジェラがここにいる理由はあたしなのだから、間接的にあたしのせいということになる。それは分かる。

　でも、なぜ感謝されなければならないのだろう。

「おう、用意できたか」

　急に肩を叩たたかれ、あたしは飛び上がった。バトリーだ。すぐそばにエストもいる。

「な、なによ、いつ起きたの？」

「沼地の魔道師んとこ乗り込むんだろ、寝てなんかいられねえよ。ほーら、新しい棒ももらったし」

　そう言って棒を振り回すバトリー。誰がこんな物与えたのよっ。あたしは頭を押さえ、

「あのねえっ、これはあたしたちの問題なの。これ以上バトリーはついてこないでよ」

「えーっ!?」

　あたしの気持ちも知らず、不満たっぷりにバトリーは声を上げる。この戦闘バカっ。

「えー、じゃないわよっ。ダザンで分かったでしょ、死んじゃうかもしれないんだからっ。バトリーにはもう関係ないんだし、これ以上は」

「だから行くに決まってるだろ。カリル一人で放っておけるかよ」

　にっ、とバトリーが笑った。思わず言葉を失う。

　死んだ人間より生きている人間の方が大事なのだ。たったこれだけのことに、こんな単純明快なことに気づくまで、あたしはジュノーを失い、コリンを殺した。これ以上、あたしのわがままのために誰も死んでほしくない。

　だから、二人には残ってほしかったのに。

（カリル一人で放っておけるかよ）

　エストが小さく笑い、

「カリルの負けですね。私も一緒に行きます、もう一度エンドローフに会わなくては」

「うーっ。もう、好きにしてよっ」

　あたしはやぶれかぶれになって喚わめいた。二人を見ていると泣きそうだった。

　あたしたちが騒いでいる間に、すっと四人のアミュールが搔かき消える。さっさと沼地に向かったのだ。あたしは慌あわてて、

「あ、置いてかれちゃった。ほらあっ、二人が面倒なこと言い出すから」

「おまえたちは私が送りこんでやろう」

　振り返ると、いつのまにかアンジェラがすぐうしろに佇たたずんでいた。

「沼地の神殿には結界が張り巡めぐらされている。あの神殿はもともとアミュールが建てたもの、アミュールである彼らが中に入るのは至し難なんの技だ」

「殿下」

　エストが口を開いた。いつものとおりだ。さっきの感情的なところはどこにもない。

「私になにかあったときは、ダナエ王女とジュノー王子をお願いします」

　アンジェラは頷うなずくと、あたしを振り向いて、

「頑張れよ、カリル」

「はっ、はいっ」

　あたしは意気込んで返事をした。途端、視界が変形する。虹色の光がぐるぐる回りだし、奇妙な落下感に襲われた。空間移動だ。

　気づいたときには、あたしたちは白はく亜あの神殿の前に佇んでいた。

　雲霞を見おろす絶壁の上。果てしなく広がる樹海。沼地の神殿。一か月ぶりだ。あれはフェリシティが殺されたと知った直後だった。これで最後にするわ、沼地の魔道師。

　びいいいん、と建物が震え、虹色に輝いた。

「なに？」

　天を仰ぐと、四人のアミュールが上空に浮かび、神殿に攻撃を加えているところだった。でも、彼らが放った第三の力はすっと建物に吸収されてしまう。

「本当に第三の力が効かないんだわ」

　これでは彼らが侵入してくるのに時間がかかるだろう。

「カリル、どこに行きます」

　エストが尋ねる。あたしはちょっと考え、そして、

「神殿の地下に」

「地下？」

「コリンの遺言なの。神殿の地下に行って確かめなくちゃ」

　コリンが今いま際わのきわにあたしに伝えたこと。それを確かめなくては。

「おっしゃあっ、俺はやるぜっ。おーし、やるぜーっ」

　やるぜーやるぜーと気合いを入れまくるバトリー。久しぶりにまともに戦えるのを心の底から喜んでいるようだ。あたしは頭を押さえた。そうよ、こいつはこーゆー奴だったんだわ。置いていったら末代まで祟たたられていたわね、心配なんかするんじゃなかった。

　エストも剣を鞘さやから抜く。あたしは紅で二重円を描いておいた掌を見つめた。

「よおっし、行くわよ！」

　と意気込んだときには、既すでにバトリーとエストは建物に向かって走りだしていた。あっ、ひどーい。あたしは口を尖とがらせて二人を追う。

　神殿に飛び込み、階段を見つけて一気に駆け下りる。

　びいいいん、びいいいん、と大気が唸うなり、建物が小刻みに揺れた。フェシアたちの攻撃は続いている。彼らが突破する前に地下を確かめなくては。

　階段を下りきると、そこから先は建物というより岩がん盤ばんをくり貫いた岩屋になっていた。何百年も経た壁や床はつるつるに磨みがかれ、上の神殿部と見劣りはしない。ディエーンヌ城に似ている。あそこも岩山をくり貫いて造られた地下宮殿だった。

「……やけに静かね」

　あたしは不安になって二人に話しかけた。人っ子一人いない。話し声も物音一つしないのだ。以前ここに来たときは、大勢の老若男女が生活していた。

　なのに、今は誰もいない。気配さえない。重苦しい静寂が岩屋を支配している。

「数日前までは人がいた感じはあります。おそらく、能力者のほとんどがダザン総攻撃に繰り出されたのでしょう」

　エストも眉をひそめ、不快な様よう子すで言う。あれだけ大勢いた能力者が全員でかかってもダザンは落ちなかったのだ。クルドに撤てつ退たいしろと命じたものの、実際どれくらいが生き残っていたかなんて分からない。沼地の魔道師は手駒をすべて捨てたのだ。

「おっ、やっと来たな」

　バトリーの喜々とした声。あたしたちの行く手を遮さえぎったのは、白銀の長毛を全身から生やした、人の形をした魔物だった。異様に手が長く、直立しているのに指先が床についている。毛の奥から白目のない紅い目が爛らん々らんと光っていた。

「な、なんで魔物なんかいるのよお」

　あたしはぞっとしながら喚わめいた。わさわさと、岩屋の陰から同じ魔物が何匹も現れる。ここには人が住んでいたはずなのに、どうして魔物の巣そう窟くつになっているの!?

「やっぱりこうこなくちゃな！」

　久々の大立ち回りとばかりにバトリーが突っ込んだ。エストも参戦し、廊下は大混乱になる。あたしは慌あわてて隅っこに逃げた。

　それにしても、まあバトリーの嬉しそうな顔ときたら！　闘うために生まれてきたようなものだ、この男は。

　みるみる内に魔物たちは倒れ、泥へと変化していった。

「こいつらも造りモンかよ。なんだか手ごたえないなあ」

　泥山の上でつまらなそうにバトリーは言うけど、楽で結構じゃない。ねえ。

　あたしたちは再び走りだした。地下へ地下へと、階段は際限なく現れては続く。次々と襲ってくる魔物を屠ほふり、蹴散らした。まさに中央突破だ。

　長い回かい廊ろうに出て、あたしは足を止めた。バトリーが振り返る。

「どうした？」

「なんか妙な音が聞こえない？」

　要塞全体が悲鳴を上げているので、よく聞き取れないけど、なにか、妙な音が……

「これじゃねえか」

　バトリーはそう言うと、廊下にかかっていた緞どん帳ちようをばっと持ち上げ、中からなにかを摑つかみ出した。ごろんと転がり出てきたのは、まだ幼い少女だった。瘦せっぽっちの白人の娘で、おびえた目があたしたちを見つめている。フェリシティと同い年ぐらいだ。

　もう少し引っ張ると、芋づる式に小さな子供たちが四人出てきた。みんな互いの服を摑んで、しくしくと泣いている。あたしはできるだけ優しく尋ねた。

「どうしたの、こんなところに隠れて」

「…………」

　あたしたちは顔を見合わせた。魔物から隠れていたのか、あたしたちから隠れていたのか。それともフェシアたちの攻撃におびえていたのか。

「ここは危険だわ、早くどこかに移りなさい。言葉が分からない？」

「……駄目なの」

　か細い声で少女は答えた。

「駄目なの。あたしたち、見張ってなくちゃならないの。モアさまに叱しかられちゃう」

「見張って？」

　あたしは怪け訝げんに感じて聞き返した。そのとき、うーっ、うーっ、と妙な声──唸うなり声が廊下の奥から聞こえてきた。獣が敵を威い嚇かくしているような声。地の底から聞こえてくる恐ろしげなそれに、ぞくっとあたしの腕に鳥肌が立った。

「今の声よ、さっきから聞こえていた変な音は」

「なんか、ディエーンヌ城でもおんなじ声、聞かなかったか。魔物がいた部屋でさ」

　あたしとバトリーの言葉に、びくっと少女たちが震える。

「え？　もしかして見張ってるって、あの声をなの？」

「…………」

「あの声、なに？」

「……魔道士になるの」

　ぽつりと違う少女が呟つぶやいた。魔道士に、なる？

「お薬飲んで、魔道士になるの。第三の力を持ってない人が、第三の力を持つには、とっても苦しむの」

　まさか。あたしは慌あわてて胸元からコリンの青い錠剤を取りだし、少女に見せた。

「薬って、これのこと？」

　こくんと少女は頷うなずいた。え？　え？　でも、たしかコリンの話では、

「で、でも、これを飲んでも第三の力が発現しない人もいるんでしょ」

「薬の強さによるの。これは外で売ってるのだから、効果が薄いだけなの。ここで飲めば、誰でも第三の力を持てるの」

　その話を聞いて、無意識のうちにあたしは自分の胸を押さえていた。鼓こ動どうが速い。

　魔道士になる薬。効果が弱ければ潜在能力者の目覚めに、あるいは滋じ養よう強きよう壮そうに。効果が強ければ確実に第三の力が得られるようになる。そして、アミュールが飲めば劇薬に。

　この薬はいったい。

「その人たちは今どこにいるのですか」

　エストが少女に尋ねる。少女はびくびくしながらも、廊下の向こうを指した。

　廊下は巨大な扉で遮さえぎられていた。扉といっても半分透けていて、鬼火のように青白く燃えている。第三の力で張られた結界みたいなものだ。あの向こうから呻うめき声は聞こえてくる。

「おめえたち、もうここから出な。俺たちがあいつらのこと見ててやるよ」

「ほんとう？」

　バトリーの言葉に少女は安心したようだった。こんなところに子供だけで取り残されて、とても心細かったに違いない。彼女たちはごにょごにょと五人で囁ささやき合っていたが、少年が魔法陣を床に描き出した。

　少女がバトリーの手をとって、

「あのね、下に行っちゃ駄目よ。モアさまが怒るから」

「おうっ、あとは任せとき。気をつけてな」

　そう言って、バトリーは少女の頭をくしゃくしゃと撫なでる。少女たちは笑顔を見せると、魔法陣に飛び込んだ。光が放たれ、すうっと吸い込まれていく。

　あたしたちはじっとそれを見送っていたが、

「さてと、行くなと言われると行きたくなるのが人情だな。急ごうぜ」

　バトリーの言葉に再び走り出す。

　扉の前まで来ると、とりあえずエストが剣を振るった。しかし、刃が弾き返されてしまう。

「どいて」

　あたしは二人を下がらせると、掌を突きだして第三の力を撃ち放った。光の玉が扉に絡からめ取られ、火花を散らして放電する。

　ばちんっ、と音を立て、光もろとも扉は雫しずくとなって弾け散った。

「ふう。これで一発目ね」

　あたしは息をつく。沼地の魔道師との対決に備えてできるだけ温存しておかなくては。

「格好いいじゃんか、カリル。ほら、行くぞ」

　ぽん、とバトリーがあたしの頭を叩たたいた。格好いい、ねえ。

　結界の境を越えると、唸うなり声がはっきりと聞こえてきた。長い廊下の両側に小さな部屋がずらりと並び、その一つ一つから声は洩れてくる。三人、四人ではない。

　ひどく苦しみ悶もだえているような声だった。すすり泣きさえ聞こえてくる。

　あたしはぞっと背筋が冷たくなるのを感じながら、

「ねえ、本当に誰でも魔道士になれるの？　この人たち死にそうじゃない」

「そういう触れ込みです。まさか、薬を使っているとは知りませんでしたが」

　そう答えるエストも剣を握る手に力が入っている。バトリーが扉に手を当て、

「どうするよ、こいつら。全部鍵がかかってるぜ」

「今は時間がありません。行きましょう」

　あたしたちはその場から逃げるように駆け去った。

　ここはなにかがおかしい。尋常なところではない。

　廊下が終わる。突き当たりの部屋に入ると、道士の服を着た者たちが十三人いた。みな、額に同じ刺青いれずみをしている。魔道士だ！

「なに奴！」

　魔道士の一人が声を上げる。が、そいつは次の瞬間にはバトリーに倒されていた。

「あんたたち、アミュールの末まつ裔えいだね！」

　中年女が杖を振るう。氷の結晶が宙に出現し、あたしたちに襲いかかってきた。

「きゃっ！」

　あたしはとっさに腕を交差させ、防御の体勢を取った。結晶はあたしの肌に触れる寸前にかすかな音を上げて溶ける。なんと、やればできるものだわ。

　エストは体を反転させたけど、よけきれなかった亜麻色の髪の先が凍ってしまった。

「おらあっ！」

　二人目が攻撃を仕掛けてくる前に、バトリーは七人気絶させた。あとの五人が手を一つに重ね合わせる。力がそこに集まっていくのが視えた。来る！

　とっさにあたしはエストを抱きすくめた。閃光。一瞬、視界が真っ白に塗りつぶされる。背中にびりっ、と静電気が走った。

「あいたっ」

　背中がひりひりする。でも、それだけだった。あたしは魔道士の力を弾き飛ばしたのだ。

　光が収まり、あたしは昂こう然ぜんと立ち上がった。魔道士たちの驚きようはなかった。

「私たちの力を弾き返したわ！」

「化け物だ！」

「だっ、誰が化け物よっ」

　あたしは憤ふん然ぜんと反論したが、魔道士たちは恐きよう慌こう状態に陥って聞く耳持たなかった。その隙をついて、手早くバトリーが彼らに棒を打ちこみ失神させる。これで全員片づいたというわけだ。

「もうっ、あたしが化け物だったらアンジェラさまはどうなるのよっ」

「元気出せよ、カリル。化け物でもけっこう役に立ってんだからいーじゃん」

　そう言って、わははと笑うバトリー。カチンときたあたしは彼の足を思いっきり踏みつけた。

「あいててっ。なにすんだよ」

「慰めになってないわよっ。もう、気が利くんだか利かないんだか分からないわね」

「カリル」

　あたしたちの口論をエストの声が遮さえぎった。どこか緊張をはらんだ声。部屋を見回しても姿がない。

「エスト？」

「ここです、緞どん帳ちようの奥です。早く──」

　見ると、部屋の壁に緞帳が垂れている。その奥にも部屋があるような気配だ。なにかあったのかしら。そう考えた途端、心臓がドクンと強く脈打った。

（ねえちゃん。神殿の地下に）

（神殿の下に──がある）

　コリンの声がよみがえる。

　あの中？　あの重苦しい緞帳の中にコリンが言っていたものがあるの？

　あたしは緞帳にゆっくりと歩みよった。どくん、どくん、と耳元で鼓こ動どうが聞こえる。おそるおそるくぐる──
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　大きなホールだった。明るい光が満ちていて、あたしは眩まぶしくて目を細めた。

「これは……」

　それは、奇妙な形をしていた。ガラスでできた螺ら旋せん状じようの塔とう、とでも言えばいいのか。透明なとげとげの巻き貝にも見えた。その中を赤い液体がどくどくと流れている。

　あたしは巻き貝の足元から伸びている長い管を視線で追った。管はすぐそばの巨大なプールにつながっていて、そこから液体を巻き貝に流し込んでいる。

　そのかすかに輝く鮮やかな紅色を目にした途端、くらりと目眩を覚えた。とっさにバトリーが支えてくれる。

「大丈夫か、カリル」

　あたしは頷うなずくのがやっとだった。あれは、人間を溶かして造られた液体だ。神隠しによって連れさられた人々の、フェリシティの肉体の成れの果ての姿。

　フェリシティ。

　こみあげる吐き気をなんとかこらえる。しっかりするのよ、カリル。ここにこれがあっても不思議ではないのだから。よく見るのよ。

（お姉ちゃん、神殿の地下に）

　赤い液体は巻き貝の中を押し上げられていく。何重も螺旋を回っているうちに液体はどんどん蒸発していき、輝きを失い、水分を失い、どす黒い泥のようなものへと変化した。最後に先端から吐き出され、管を通って捨てられてしまう。残ざん滓し。これは滓かすにすぎないわ。あたしの視線は巻き貝から突きだした角に注がれた。

　蒸発した気体は角を通って、更に細い管から透明な柱の中に流れこんでいた。柱の中には人間の頭くらいの空洞があって、気体はどんどんそこに流れこんでいく。

「なによ、これ……」

　あたしは呆ぼう然ぜんと柱に歩み寄った。柱はひんやりとした空気に包まれている。触れると異常に冷たかった。肌が貼はりついてしまうほどだ。そのまま額をつけて、まじまじと柱の中を凝視する。

　冷たい空気に触れ、蒸気は凝縮する。ぽたぽたと滴したたり落ちる液体は、なぜか元の色と違った。青色だ。人間の液体から不純物を取り除いた、美しい魂たましいの色。

　薬の色だ。

「カリル、低温火傷するぞっ」

　バトリーがあたしを柱から引き剝はがす。額に少し痛みを感じた。血が伝う感触がする。この血にも魂は宿っているのかしら。

　精せい製せいされた液体は金属の箱の中に消えていた。そのあとは見なくても分かる。薬になるのよ。あたしが一か月飲み続けてきた、第三の力を高める薬に。

　涙は出なかった。もう、なにを悲しんでいいのか怒っていいのか、あたしには分からなかった。呆然と気体が液体に変化する現象を見続ける。どうしろというの。どうしろと。

　エストが無言のまま、ブラックボックスの向こうに回った。身を屈かがめるのが見える。そして、ざらざらという音。大量の錠剤をかき回している音だ。

「コリンが死んだとき」

　舌が勝手に喋しやべりだした。

「コリンが死んだとき、太陽神国の古代機械は血を吸って活動するんだって、思ったの。血と言うよりも、生せい気きよね。なんで気づかなかったのかしら。ここには太陽神国の古代機械がいっぱいあるって聞いてたのに。この装置も太陽神国の機械なんだわ。魔道士を造りだしたのは、もともとはアミュールだったのね。なんでこんなものを造ったのかしら」

　抑よく揚ようのない、感情の抜けた声だ。あたしは冷めた目で自分を見ていた。

　あたしったらばかね。フェリシティの仇かたきをとるために、フェリシティを食べていたなんて。何十人、何百人の魂を飲み続けてきたなんて。魂の力。そりゃあ第三の力でもなんでも発現するわよ。あたしの体には何人の魂が宿やどっていると思っているの。

　掌を見つめる。紅で描いた二重円。こんなもの。こんなもの！

　ばっとあたしは柱に両手を押しつけた。冷たく熱い痛みが全身を駆け抜ける。

「なにやってんだよ、カリル！」

　バトリーが耳元で怒鳴った。むりやり柱から引き剝はがされる。手が真っ赤になって、まるで火ぶくれのようになっていた。冷たいくせに火傷したみたい。皮膚が半分はがれ、血がにじんでいた。二重円も消えている。

　でも、だめよ。ほら、ほんの少し意識を集中しただけで力が集まってくる。この第三の力は消えない。魂が宿っている！

「い……いやああ！　いやあっ、いやあ！」

　喉から悲鳴がほとばしった。一度出れば、もう止まらなかった。

「いやあ！　こんなのはいやあ！　なんで、なんでなのよお！　なんでこんなことになったの!?　あたしに、あたしに、なんでこんなもの！」

　バトリーの束縛を振り切り、あたしは柱に拳を叩たたきこんだ。硬い。びくともしない。立て続けに殴り、体当たりを何度も食らわす。触れた肌がべりべりと引きちぎられるのを感じた。痛い。もっと痛くなればいい。

　ぐっと手首を摑まれ、あたしの体は宙を舞った。激しく床に叩きつけられる。

「なにむちゃくちゃなことをしてんだっ。そんなことで壊せるわけがないだろう！」

　バトリーが怒っていた。突然、理不尽な怒りが腹の底からこみ上げてくる。

「な──なによ。バトリーが、バトリーが、あたしにこんなもの渡すから。あたしに、こんなもの渡すから！　バトリーが悪いのよ、バトリーが悪いんだから！」

　彼の厚い胸板を叩く。理不尽だ。理不尽よ。そんなことは分かっていた。でも、どうすればいいというの？　あたしが悪いの。薬を飲んだあたしが悪いの。力を求めたあたしが悪いの。全部あたしが悪いの。こんな悪い奴は死んでしまばいい。そうするしかないじゃない。誰かになすりつけなきゃ、そうするしかないじゃない！

「うっ」

　あたしは一気にこみ上げた吐き気を抑おさえることができなかった。バトリーの胸の中にぶちまけてしまう。苦しくて涙があふれた。喉が詰まったように息苦しい。口の中が酸っぱくて気持ち悪く、自分の吐いたものを見て再び嘔おう吐と感かんを催もよおす。顔から血の気が引くのが分かった。苦しい。苦しいよお。

「いいよ、全部吐いちまいな」

　ぐっと背中をさすられる。痛い。痛いっ。手の動きでおなかに溜たまっていたものが逆流してきた。涎よだれなんだか胃液なんだか分からないものが溢あふれでる。きりきりとおなかが痛む。吐くものなんかもうないのに、吐き気だけは治まらなかった。強引に吐き気を催もよおそうとしていた。全部吐き出せたらいいのに。体の隅々まで行き渡った魂が吐き出せたら。

　痛いのはおなかじゃない。胸が痛い。張り裂けそうに痛い。

「苦しい──苦しいよお。バトリい……バトリい、助けて。助けて」

　痛くて苦しくて、涙がぼろぼろと流れた。涙と涎と胃液でぐちゃぐちゃになった顔を、バトリーが抱きしめてくれる。優しい。バトリーはいつだって優しい。

「カリル、逃げろっ」

　いきなりバトリーがあたしを突き飛ばした。ばっと棒を振り回し、あたしたちに摑つかみかかろうとした手を弾き上げてすぐさま飛び退く。

「エンドローフ!?」

　あたしは目をみはった。いつの間に現れたのだろう。浅黒い肌にアイスグリーンの瞳の壮年の男。間違いない、騎士エンドローフだ。人を圧倒する冷ややかな目つき。変わらない、あのときと。

　これがエストの養父。

　彼は無言のまま、剣を抜き放った。それに合わせてエストが前に出る。そして、

「ここは私が片づけます。二人とも、行ってください」

「エスト！」

「私はこの男と決着をつけるためにここまで来たのです。心配は無用！」

　そう叫んで彼女は踏み込んだ。一いち撃げき、エンドローフが正面から白刃を受けとめ、斜ななめに払い飛ばす。ぶんっ、と大剣が唸うなった。風を斬きる。エストが飛び離れる。

　あたしたちは固かた唾ずを吞んで勝負を見守った。やっぱりエストの方が圧おされている。でも、手出しをしてはいけない。これは親子の問題だ、他人が入れる隙すき間まはない。

　剣と剣がぶつかりあい、二人が離れた。じりりと対たい峙じする。エストが口を開く。

「なぜ、私をエルヴィラ王家に渡したのです」

　エンドローフは答えない。エストは続けた。

「私はずっと考えてきました。あのときまで、たしかに私とあなたは愛しあっていた。それをなぜ、掌を返すように私を突き放したのか。ここに来てようやく分かりました。あなたは自分のしていることがよく分かっていた。自分でも暴ぼう挙きよだと分かっていたからこそ、私を要求されるまま王家に差しだしたのです。自分の轍てつを踏ふませないために。そうまでするなら、アイダント・モアなどさっさと見限ればよかったのです。娘を差しだすくらいなら、なぜ！」

　鋭く言いとがめるエスト。それはあたしが抱いていた疑問と同じだった。実直そうなこの男がなぜ人狩りなどを行うのか、信じられなかった。

「彼は死にかけた私を拾ってくれた恩人。私は死ぬまで彼についていく。それだけだ」

　初めてエンドローフが口をきいた。ゆっくりと、一言一言に重みをつけて。

「ならば、同じようにあなたに拾われた私が、どう思っていたのか分かるはずです。あなたがいるかぎり、私は中途半端なままです。ここで決着をつけさせてもらいます」

「よかろう」

　二人が剣を構えなおす。真っ向から視線がぶつかった。

　この二人は間違いなく親子だ、たとえ血はつながっていなくても。エストの言動はエンドローフとそっくり同じだもの。

「やべえな。二人とも死ぬ気だ」

　バトリーが少し焦あせった口調で呟つぶやいた。じゃあ、下手な方が生き残る？　いや、二人ならどちらも巧うまく死ぬだろう。そんな。

「ま、待って、エスト！」

　あたしは叫んだ。そのときだった。

　ぐらりと岩屋が大きく揺れた。続いて爆発音。思わず手を床につく。ホールはびくともしないが、全体が箱のように大きく揺れ、エストは転倒し、エンドローフもバランスを崩した。岩山を根本から揺るがす震動に、あたしはバトリーにしがみつきながら叫ぶ。

「エルヴィラたちが突破したんだわ！」

「カリル、行きなさい！　アイダント・モアを倒すのがあなたの目的でしょう！」

　エストが怒鳴る。あたしはエストとエンドローフを見比べ、そして、これだけの衝撃にも関わらず、薬の精製を続ける古代機械を見た。

　フェリシティ。

　歯を食いしばってあたしは立ち上がり、揺れ続ける中を走りだした。来た道をたどって、上へ上へ。沼地の魔道師がいる神殿へ。

　あいつを殺す。今度こそ殺す。

　至るところで岩盤の崩落が生じていた。天井からばらばらと小石が降ってきて、崩れた壁が廊下を塞いでいる。

　突然、黒く小さな影があたしに飛びかかってきた。巨大な鼠ねずみみたいだ。不自然なまでに大きく鋭い牙が剝むきだしになる。

「魔物！」

　反射的に掌を向けようとして、はっと体が凍りつく。この力を使う気なの、カリル。

　ひゅんっ、と風を唸らせながら棒が伸び、魔物の体が吹き飛んだ。

「バトリー！」

「おうっ。俺を置いていくなんざ、十四年早いぜ」

　棒を構え、にやっと笑いながら応えるバトリー。彼は上着を脱ぐと、きれいなところであたしの顔をぬぐってくれた。そのまま服を打ち捨てる。

「カリル一人じゃ満足に歩けねえからな。ほら、行くぞ」

　そう言うと、バトリーはあたしの手を摑つかんで走りだした。火傷をした手がじんじんと痛む。でも、このままでいい。このままずっと摑んで走っていて。

　あたしたちはひたすら階段を駆け上った。多少手間取ったが、それでもぶじ頂上の神殿部にたどりつく。さすがに息が切れて苦しかったけど、吐き気はすっかり治まっていた。

「こっち！　多分あいつは上のドームだわ！」

　廊下を駆け抜け、見覚えのある螺ら旋せん階段を上る。一か月前、四天王を召しよう喚かんしたドームだ。

　あたしははっとした。バトリーの腕を摑み、

「待って。なにか様よう子すがおかしい」

　階段の上から第三の力がものすごい勢いで噴き出してくるのが視える。渦を巻いていて、近づいたら弾き飛ばされてしまいそうだ。

「上で力がぶつかりあって──」

　言葉は最後まで続かなかった。カッとドームから閃せん光こうがほとばしる。今まででもっとも激しい爆発音。同時に、神殿の建物が上下に大きく揺れた。

「ひゃっ！」

　立っていられず、あたしは床に叩たたきつけられた。ばらばらと壁が崩れて落ちてくる。ドン、ドン、と大きな音を立てて床が抜けた。二人で頭を抱え、崩壊が収まるのを死ぬ思いで待つ。生き残れたら相当運がいいわ。本気でそう考えた。

　そして、あたしたちは本当に強運の持ち主だった。震動と崩壊がようやく収まり、おそるおそる崩れた壁の下から這はい出る。

「うわあ……」

　あたしは顔をしかめた。壮そう麗れいな白はく亜あの神殿は、見るも無む惨ざんな姿になり果てていた。全壊はしなかったものの、階下の床はそっくり抜け落ち、壁はぼこぼこと空あいている。最上階のドームの床もところどころ穴が空いていて、その隙間から青空が覗のぞいていた。天井はすべて吹き飛んでしまったらしい。

「すげえな、あんだけの衝撃でも全壊しなかったんだ」

「アミュールが造った神殿だけあるわね。岩屋の方はけっこう潰つぶれたみたい」

　その証拠に、岩山自体がぐらぐら揺れているし、どうも床が水平でない気がする。

　あたしたちは慎重に、崩れかかった廊下を上っていった。

　そっと中を覗のぞく。果たして、捕まってねじ伏せられていたのは沼地の魔道師の方だった。蔓つる草くさで首から下をがんじ絡がらめにされている。その周りにフェシアたちが立っていた。

「エルヴィラさま、マリカさま！」

　あたしは四天王に駆け寄った。振り返った彼らの顔を見て、はっと息を吞む。

　彼女たちの顔は醜くただれ、半ば崩れていた。手にも足にも、全身に青黒い斑はん点てんができている。壊死しているのだ。それは激戦の上の負傷ではなく、来る前にエルヴィラが言った「老い」によるものだった。フェシアの体にも生じている。それに、カンパネラ先生がいない。まさか、やられたの!?

　がくがくと震えるあたしに向かって、

「そんな顔をしないで。こうなって当然なのよ。わたくしたちはあまりにも長く生きすぎたのだから」

　マリカが悲哀の入り交じった微笑を浮かべる。醜みにくく崩れてもやっぱり彼女は美しかった。彼女だけじゃない、エルヴィラも以前の輝きを失っていない。でも、死期は近づいている。それがはっきりと分かった。
















「たかだが魔道士一人を捕えるのに、太陽神の息子と四天王のうち三人がかかってやっとなんて、アミュールの名も地に落ちましたねえ」

　足元で沼地の魔道師が言う。あたしと目が合うと、醜悪な顔でニイッと笑った。捕まって悔しがっている様よう子すではなく、それどころか喜々としている。不気味になって、あたしはマリカの陰に隠れた。

「お久しぶりです、マラスターンの王女。足元から失礼を。首尾よくダザンを滅ぼしてくれたそうで、感謝感激雨あられですよ」

「……なにが嬉うれしいの？　あんた、殺されちゃうのよ、これから」

「ただでは死なないという奴でしてね。私も死にますけど、ここにいらっしゃるアミュールの皆さんも一両日中には死ぬでしょうよ。こんな嬉しいことはないじゃあないですか」

　そう言って魔道師は声を立てて笑った。そして、あたしに向かって、

「おまえさん、魔道士の秘密を見てきたんでしょう。そうですよ、我々は人間の命を糧かてとして第三の力を得たんです。おまえさんの妹も、今ごろは誰かに吸収されてますね。それに、おまえさんの体にも、誰かの魂が吸収されている」

　ぴくっと頰が痙けい攣れんするのが分かった。挑発されている。あたしはゆっくり深呼吸して、

「あれは、太陽神国の古代機械ね。魔道士は太陽神国が造りだしたものなの？」

「それはエルヴィラさんの方が詳しいですよ。彼女はこの計画の指導者だったんですから」

　計画？　あたしは傍かたわらのエルヴィラを仰あおいだ。彼女はおもむろに首を振って、

「霊能者を人工的に作りだすことは、薬の効果の副産物にすぎませんでした。あの薬はもともとは太陽神国が成立する以前に、対立するアミュールを暗殺する薬として開発されたものなのです。凡人が飲めば第三の力を発現させる夢の薬でも、アミュールにとっては劇薬。我々はそうやってアミュールを征服していったのです」

「で、でも、あたしは生きているわ。ジュノーだって力を失ったきりで、生きていた」

「薬が弱かったのでしょう。我々が造った原液を飲んで助かった者はいません、ただ一人、彼を除いては」

　エルヴィラの視線はまっすぐ沼地の魔道師に注がれていた。

「え!?　じゃあ、こいつはアミュールだったんですか！」

　驚きを隠せないあたしを見て魔道師がまた笑う。

「私はね、濡れ衣で殺されたんです。あんなに太陽神を愛していたのに、ひどい仕打ちでしょう。何十年も何百年も牢獄につながれて、死にかけていた私を助けてくれたのはエルヴィラさんでした。彼女ら四天王がフェシアさまについて神国を出しゆつ奔ぽんすると聞いて、私もついていくことにしたんですよ。ガランシア──今のハイナ・セファーン沙漠の西の地に隠れ、細々と暮らしていました」

　あたしは啞あ然ぜんと魔道師の話を聞いた。フェシアと沼地の魔道師は敵対していたんじゃないの？　エルヴィラとマリカも否定しようとはしない。

　魔道師は言葉を続けた。

「しばらくして、エルヴィラさんから太陽神国の粛しゆく清せいから逃れてきた能力者を匿かくまってほしいと頼まれ、私の周りには仲間が集まるようになりました。思えば、あれがいちばん幸せな時期でしたね。私たちはひっそりと隠れ里に住み、慎つつましい生活を送っていました。そう、フェリム・フェシア、あなたが襲撃して来るまでは」

　フェシアは無言のまま目を見開いた。額にじっとりと汗がにじんでいる。

　魔道師の口元が異様につり上がった。フェシアの反応を見て嘲笑を浮かべたのだ。醜い顔がよけい醜くくなる。

「始めはなんのことだか分からなかった。そうでしょう、何年かぶりにいきなり現れ、私の国になにをしたと言われても、こちらは当惑するだけです。私の弁明も聞かず、やっと築き上げた村を彼は焼き払ってしまった。私が彼の帝国を狙っているという太陽神国の流したデマを知ったのは、ずっとあとのことでした。でも、彼はデマであることを承知していたんです。結局、もっとも能力者を蔑さげすみ疎うとんじていたのは、フェリム・フェシア、あなただったんです。私の復讐はそのときから始まっていたんですよ」

　やっぱりフェシアは無言だった。魔道師もかまわず喋しやべり続ける。

「私一人では最盛期のあなたに敵かなうはずはなく、潜伏している間に太陽神国は滅び、あなたは封じられた。私はときを待つことにしました。激げき減げんした能力者が再び増加し、あなたが年をとるのを。今の私ならあなたたちに勝てる。勝てるのです、オル・ハン！」

　魔道師が叫ぶ。その声にバトリーが反応した。え？

　あたしは目をみはった。棒が回転し、俊しゆん敏びんな動きでフェシアの体を突き飛ばす。続けてエルヴィラの脇腹を打ちのめし、マリカの鳩尾みぞおちに蹴りが決まった。

　刹せつ那な、マリカの体が黒い粒子の塊と化し、ばっと四し散さんしたのだ。

「きゃあ！」

　あたしは悲鳴を上げた。マリカが消滅した!?

　見ると、倒れるほかの二人も棒の当たった部分が崩れ落ち、さらさらと黒い粒子がこぼれだしている。まるでもともと糊のりで固めた砂人形だったとでもいうかのように。

「バトリー！　なんてことを！」

　摑つかみかかろうとしたあたしにさえ棒が飛んできた。胸を突かれる。

「えっ？」

　痛みはなかったけど、尻もちをついてしまった。仰向けに転がって、なにが起こったのか呆ぼう然ぜんと考える。バトリーはなにをしたの？　なぜあたしを攻撃したの？　頭が混乱する。バトリーに限って。バトリーに限って、そんなこと。

　体を起こすと、彼が魔道師を縛る蔓つる縄なわを引きむしっている姿が見えた。

「な、なにしてるの、バトリー」

　バトリーが振り向く。その目には瞳がなく、真っ赤に充血した白目が爛らん々らんと輝いていた。あたしはとっさに口を塞ふさいだ。正気じゃない！

「切り札は最後までとっておくものですよ、おまえさん」

　魔道師が起き上がりざま、説明する。

「アミュールはめっぽう強力な第三の力を持っています。だが、肉体的な攻撃にはまったく弱いんですよ。第三の力を出し尽くしてしまえば、こんな普通の人間の蹴り一発でやられてしまうほどなんです。彼らは年を取りすぎた」

「バトリーになにをしたの!?」

「ちょっとした暗示ですよ。エンドローフは実直だが、そちらにエストレディータがいるかぎり土ど壇たん場ばで裏切ることも考えられましたしね。マハサイのバトリー・オル・ハン。心強い味方です」

　そう言って魔道師がバトリーの腰にしがみつく。暗示ですって？　いつのまに。

「ひ、卑ひ怯きようよ！　バトリーが単純なのに目をつけるなんて！」

「戦争に卑怯もなにもないじゃあないですか。それに、おまえさん、この男が単純だなんて、本気でそう思っていたんですか。彼は素晴らしい役者ですよ。ねえ、思い出してごらんなさい、誰がおまえさんにあの薬を与えたんです？」

　バトリー。即そく答とうできた。まさか。あたしは手が震えるのが分かった。まさか、あのときからバトリーはこいつの暗示にかかっていたの？

「だ──だからなんだっていうのよ。あたしが薬を飲んだって、あんたにはなんの得もないじゃない。それどころか、あたしはあんたを倒しにきたわ、薬で発はつ現げんしたこの力で」

　あたしは掠かすれた声で反はん駁ばくした。バトリーの優しさが魔道師の暗示によるものだなんて、信じられなかった。信じたくなかった。それを裏切るように、

「エルヴィラさんが言ったでしょう。原液を飲んで助かった者はいないと。なぜ私だけ生き残ることができたのか、なぜアミュールでありながら太陽神の結界を通ることができなくなったのか、それを知りたかったんですよ。体が変質してしまったのかもしれない。ですから、アミュールの末まつ裔えいを捕らえては、薬を飲ませてみた。生き残ったのはジュノーとおまえさんだけ、しかしジュノーは力を失ってしまった。さて、おまえさんの力はこれからどうなることでしょうねえ」

　あたしは反射的に自分の掌を見つめた。まさか。

「カリル、その者の話を信じてはなりません！　あなたの力は固定して……！」

　体を起こして叫びかけたエルヴィラを、再びバトリーが蹴り飛ばす。ぐじゃ。嫌な音がして、彼女の腕が付け根から吹き飛び、空中で分解された。

「やっ……！　やめて、バトリー！」

　とっさにあたしはバトリーにタックルした。すさまじい力で振り解こうとするけど、絶対離さない。この手を離したらエルヴィラを殺してしまう。そんなことさせたくない！

「やめなさい、オル・ハン」

　魔道師の一言で、ぴたりとバトリーが動きを止めた。あたしはあちこち殴られた痛みをこらえながら、魔道師を睨みつける。悔しさのあまり涙がにじんだ。

「あんたはなにが望みなのよっ。ダザンはもう滅ほろんだのに、これ以上なにをする気なの」

　あたしの言葉に魔道師は肩をすくめた。

「やれやれ、本気でそんなことを言っているんですか。ダザンは滅んだが、迫害というものは一度始まるとなかなか元には戻らないものなんです。無理に矯きよう正せいしたとしても、反動が来るに決まっています。ならば、根本を変えればいい」

「根本を変える？」

「能力者と一般人がいるから差別が起こるのです。この世の人間をすべて能力者にする、それが私の夢です！」

　声高らかに、歌うように魔道師は語る。あたしは啞あ然ぜんとした。つまり、世界中魔道士だらけにするということだろうか。あの薬を使って。確かに差別はなくなるだろうけど、世界中の人間を魔道士にするために一体どのくらいの人間が犠牲になるというの？

（おねえちゃああああん）

（おねえちゃああああん。苦しいよおおお）

（助けてえええ）

　赤い海が脳裏に映る。あたしのフェリシティ。溶けて死んだ。溶けて殺された。

　これ以上フェリシティを増やすなんて許さない！

「そんなことさせないわ！　たとえ世界中の人間があんたを英雄と呼んでも、あたしはあんたを殺す！　あたしが今、この手で殺してやる！」

　掌に力を集中させる。おねがい、あたしに力を貸して。あたしの中にいる大勢の命、あんたたちの仇かたきを今とる。力を！

　光の玉が生じる。一気に膨張する。魔道師が嘲笑した。

「私にかなうと思っているんですか」

「やってみなけりゃ分かんないわよ！」

　怒鳴りざま、あたしは第三の力を魔道師に撃ち放った。力は光の龍となり、魔ま道どう師しに食らいつく。

　魔道師の体に触れる寸前、見えない壁に力が跳ね返された。結界だ！

　あたしは歯を食いしばり、渾こん身しんの力を掌に集中させた。どくどくと脈が耳元で聞こえた。体が熱い。頭ががんがん痛む。

　でも、負けない。フェリシティ、あたしに力を！

　別の方向から炎の龍が魔道師の結界に食らいついた。エルヴィラだ。半身を起こした彼女の手から青白い炎が噴ふき上がり、あたしに加勢してくれる。

「エルヴィラ・ガレリア!?　まだこんな力を残して……！　オル・ハン！」

　魔道師の声。それに反応してバトリーがあたしに摑つかみかかってきた。こんなときに！

　反射的にあたしは力を引っ込めてしまう。手刀が唸うなる。胸に衝撃。一瞬、息ができなくなり、あたしは吹き飛んだ。それでも、バトリーがエルヴィラの方に向かおうとするのを、足にしがみついて必死に抑おさえこむ。

「やめてやめてえ！　バトリー、しっかりしてえ！」

　痛みでぼろぼろ涙を流しながら、あたしは掌に力を集中させた。漏ろう斗とよ、漏斗。おねがい、バトリーを救って！

　無理な姿勢から祈るように力を叩きこむ。光の玉は彼の後頭部を直撃し、弾け飛んだ。抵抗がなくなり、ぐらりと彼の体が傾げる。

　充血した白目をむきながら彼は失しつ神しんしていた。

「バトリー。バトリー。ごめんなさい、ごめんなさい」

　エルヴィラの力も魔道師に跳ね返される。膝をついた彼女に魔道師がひょこひょこと歩み寄った。エルヴィラは怜れい悧りなおもてをまっすぐ向けて、

「あなたがやろうとしていることは無む謀ぼうの極きわみです。それが分からないのですか」

「確かに。それには長い時間、何世代にも渡る時間を必要とします。初志は失われ、動きはついえてしまうかもしれない。ですから、そのためにも指導者を常に置かねばなりません。一つの記憶を持ち、強大な力を持った」

「……記憶箱を使うということですね」

　氷の瞳がまっすぐ魔道師を見ていた。魔道師は頷うなずく。記憶、箱？　転生の秘術の？

「あなたがここを根城にしたと聞いたときから、おおよその察しはついていました」

「ど、どういうことです、エルヴィラさま」

　あたしが尋ねると、エルヴィラは首を振って、

「ここは『黒の家』と赤道上空に浮かぶ『白の家』と、ちょうどトライアングルを作る位置にあるのです。保存体の『黒の家』、送信体の『白の家』、転写体の『赤の家』。つまり、ここは記憶を転写する機械がある場所なのです」

「エルヴィラさん、『赤の家』の鍵を渡してもらえませんかね。あなたが持っているのは分かっているんですよ。別に拒否されてもいいですよ、どうせあなたを殺したあとにいただくだけですから」

　あたしたちにはもうなすすべがなかった。エルヴィラが初めてため息をついた。深い、苦しいため息だった。
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　エルヴィラの手にすうっと四本の杖が現れる。四天王を覚かく醒せいさせるために使った鍵だ。彼女はそれをまとめて絞るように手首を捻った。四本の杖が融とけあい、一本の長い杖へと変化する。

「言っておきますが、これはあなたが不死になるのではなく、生き返るわけでもありません。あなたの記憶と形態の情報が残るだけです。それでもいいのですね」

「私個人などはどうでもいいんですよ、エルヴィラさん。永遠の生など望んでいません。私が今日まで生き長らえてきたのは能力者を救うため、そしてフェリム・フェシアをこの手で殺すためでしたから」

　差し出された杖を受け取りながら魔道師は答える。エルヴィラがため息をついた。

「あなたがアイーダさまを慕したっていたことは知っていました」

「きさまがそのことを言うな！」

　ぎょっとするほど大声で魔道師は怒鳴った。甲高い声がいっそう高くなって、耳をキーンと刺す。赤ら顔が茹ゆで蛸だこのようにさらに赤くなり、垂れた目が本当につり上がった。

「あの方に恋しない男があるものか！　崇すう拝はいしない者があるものか！　あの美しい方のためなら、私はいつ死んでもかまわなかった。あの方こそ女神だったんだ。それをおまえたちは見殺しにした！」

　最後の方は悲鳴になって魔道師は叫んだ。そのすさまじい憤いきどおりに、あたしは気を吞まれてしまう。慇いん懃ぎんだった口調が崩れてしまうほど、彼は感情的になっていた。

　魔道師はぜいぜいと息を切らし、そして、フェシアをきっと睨むと、

「あなたが殺したんです。あの美しい方を。己の弱さのせいでアイーダさまを殺した罪の呵か責しやくのあまり、私に罪をなすりつけた。なぜなら、もともと私に能力者の保護を頼んだのはアイーダさまだったから。あなたは単なる嫉しつ妬とで私の村を襲い、皆殺しにしました。私のような流れ者を信頼してくださったアイーダさまを、あなたは、あなたの国は、殺したんだ！」

　魔道師の歪ゆがんだ口がさらに歪む。怒っているのか笑っているのか分からなかった。

　ぞくっ、と背中に冷たいものを感じ、あたしは振り返った。倒れていたフェシアがゆらりと立ち上がる。様よう子すがおかしい。

　おかしいのは当たり前だ。彼にとってはアイーダ皇こう女じよは生きていることになっていたのだから。アンジェラの暗示が解けてしまう！

「ア……アイ、イイイイ、ダ。アイイイダアア。アイイダはあ。はああああ」

　薄気味悪い声がその口から洩れる。あたしは慄りつ然ぜんとした。

「アイイダはあ、私が殺したのではあ、なあああい。アイイダア。なあぜえ、死んだああ」

　異様に間延びした声。フェシアの双そう眸ぼうが黄金の輝きを宿した。来る！

　とっさにあたしはバトリーを抱きしめる。フェリム・フェシアの体が太陽の炎を噴き上げた。炎の龍は渦を巻いて魔道師に食らいつく。魔道師の防御結界と炎の龍が激突した！

「きゃっ！」

　激しい力の乱流にあたしは悲鳴を上げた。付け焼き刃のあたしの防御は役に立たない。

　ばちばちっと空気が放電する。太陽の炎が魔道師の結界を攻撃し続ける。その衝突による力の波がびりびりと肌を刺した。

　すごい力だ。この力で彼は二千年前、太陽神国を滅ぼしたのだ。

「あ、あなたもまだこんな力を残して……！」

　魔道師が声を上げる。フェシアのぼろぼろの体のどこに、こんなに力が眠っていたのか信じられない様よう子すだ。力は均きん衡こうして、いえ、やっぱり力を使い果たしていたフェシアの方が分が悪く、じりじりと炎は押し戻されていく。

　この隙を突けば。

　あたしは懐ふところに納めていた小刀を握りしめた。

　魔道師に向かって駆けだす。奴があたしに気づいた。でも、もう遅い！

　結界の境に踏みこんだ途端、全身に電気が走った。歯を食いしばり、強引に突破する。

　ばかね、沼地の魔道師。自分で弱点を言うなんて。エルヴィラたちと同じくらい生きてきたあんたも、第三の力に過信しすぎている。あんたは年を取りすぎた。

　体当たりするようにあたしは魔道師の薄っぺらな胸に刃を突き立てた。魔道師の目が見開かれる。今度こそ殺るわ。今度こそ。

　フェリシティ、あたしに力を！

「いやあああ！」

　渾こん身しんの力をこめ、刃を押しこんだ。ブツッ、となにかが破れる感触が手に伝わる。切っ先が体を貫通したのだ。

　どっと魔道師の口から血が噴き出し、奴はばったり倒れた。即そく死しだった。

　その途端、魔道師の結界が消滅し、あたしはフェシアの放つ力の波に吹き飛ばされた。

「きゃっ！」

　激しく壁に叩たたきつけられる。脆もろくなっていた壁が衝撃で崩れ、瓦が礫れきとともにあたしは外になだれ落ちかけた。

　ぱっと誰かの手が伸び、あたしの腕を摑つかんで救いあげてくれる。

「カリル、大丈夫ですか」

「エルヴィラさま！」

　抱き上げられたあたしは、彼女の肩ごしにフェシアを見た。

　炎の柱がフェシアを吞みこみ、天を焦こがす勢いで噴き上がっている。その瞳は爛らん々らんと輝き、第三の力が全身から放出されていた。かなり強い波が視える。

　その力を体に感じないのは、エルヴィラが守ってくれているからだとようやく気づいた。でも、彼女の体は力を浴びてぼろぼろ崩れだしている。手や足、胸元から黒い粒子が流れだし、光の風に舞い散った。

「わたしはああ、わたしはああ間違ってなあああい！」

　フェシアの絶叫。カッと雷光が走り、一瞬遅れて地を揺るがす轟ごう音おんが鳴り響ひびく。

「ひっ！」

　あたしは身を縮ちぢめた。鼓こ膜まくが破れるかと思った。

　滅びの続きが始まったのかと思った。

　そして。

　不意に光は収まった。同時に力の波も消滅する。

「……え？」

　あたしはなにが起こったのか分からず、おそるおそるエルヴィラを仰あおいだ。彼女は力尽きたように膝ひざをついたが、すぐに立ちあがる。

　彼女の視線を追ったあたしは、呆ぼう然ぜんとなった。

　フェリム・フェシアは白く燃え尽きていた。黄金に輝く髪も、死し斑はんの現れた肌も、瞳さえ色を失っている。理由は一つ、寿命を超えて力を出しすぎたのだ。

　彼は死ぬのだ。

　フェシアのぱりぱりに乾いた唇が動く。

「エ……エルヴィラ」

「はい、ここに」

　エルヴィラがフェシアの前でひざまずく。彼は仁王立ちの姿のまま、

「おまえ……また、私を騙だましたな」

「申しわけございません」

　深々とこうべを下げるエルヴィラ。でも口で言うほど申しわけなさそうな感じはない。

「おまえはまた……カリミアと共きよう謀ぼうして私を騙した……一度目は私を二千年の孤独の中に封じ込め……今また、私をこんなところに連れてきた……私が行くべきところはここではなかった」

　あたしはどきりとした。アンジェラの暗示が完全に解けている。

　フェシアは言葉を続けた。

「おまえは知っていたはずだ……二千年の孤独、果てしない眠りの中、私がなにを考え、思っていたかを」

「はい、封印が解けた暁あかつきにはカリミアを滅ぼしに行くと」

　え？　あたしは耳を疑った。なんだってフェシアまでそんなことを考えているのだ。彼は殺されたカリミア皇女の妻の復讐のため、太陽神国を滅ぼした張本人ではないか。

「な、なんであなたはカリミアを滅ぼすなんて考えてるんです!?」

　あたしはこらえきれず、フェシアを問いつめた。彼は視線も動かさず、おそらくあたしが誰であるかもかまわず、

「激げき情じようにかられ、この手で故国を滅ぼしてしまった……カリミアのせいだ。あやつらがすべて企み、私にそのようなことをさせた……アイーダ、我が妻アイーダの命と引き替えに……アイーダは自ら命を絶った……それがなによりの証拠」

「そんな、思いこみもいいところだわっ。それはただの責任転てん嫁かじゃないですか」

　あたしは憤ふん然ぜんと言い返した。自分で滅ぼしておきながらあとで誰かに理由をなすりつけるなんて、みっともない自己弁護に過ぎないではないか。

　でも、彼には自分に都合の悪い声なんか届かないようだった。

「父王陛下の力を手に入れて、やっと、やっと封印が解けたというのに……また騙だまされた……アイダント・モアなど放っておくべきだったのだ。カリミアを滅ぼしておかねば、禍か根こんが残る……私の子供たちも同じ運命をたどるに違いない。私の力が、私の記憶が必要になる。カリミアなんかに支配されてたまるか！」

　突然の怒号に、あたしはびくっと身を縮めた。フェシアの色をなくした瞳が一瞬ぎらりと光った。が、すぐに消えてしまう。

「……エルヴィラ……私は死ぬのか」

「はい。すぐに私もあとを追いますれば」

「それはならん」

　厳げん然ぜんたる口調でフェシアは言い渡した。エルヴィラが顔を上げる。

「『転生』の用意を」

「フェシアさま、それは」

「口答えするな……私はおまえの主であり、義父だ、逆らう権限はない……私は、私の子供たちのために、『転生』する。おまえは残れ。カリミアの魔の手から私と、私の子供たちを守るのだ。たとえ肉体が滅びようとも……それが二度も私を騙した罰だ」

「分かり──分かりました。仰おおせのままに」

　もう一度エルヴィラは深々と頭を下げ、立ち上がった。右手を天に掲かかげると、あの杖が現れる。「赤の家」とかいうものの鍵だ。

　彼女は杖を床に突き立てた。

　音もなく、杖を立てたところから空間がゆっくりと裂け始める。楕だ円えん状じように広がっていく裂け目から、たそがれの空間が垣かい間まみえた。あたしは息を吞んだ。

　見ていると切なくなってしまうほど赤い、夕焼け一色の世界だ。

「エ、エルヴィラさま」

　あたしは当惑して声をかけた。ついに体全体が崩れ始めたエルヴィラが振り返る。

「彼を本当に『転生』させる気なんですかっ。彼はカリミアを──」

　滅ぼすつもりです。あたしはその言葉を吞みこんだ。エルヴィラの寂わびしげな目が止めさせたのだ。それはありえないと。

　どう足あ搔がこうとも、カリミア皇家の人間にかなうわけがない。最強のアミュールと呼ばれた父子二人の力でさえ、アンジェラ一人に跳ね返されてしまったのだから。

　そうだった。彼が『転生』したところで心配は要らない。誰の目にも明らかなことだった。でも死につつある者にその現実を教えてなんになるだろう。心の平安を乱すだけだ。

　だから、それ以上は言わないで。そうエルヴィラの目が語っていた。

　エルヴィラの優しく、悲しい偽り。

　ゆっくりと彼女は口を開く。

「フェシアさまは私の主君。ご命令には従したがうよりほかありません」

　婉えん然ぜんとエルヴィラは微笑んだ。その口元から黒い霧がさらさらと流れている。あたしはもう、反論する言葉が見つからなかった。

　エルヴィラ。フェリム・フェシアを愛している？

　不意に、頭の中にエルヴィラの声が響いた。

（カリル。カリミアに記憶箱のことを）

（記憶箱をあなた方にお渡ししますと──フェシアさまの魂に救いを与えてくださいとお伝えして）

（ありがとう、カリル。私のわがままを吞んでくれて）

　エルヴィラがフェシアに手をかざす。彼の体がすっと浮かんだ。そして、たそがれの世界へと向かう。二人を吞みこんだ断層は、再びゆっくりと閉じ合わされた。

「エルヴィラさま……」

　あたしはその場に立ち尽くした。

　終わったの？

　これで終わったの？

　呆ぼう然ぜんとしていたのはわずかな間だった。ゴゴゴと足元が細かく震動しているのに気づく。

「え？　な、なに？」

　動転している間にどんどん震動は大きくなり、横揺れから縦揺れへとなる。残った壁や床が崩れだし、あたしは足をすくわれて転倒した。

「な、なによ、これ！　全部終わったんじゃないの!?」

　思わず叫んだ瞬間、緩ゆるんでいた床がぼこっと抜ける。

「きゃっ！」

　落ちかけたあたしの手を、ぱっと誰かが摑つかんだ。まさか、またエルヴィラさまが!?

　でも、引き上げてくれたのは見慣れたバトリーの顔だった。充血しているけど瞳がちゃんと戻っている。

「バトリー！　正気に戻ったのね！」

　あたしは彼に抱きついた。あのフェシアの力の中でよく死ななかったものだ。

「カリル、感激している場合ではない。ここはもうすぐ崩れる、飛ぶぞ」

　あたしはいつもと様よう子すが違うバトリーにきょとんとなった。体を離してまじまじと彼を見る。にっこりとバトリーが笑った。いつもの笑い方じゃないわ。こ、これはっ、

「アンジェラさまあ!?」

「保護する代わりに少し体を乗っ取らせてもらった。さあ、行くぞ」

　彼──彼女はあたしを抱き上げると、すうっと飛び上がった。抜け落ちた天井から一気に神殿を見おろせる高さまで飛ぶ。

　震えているのは神殿の乗っかる岩山そのものだった。まるで楔くさびが引き抜かれるように大きく横に揺れる。そして、地の底からたそがれの光が放たれたかと思うと、岩山は轟ごう音おんを立てて崩壊し始めたのだ。

　岩盤が崩落し、木々がなぎ倒され、大量の水が樹海に溢あふれでた。この騒ぎで何千、何万羽という色とりどりの鳥たちが飛び立ち、空を埋うめ尽くす。

　落ちていく瓦礫の中に小さな紅いものが見えたけど、それはすぐに粉塵の中に消えた。

「どうして……」

　あたしは愕がく然ぜんとして呟いた。アンジェラが感かん慨がい深げに、

「エルヴィラの置き土産だな。これで記憶を残すことは二度とできなくなった」

　エルヴィラが最後の力を振り絞って、この『赤の家』を破壊したのだ。あたしは大きくため息をついた。そして、アンジェラに向かって、

「全部聞いていたんですか？」

「それが私の仕事だからな」

　あたしは眼下を見おろした。がらがらと岩山は崩壊し続ける。

「エストは、あの中に？」

「ああ」

　アンジェラが頷うなずく。やっぱり。二人とも剣術に長たけていたから。

　エスト。あなたが帰るところは養父の側そばだった。それで、幸せ？

「……あたし、フェリシティが生きがいでした。あたしにはあの子しかいなかったから。あの子以外、なにも持っていなかったから。だから、あの子のためならなにを犠牲にしてもかまわない、そう思っていました。でも、今は」

　決してフェリシティへの愛が薄れたわけではない。大切なものが増えてしまっただけだ。

　ぽん、と皇女殿下があたしの背中を叩たたいた。それ以上は言わなくてもいい、そう言ってくれているようだった。フェリシティ。安らかに眠ってほしい。

「カリル、そろそろ私は国に帰らなくてはならない」

　アンジェラの言葉にあたしは顔を上げた。もうお別れだなんて。

「エルヴィラの王女は確かに預あずかった。王子も必ず捜さがし出そう。生きていればの話だがな」

「はい」

　あの二人のことはカリミアに委ゆだねよう。それが誰にとっても最良の手に違いないから。

「おまえたちはこれからどうする。好きなところまで送っていくぞ」

「あ……じゃあ、マイドゥグリ、ご存知ですよね、彼らの避難先に連れていってください。ぶじを確かめたいんです。クルドも気になるし……アンジェラさま」

　あたしは思い切って尋ねてみた。

「あたしたちは手を取り合うことができるんでしょうか。アミュールの末まつ裔えいと、ほかの能力者たちと」

「おまえが義妹を殺した彼らを許せるのならな。そこからすべては始まる」

「ど、努力します」

　そうだ。努力するしかない。努力しなければ現実は変わらない。

　アンジェラは満足そうに微笑むと、

「しかし、おまえたちはいつまでも虐ぎやく殺さつの歴史にこだわってはいられなくなるだろう」

「といいますと？」

「ほかにも敵はいるということだ。その敵からみれば、おまえたちなど十じゆつ把ぱ一ひと絡からげだ」

「敵……カリミア皇家？」

　口にした途端、皇女殿下のげんこつが飛んできた。あいたた、言ってみただけなのに。

「そう思いたければそう思っていいぞ」

「殴ってから言わないでください──それで、敵って誰なんです？」

「世間だ」

「世間」

　あたしはアンジェラの言葉を繰り返した。そうだ。すっかり忘れていたけれど、マラスターン周辺の国々では能力者は異い端たんの存在だった。生きていく自由もないほどに。

　あたしたちはその世間の荒波に帰らなくてはならないのだ。

「太陽神国が根付かせた能力者への差別意識は、アイダント・モアが言っていたようにそう簡単に払ふつ拭しよくできるものではない。おまえたちには苦しい戦いになるだろう」

「でも、努力します。あたしは沼地の魔道師とは違うやり方を捜します」

　能力者が自由に生きていける、もっと違うやり方があるはず。あたしはそれを捜す。

　アンジェラも頷いてくれた。

「そうだな。努力するがいい、一人では難しいが二人で捜せばなんとかなるだろう」

「な、なんですか、その二人でって」

「迫害で辛い目にあったらいつでもカリミアに訪ねてこい。二人でなら歓迎するぞ」

　わはははは、と豪快に笑うアンジェラ皇女。ああ、もう、この皇女殿下にはかなわないわ。あたしは一緒になって笑うしかなかった。







　　　　終




　あたしたちはガレ湾に面する小さな港町に集まっていた。そこにマイドゥグリたちが避難していたからだ。

　あの混乱の中、ダグダイワから撤退できたのはマイドゥグリの仲間が五十七人、クルドの仲間がたった十四人だった。多くの能力者が魔道師の言葉にしたがって、なにがあろうともダグダイワに残ったそうだ。そして、消滅した。

　沼地での詳細は全部バトリーが説明した。あたしだとまだ感情的になってしまって、要らぬ波風を立てかねなかったからだ。その間、あたし一人埠ふ頭とうの端に座り、話し合いが終わるのを待った。

　まだまだ努力が必要みたい、アンジェラ皇女。

　随分長いこと、彼らは話し合っていた。ときおり怒鳴り声も聞こえた。でも、マイドゥグリや、驚いたことにクルドが止めに入る声も聞こえた。

　巨大な夕陽が水平線に沈みかける。

「カリル」

　振り返ると、バトリーが近寄ってくる姿があった。話し合いは終わったようだ。彼はあたしの隣に佇たたずむと、

「終わったぞ。ちゃんとカリルの言ってたことも話したし、皇女殿下の話も伝えといた」

「どうだって？」

「うん。なんかクルドたちな、薬がどう作られてたか知らなかったみたいだぜ。薬精製に携たずさわってたのは魔道士だけだったそうだから。ほら、ディエーンヌ城でいったん加工してたし、沼地の魔道師も仲間には極秘にしてたんじゃねえかなあ。あいつら、一度ディエーンヌ城へ行って調べてみてから本当かどうか決めるとさ」

　あたしは頷うなずいた。それでいい。いきなり理解し合えるはずがない。一歩ずつ進むしかないのだ。

「バトリーはこれからどうするの」

「俺は国に戻って調査報告しなくちゃな。俺、神隠しについて調べに来たんだぜ。ちょっと忘れてたけど。それから、希望者をマハサイに連れていこうと思うよ」

　そう言ってバトリーは向こうにいる七十一人を顎あごで指した。じっとクルドがこちらを見ている。彼がその希望者の筆頭なんだわ。

「マハサイは能力者を迫害なんかしてないからさ。ま、特別扱いは覚悟してもらうけど。俺、こういうのは逃げじゃないと思うよ。古い土地にしがみついてあがくより、新しい土地を目指すのはいいことだと思う」
















　バトリーにしては立派なことを言う。いえ、バトリーだからこそ、かしら。

　やっぱりこの人は根っから優しいんだわ。ちょっと単純だけどね。

「幸せになる努力をしなくちゃ、ね」

「そういうこと」

　あたしの言葉にバトリーが頷く。あたしはそっと手を伸ばして、彼の手を握った。

「あたしもマハサイに行って、いい？」

「一緒に来ないつもりだったのか？」

　二人してきょとんとして、それから二人して吹きだした。

　ああ、もうっ、あたしたちってば。笑いながらバトリーが抱き上げてくれる。

「幸せになろう。俺たち」

「なるわよ。当然じゃない」

　あたしは声を立てて笑う。だって、あたしは努力するもの。大事にするわ、あなた。大事にして、あたしを。

　幸せになるために。









　　　あとがき第十回記念特別企画　これを読めば上巻の内容が一目で分かる

　　　　　　　【作者による登場人物紹介】







　カリル。マラスターンの王女である。アミュールの末まつ裔えい。最初は「カリちゃん」と呼んでいたが、この呼び方をする話は没ぼつになるジンクスがあるのでやめた。義妹フェリシティが唯ゆい一いつの生きがいだった。兄が妹になっただけなんて言ってはいけない。

　バトリー・オル・ハン。マハサイの国家公務員（こう書くとファンタジーではないみたいだ）であり、体術士。彼が黄色人だと気づいている人はいるだろうか。頭は軽いけどいい男だ。この話でいちばん愛を感じる。下巻の表紙を見て、「こ、こんなに立派になって……」と笑い（どういう笑いだ）が止まらなかった。

　エストレディータ・ミクマーラ・エル。エルヴィラ王国の国王代理、一応。この人にはいろいろ裏話がついて回るが、話に関係ないので書いていない。

　コリン。魔法使いの民。この世界において「魔法使い」「魔道士」「道士」などの名称は特殊な意味を持つ。既存の概念で読んでいくと混乱するので、気をつけよう。

　以上の四人を「はるばる恐きよう喝かつ集団」と呼ぶ（上巻読んでそう思わなかった？）。

　エンドローフ。騎士にして魔道士。沼地の魔道師の一の部下。「神隠し」を行っていた。出番は少ないが、おいしいおっさんだ。

　ファクルシ。自然派の科学者。ディエーンヌ城で魔物を造って楽しんでいた。発覚後、彼の姿を見た者はいない。作者も知らない……

　アイダント・モア。沼地の魔道師。迫はく害がいされる能力者を集めてダザンに対抗しようとしている。「神隠し」を行っていた張本人。とても醜みにくい。想像していた以上に醜く怖い。

　タヌバル・マハ。ダザン王国の粛しゆく清せい将軍で、アミュールの末裔。風切り士。能力者抹まつ殺さつのため、あちこち飛び回っている。この人が黒人だと分かっている人はいるのだろうか。

　ジュノー。エルヴィラ王国の王子。幼いころアイダント・モアの下へ人質に出され、そのまま懐かい柔じゆうされてしまった。ちなみに名前は「寿能」という地名（埼玉県大宮市）からだ。

　ダナエ。エルヴィラ王国の王女、ジュノーの姉。弟と同じように人ひと質じちに出されたが、魔道師に反発している。高飛車な娘だが、第三の力を持っている。ともにアミュールの末裔。

　クルド。コリンの兄で、沼地の魔道師の傘さん下かに入った能力者の一人。魔法使い。「青い薬」で攻撃の力も持ってしまったというが、私は見たことがない。

　アンジェラ。カリミア帝国皇太子。沼地の魔道師の保護者だったが、魔道師のペナルティによりカリルに助力することにした。カリミア皇家との付き合いは長いが、戦う人を書いたのはこれが初めて。偏へん愛あいしているけど、最近バトリーに圧おされている。

　おまけでマイドゥグリ（下巻で登場）。ダザンのゲリラ組織の頭。よく電車の中で「あ、マイドゥグリのモデルだ！」という格好いい黒人さんを見かける。今日も見てきた。




　というわけで、「これを読めば上巻の内容を一気に思い出せる特別（手抜き）企画」、いかがでしたでしょうか。おかげであとがきも十冊目。そろそろ企画替えのころかなと思っております（企画ものにしないとあとがきなんて書く気にもならない）。今回は特別でしたが、この「特別」という奴が食わせもの。「新春特別価格」などと称して数か月値上げ状態が続き、いつのまにか定価になってしまう雑誌のごとく、この企画が定例になってしまう可能性は大でしょう。うん、いいかもしれない。

『大地をわたる声を聞け』は、書き直しているうちにすごく好きになった話です。別にその前は嫌いだったわけではないけど、なんだか可愛い話だと思うようになりました。愛いとしいって奴。もうこれで私の手から離れてしまうかと思うと残念です。もっと長い話にしていれば……という問題でもないですしね。ずるずる伸ばすのは好きじゃないし。

　だから、また新しい話を書きましょう。それでは。




　平成七年一月十九日


小林めぐみ　　









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






　読者だってね、スシくいねえ。で、富士見ファンタジア文庫で、誰がいちばんおもしろいって？




　誰も書けと言ってないのに書くはめになってしまった解説のお時間です。




　小林めぐみという作家はほんとに不思議です。いったい何者なのでしょうか。ときどき、その頭の中を覗のぞいて見てみたい、と思うときがあります。

『ねこたま』『まさかな』『ねこのめ』『君が夢、河を上りて』某ぼうスニーカー文庫の『極東少年』、そして本書『大地をわたる声を聞け』と、これで六作品が発表されたことになります。『君が夢……』と『大地……』はほぼ同じ世界観ですが、それでも五つの世界が提てい示じされたことになります。

　作家がいろいろ作品を発表していけばいろんな世界が描かれるのは当然じゃないか、と言われるかもしれません。たしかにそのとおりなのですが、でもなんかへんなのです。

『極東少年』は現実の世界にかなり近いのですが、その他の作品の世界は、現実世界とはかなり異なるルールにしたがった世界です。

『君が夢……』の解説でも書きましたが、小林さんの世界の描えがき方は、こちらの世界（現実世界）からの視点であちらの世界（物語の世界）を描くのではなく、あちらの世界の内部にすっかり入りこんだかたちで描かれています。登場人物もその物語世界で生きています。小説としてそれは当然のことなのですが、どうも、彼らは小説と関係なくその世界に存在しているようなふしがあります。

　小林さんが描く世界は、小林さんが作った世界というよりも、小林さんの中に、現実世界とは別に存在している世界なのではないでしょうか。ディティールの確かさや、登場人物たちの発言・行動からそうとしか考えられません。

　そこが不思議なのです。はたしてひとりの人間の中に、こんなにもたくさんの、現実世界とは異なるルールを持った世界が、しっかりとしたディティールをもって存在しうるものなのか。思わず頭の中身を見てみたくなります。

　これまで作品ごとに新しい世界を見せてくれた小林めぐみが、はじめて前作と同じ世界観で描いた本書こそ、作品世界のバリエーションの多さだけでなく、そのひとつひとつの世界に広がりと厚みがあり、小林めぐみの中に確固として存在しているのだということをはっきりと見せてくれた作品といえるのではないでしょうか。




　……そうだろ、そうだろ！　読者だってね、スシくいねぇ、アンケート・カードだしねぇ、友達に勧すすめねぇ！










大だい地ちをわたる声こえを聞きけ（下）








小こ林ばやしめぐみ
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